
3 遺物

(4)金属製品
銭 (第 130図 , ヱ～

=盈
図版80)

=は
開元通賓である。「通」字の下に星文を有する。開元通費は唐銭で初鋳は621年 (武徳 4)であ

るが,1350年頃には本邦でも模鋳される。レは車L元重賓当十銭である。唐銭で,初鋳は758年 (車し元

元)であるが,本邦でも中世に模鋳される。どは至道元賓である。北宋銭で,初鋳は995年 (至道元)

であるが,本邦でも中世に模鋳される。字体は真書体である。 4は成平元賓である。北宋銭で初鋳は

998年であり,本邦でも中世に模鋳されている。 5は天薦通賓である。北未銭で,1017年 (天薦元)

に鋳られたものである。σは天聖元賓である。 7・ 8は皇宋通賓である。北宋銭で初鋳は1038年 (賓

元元)であり,本邦でも1340年頃に模鋳される。 7・ 8と も察書体であるが,字形は異なる。9は熙

寧元賓である。北宋銭で,初鋳は1068(熙寧元)である。字体は象書体である。ヱθ～νは元祐通賓で

ある。北宋銭で,初鋳は1086年 (元祐元)であるが,本邦でも中世に模鋳される。字体は
=θ

～Iクは察

書体である。
=〃
は鋳不足による円形の欠けが 2箇所みられ,模鋳銭と考えられる。

=∂
は聖宋元賓であ

る。北朱銭で,初鋳は1101年 (建中靖国元)であり,本邦でも中世に模鋳される。
=∂
は鋳不足による

孔が多くみられ,模鋳銭と考えられる。字体は察書体である。フは大観通賓である。北宋銭で,初鋳

は1107年 (大観元)であり,本邦でも中世に模鋳される。ヱ5は政和通賓である。北未銭で,初鋳は

1111年 (政和元)であり,本邦でも中世に模鋳される。
=51よ
鋳不足による孔があり,模鋳銭と考えら

れる。字体は分楷体である。ヱaよ大定通賓である。金銭で,初鋳は1178年 (大定元)である。
=Я
ま寛

永通賓である。

遺構の供伴資料として複数枚出土した銭貨は,以下のとおりである。S D301か らは成平元賓 (4),

皇宋通賓 (7),こ の他に図示していないが開元通賓 2枚,皇宋通賓 1枚,元豊通賓 (北宋銭,初鋳

1078年)2枚の計 7枚。 S K 1371か らは開元通賓 (1),車 L元重賓 (2),至道元賓 (∂ ),皇宋通賓

(8),熙寧元賓 (9),元祐通賓 (=θ 。す
=),大
観通賓 (ツ),政和通賓 (′ 51,銭文不明の図示してい

ない 1ィ点の計10枚。 S K 1208か らは,天薩通賓 (5)の他に,図示していないが皇宋通賓 1枚の計 2

枚が出上している。

刀子 (第 131図 ,=8～グα 図版79)

=β
はS Kl108,=9・ 刻はS E 508か ら出上した。鉄製の本体のみの出上で柄は無い。〃θは関部から

切先まで遺存しており残存長は14.5cmで ある。両関作りとなっている。

雁股鏃 (第 131図,2,図版79)
2=は S E 1001から出上した。刃部と茎部の先端を欠損し,残存長は5,7cmである。刃部は薄く扁平

で,関部と茎部は断面楕円形を呈する。関部は台形状に広がっている。

握り鋏 (第 131図 ,ルを図版80)

"は
S K 1278か ら出土した。片側半分と刃部を欠損する。

釣針状製品 (第 131図 ,男,図版79)

界はS E 508か ら出土した。長さは2.9clnで ,断面は直径0.3cmの 円形を呈する。輪状の湾曲部に至る

前に一旦屈折させる。先端は尖り,逆刺は無い。

釘 (第 131図 ,〃～あⅢ図版80)

理は包含層,%は S E 1229,2δはSK町3,〃 71ま S E 1299,テSは S K 1296か ら出上した。フ引よ頭部
が細く,%・ フЯよ両端を久損しているため確実ではないが釘と考える鉄製品である。断面は%・ %・

刀が正方形,〃・ク7・ 那は長方形である。男・刀は頭部を折り曲げ扁平につぶしている。刀は完形で,

2諺



第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

全長8.lcm,断面は一辺0,7cmの大型の釘である。

引き手金具 (第 131図 ,∂の

∂θはS D401か ら出土した。環状部の断面は直径 41mの円形を呈し,打ち込み部は重ねて扁平に延

ばす。

煙管 (第 131図 ,コ・&ォ 図版79)

コは雁首で,銀製か。火皿は小型で,油返しの湾曲がほとんどなく首部が火皿に直接取り付 く。首

部は舟形を呈し,上面は浅く窪む。

認は銅製である。羅宇は首部と吸口より太く,段ができているが,雁首から吸口までが一体となっ

た延煙管である。油返しの湾曲は羅宇部を曲げることにより作り出している。火皿は欠損しているが ,

残存部の内面に塗金がみられる。

用途不明品 (第 131図 ,J」l

認はS E 693か ら出上した。厚さ0.8cmの板状で先端は斜めに切つて尖らせる。

輔羽口 (第 131図 ,M～」91

%。 努はS K404,∂δはS D301,37・ 」9は S E 850か ら出上した。Mは先端部が残存しない破片で

ガラス化した気泡の多い溶解物が付着する。一方は使用過程における二次的被熱のため黒変し,も う

一方は素焼き本来の橙色を呈する。節・%・ 認・卸は炉側の先端部で,先端部を中心にガラス化した

溶解物が付着し,師・認・側の溶解物には鉄も含まれる。先端部から外面にかけては二次的被熱のた

め黒変する。∂Яよ付着物がなく被熱による変色も少ないため送風口側の破片とみられるが先端部・基

部は久損する。径は 6～ 7 cmに復原され,小振 りのものである。外面は不定方向にナデて仕上げる。

」7-39イま胎土に骨針を多く含む。

鉄津 (第 132図 ,翠θ～α,図版81～ 83)

翠θ～σ
=は
鉄淳で,径は1.9～ 9,Ocm,重量は6.2～ 153.8gで ある。翠θは S B18を 構成する S P676,翠

=

は S E 503, 4〃 。591よ S E508, 翠∂―翠5。 48は S D401, 望δ・ 5ヱ・5を・σ
=イ

よS K404, 翠71よ S E 1204, 翠9

は S K527,5θは S E451,5δ・57は S D453,露 は S D 1485,σθは S E 504か ら出土 した。すべてに,

磁石に対 しての微弱な反応が見 られる。小振 りのものが多 く,形状は2～
"・
57-α等椀形を呈する

ものがある。翠θ・翠9。 Я 。影・αは木炭痕が残る。規格や形状等から,ほ とんどが鍛冶淳 と考えられ

る。

(越前慎子)

238



3 遺物

′

ノイ

0                                               5cm

包含層 (δ・
=2・
′,・
=ひ

・
=の

第130図 岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 金属製品
SD301(を 'の  SK1208(D~l  SK1371(′ ～θ・8～′ヱ・′Z・ ′)

234



第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

Ｇ
韓‐ｇ
‐叱

=∞ =

1:鴫
I   ヵ

〃

レ
題〔岬

脚
脚
同
ｙ

一　

　

　

　

　

一

ロ
　
　
　
　
　
　
ロ

Ｈ

　

　

″

い

‐‐

　

　

０

ｑ
ｌｌ
側
∇

雨
鞠

一
‐‐
υ

□
　
　
　
□

観

仇

◎
儒
珊
υ
】

ロ

〃

向
　

　

　

　

Ｈ口

一０

〃

Ｈ
９

Ｈ

日
ひ

Ｈ

一□

麟
″

一に

鵜

。if進歩_芯
″

D―

饉 9
I

D  笏

つ ―

し  0
初

欝

フ

⊂〔三三正三三三三正三三正三正三三三正三三]===〕       ]     可   ″
ν

―
⑬ ―∞

″
 /´

口

｀`  p

0                       1,3                     15cШ

鯵

餃

Ｄ
一

勢
翰

鰯
⑬

第131図 岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 金属製品 (1/3)
SD301(3の   SD401(3の   SE508(′ 9'29,291  SE693(3D  SE850('7・

'のSE1001(2=) SE1229(2D  SE1229(″の  SK404(35'981  SK743(2の   SKl108(=D
SK1278(効  SK1296(2D 包含層 (塑・

",到
・ν ,341                2∂ 5

∝⊆藝 )
|

鰻

苺 ″

―
∞
―
隠
Q ν

~:き

::;~

1電i＼

�

″

ニ
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・
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製
品
一
覧
(1
)

面
ス
ス
付
着
,微
隆
起
線
文
,穿
孔

Xl
14
Yl
16
上
面

削 日 糾 　 離 拍 団 田 即 而 郵
時 的 Ｎ
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岩
坪
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田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
。 上
製
品
一
覧
(2
)

挿
図
遺
物
写
真

図
版

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
工
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

口
律

π
SK
 5
07

須
東
器

杯
H諄

1 
2 
fI

SK
 8
47

上
面

須
恵
撃

墾
22
8

7世
紀

N6
狛
a

灰
a

土
師
器

墾
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8

7世
紀

10
YR
6/
3
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ぶ
い
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希
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針

5Y
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1

灰
色

ω
Sk
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1
X1
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里
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十
碧
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墳
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/4
に
ぶ
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橙
色

赤
色
砂
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骨
41

内
皇

例
SK
 1
37
8

自
色

″
SK
 1
43
2

須
恵
器

杯
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か
え
り
径
(9
7)

7世
紀
第
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半
期
N7
/0

灰
自
色
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87
器
集
中
地
点
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4
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色
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対

刺
突
文

土
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地
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杯
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第
1四
半
期
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)
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色
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色
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続
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号
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十
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器

椀
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ω
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地
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黒
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内
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ft
19

SD
 3
01

X1
03
Y1
40
①

(十
日
①
)層

土
師
器

高
杯
(脚

部
)

7世
紀

25
Y7
/3
長
貢
色

骨
al

7世
紀
末
～
8世
紀
N6
/0

灰
漉

′ と
班タ

SD
 3
01

X1
04
Y1
44
④
(旧
①
)層

須
恵
器

lf
NC
蓋

か
え
り
径
7世
紀
第
4四
半
期
N6
/0

灰
色

′3
3

SD
 3
01

X1
07
Y1
41
炭
層

須
悪
器

杯
G蓋

か
え
り
径
7世
紀
第
4四
半
期
N6
/0

灰
色

Z3
4

SD
 3
01

n層
須
薫
器

林
B

SD
 3
01

X1
04
37
e)
(旧
)層

黒
色
土
器
椀

に
ぶ
い
昔
給
色
骨
針

12
世
紀
後
半
75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙

赤
針

SD
 3
01

/3
8

SD
 3
01

X1
07
Y1
42
旋
層

中
世
十
肺
器
皿

14
75
VR
A/
4

中
世
土
師
器
皿

75
YR
7/
6
希
色

赤
色
対

赤
色
粒

SD
 3
01

中
世
十
師
器
皿

SD
 3
01

X1
05
Y
43
④
(1
日
(1
)眉

中
世
土
師
器
皿

90
75
YR
6/
4
に
ぶ
い
71
F7
t色

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
橙
色

SD
 3
01

n層
中
IH
:十
肺
器
配

ゴ
45

SD
 3
01

X1
06
Y
43
(4
)(
1日
)層

中
世
土
師
器
皿

に
ぶ
▼ゝ

皿
12
0

5Y
R7
/6
橙
色

赤
!メ
立

色

FF
rB

SD
 3
01

中
世
十
七�
琴
皿

′4
9

SD
 3
01

X1
07
Y
41
炭
層

中
世
土
師
器
皿

5Y
Rν
6
構
色

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

RD
 3
01

/D
‐
2

SD
 3
01

X1
07
Y1
46
Qう
(1
日

`0
)層

中
Br
十
鏑
器
皿

75
VR
7/
6

X1
07
Y1
43
炭
層

中
世
土
師
器
皿

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
袴
色
赤
色
粒

10
YR
8/
4

貢
橙

赤
粒

′
j5

SD
 3
01

X1
02
Y1
43

X1
06
Y1
41
)(
旧
②
)層

う
(旧
①
)層

中
世
土
師
器
IU
I

12
世
紀
前
半
25
Y7
/2
灰
貢
色

管
針

ハ
ケ
状
工
具
痕

(旧
(1
))
層

中
世
土
師
器
皿

12
世
紀
中
頃
25
YR
7/
2
灰
青
色

骨
針

′5
7

SD
 3
01

層 層

土
B誦
器

椀
75
YR
8/
3
浅
責
橙
色

赤
色
粒
骨
針

′
58

SD
 3
01

X1
06

け
唇

珠
洲

事
N6
/0

灰
色

骨
針

Ⅳ
期

N5
/0

灰
色

針

′,
,

層

糾 日 糾 　 離 指 瓢 田 耶 跡 尊

嗚 い ６
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表
 
岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
。 陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(4
)

挿
図
遺
物
真 肺
写 Ｍ

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

ダ
0■

SD
 3
01

Xl
l1
4Y
14
0 
0(
旧
①
)層

珠
洲

墾
Ⅱ
～
Ⅲ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

ダ
δ
″

SD
 3
01

X1
05
Y1
35
①
(旧
①
)層

X1
04
Y1
36
 
④
O日
①
)層

珠
洲

発
I～
Ⅲ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

,■
9

SD
 3
01

Xl
MV
14
4 
0(
1日
①
)層

疎
沸

|
奉

N6
/0

灰
待

ミ
D3
01

Xi
岱
Vi
4R
∩
イ旧
①
)層

数
洲

牽
N6
/0

灰
缶

′
あ

SD
 3
01

X1
06
Y1
42
④
(旧
①
)層

X1
02
Y1
32
 1
 b
tt
 X
10
4Y
13
3 
1 
b層

珠
洲

鶏
Ⅱ
～
Ⅲ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

ダ
ひ
δ

SD
 3
01

X1
05
Y1
38
①

(十
日 ①
)層

X1
06
Y1
42
0(
十
日①
)層

珠
洲

発
48
0

Ⅱ
～
Ⅲ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

ノ
ι
7

SD
 3
01

X1
04
Y1
34
①
(旧
①
〕層

珠
id
l

率
60
0

■
期

N5
/0

灰
徹

骨
41
1

7n
9

RD
 3
01

X1
07
Vl
18
∩

`旧

①
)思

珠
洲

黎
6r
a 
9

N「
■/
0

灰
行

骨
斜

漆
継
ぎ

RD
 3
01

κ
lW
Vi
n9
″
層

張
洲

率
N6
/0

灰
色

骨
針

付
着

in
4V
iR
A 
rD
何
日衝
DⅢ
 i

扶
淵

N7
/0

灰
自
色

骨
針

着

ダ
7,

SD
 3
01

X1
06
Y1
44
 X
l1
6Y
12
5

珠
洲

奏
N6
/0

灰
色

秒
着
 
外
面
黒
斑

,7
″

SD
 3
01

X1
06
Y1
4①
(旧
①
)層

X1
06
Y1
45
の
(旧
①
)層

珠
洲

奏
N4
/0

灰
色

骨
針

底
部
板
状
圧
痕
砂
付
着

ア
7θ

SD
 3
01

X1
03
Y1
36
①
(旧
①
)層

珠
洲

墾
10
Y5
/1
灰
色

白
色
粒
・
骨
針

砂
付
着

RD
 R
01

xi
nハ
ィ
lR
cの
イ旧
∩
)層

張
洲

帝
N5
/0
k色

漆
継
ぎ
櫛
目
波
状
文

′
疹

SD
 3
01

X1
02
Y1
42
④
(旧
層

珠
洲

一 霊
Ⅲ
～
Ⅳ
期

N5
/0

灰
色

′
Zσ

SD
 3
01

X1
0が
r1
37
e)
(E
題

珠
洲

四
耳
壷

I期
N5
/0

灰
色

ど
〃

SD
 3
01

X1
84
Y1
41
①
(旧
①
)層

珠
洲

一 軍
Ⅱ
期

N6
/0

反
任

締
日
渡
状
寸

I密
SD
 8
01

Xm
ド
14
10
(旧
①
)層
Xn
3V
13
1 
Th
唐
珠
洲

帯
N6
/0

灰
行

骨
斜

′
カ
4
SD
 3
01

Xn
fl
VI
RO
∩
イ旧
∩
Ⅲ層
Xn
3v
iR
a 
T 
h層

N7
/0

灰
占
伍

板
状
圧
痕

RD
 R
01

X1
05
Vi
RБ
∩
`旧

∩
】層

鉄
洲

鉄
N5
/0

灰
色

赤
色
粒

X1
06
Y1
30

珠
洲

ヨ
鉢

Ⅱ
期

N6
//
0

灰
色

骨

`
どと
確2

SD
 3
01

X1
05
Y1
36

X9
6Y
12
71

珠
洲

悟
鉢

24
0

Ⅱ
期

NV
0

灰
自
色

骨

Zむ
X,

SD
 3
01

X1
04
Y1
35
r4
j(
旧
(0
)層

珠
洲

悟
鉢

Ⅱ
期

N7
/0

灰
白
色

骨
針

Z8
4

SD
 3
01

Xl
f1
5Y
13
8'
Da
日
①
〕層

珠
洲

糟
鉢

25
2

Ⅱ
期

N5
/0

反
色

骨
針

卸
目
2 
3c
ml
l条

ZB
D‐

SD
 3
01

X1
04
V1
36
∩
(旧
〕
層

珠
洲

稼
鉄

25
5

N6
/0

灰
待

′′
お

RD
 3
01

Xi
06
Vi
R7
∩
側
日∩
Ⅲ層

橋
鉄

25
 j
I

N6
/∩

灰
任

砂
粒

ミ
D 
R0
1

X0
0V
12
ヽ
∩
`I
Π

∩
Ⅲ層

珠
淵

鉄
Ⅱ
期

N7
0

灰
色

骨
針

SD
 3
01

X1
05
Y1
86
0(
旧
①
)層

珠
洲

悟
鉢

Ⅱ
期

N5
/0

灰
砂
粒

卸
日
2 
5c
m1
6条

Fa
9

SD
 3
01

Xl
"Y
14
2涜
唐

珠
洲

十
日
鉢

[期
75
Y5
/0
灰

骨
針

Z9
9

SD
 3
01

X1
01
Yl
認
①
付日
色〕
層
Xl
磁
Yl
鬱
Ib
層
珠
洲

FB
F鉢

30
9

Ⅱ
期

N7
0

灰
色

骨
針

どθ
ク

SD
 3
01

X1
01
Y1
37
①
(旧
①
)層

マ
i 
nt
tV
i破

`a
イ

十日
rゝ
回ヽ

珠
洲

婚
鉢

30
0

Ⅱ
期

N7
/0

灰
白
色

砂
粒

卸
目
24
cm
ll
条

F【
老?

SD
 3
01

X1
06
Vi
46
∩
(旧
∩
)層

珠
洲

精
鉄

■
期

75
YA
/1

灰
白
徹

,9
9

RD
 R
01

X1
04
Vl
lヽ
の
(l
Π
∩
Ⅲ層

II
k洲

橋
鉄

Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

骨
針

/,
望

SD
 3
01

X1
06
Yl
も
I層

X1
0T
r1
42
 X
tt
 X
10
7Y
14
1 
Ⅳ
層

珠
洲

括
鉢

25
8

Ⅳ
期

N7
/0

灰
自
色

を 「
目
2 
4c
m9
条

ど,
テ

SD
 3
01

X9
5Y
12
4①
(日
①
)層

マ
in
77
1と
qィ
aィ
十日
帝出
)層

殊
洲

括
鉢

11
7
Ⅳ
期

5Y
7/
1
灰
自
色

砂
粒

内
外
面
ス
ス
付
着
卸
目
1 
7c
m7
条

И
SD
 3
01

X1
05
Y

X1
06
Y

38
①
(旧
①
)層

42
①
(旧
①
)層

殊
洲

鉢
N5
Ю

灰
色

骨
針

板
状
圧
FR

SD
 3
01

X1
05
Y

X1
07
Y

43
①
(旧
①
)層

46
(D
O日
①
)唐

踪
洲

外
N6
/0

灰
色

骨
割

′
θ
∂

SD
 3
01

X1
03
Y1
33
①
(旧
①
)層

珠
洲

鉢
N8
/0

灰
白
伍

骨
針

ゴ
θ
9

SD
 3
01

禽5
①
(ほ
〕
唐

昧
淵

鉄
N6
/0

灰
任

骨
針

効
SD
 3
01

X1
00
Y

X1
03
Y

33
①
(旧
①
)層

38
①
(旧
①
)層

殊
洲

矯
鉢

N4
/0

灰
色

骨
針

卸
目
22
cm
9条

肺 醤
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表
 
岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
。 土
製
品
一
覧
(5
)

挿
図
遺
物
真 肺
写 Ｍ

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

(1
04
Y1
39
色
う
(十
日
tl
D)
層

珠
洲

籍
鉢

OY
7/
1
灰
白
色

D
板
状
圧
痕
 
卸
日
17
cm
8条

瀕
ν

SD
 3
01

Xl
l1
3Y
13
8 
14
1(
旧
0)
壇
 k
99
Y1
21

滲
餌

SD
 3
01

X1
06
Y
X1
07
Y
４
４ 坐

り
(1
日
(り

'ザ

膏
D(
1日
①
)層

妹
洲

幅
鉢

N7
0

灰
色

コ
1日
3 
0c
m1
3条

10
5
46
④
(1
日
①
)層

珠
洲

信
鉢

10
Y7
/1
灰
自
色

砂
粒

争
Π
目
3 
3c
m1
0条

フ
防

SD
 3
01

X1
06
Y
X1
06
Y
X1
03
Y

41
①
(旧
①
)層

42
④
(旧
①
)層

31
1b
層

古
瀬
戸

瓶
子

中
期
様
式
I～
Ⅱ
期
10
YR
8/
1
灰
自
色

10
YR
5/
2
灰
貢
褐
色

鉄
BI
H

唐
車
文
梅
文

SD
 3
0

X1
06
Y1
42
④
(旧
①
)層

中
国
製
白
磁
碗

12
世
紀
後
半
N7
/0

灰
自
色

75
Y7
/1

灰
白
色

自
磁
釉

太
筆
府
碗
V4
a類

効
9

SD
 3
01

X9
4Y
12
5U
(旧
∪
)層

中
国
製
日
磁
TF
L

13
世
紀
後
半
～
14

4U
‐
知
前
半

N8
掬
Э
灰
日
色

25
GY
7/
1
明
オ
リ
ー
フ
次
色
自
磁
糊

回
禿
 
太
宰
府
続
Ⅸ
類

レ
ノ
0

SD
 3
0

X1
07
Y1
40
Q)
(旧
①
)層

中
国
製
自
磁
碗

ツ
ク2

SD
 3
(

X9
3Y
12
3
十日
(功
層

中
国
製
青
磁
続

N7
/0

25
GY
6/
1
緑
灰

青
磁
釉

夕
′ ′

`こ

メド
�

重
畳
55
8g

″
ノう

SD
 3
0

X1
04
Y1
39
e)
(十
日
(1
))
層

土
製
品

:9
4Y
12
3
十日
①
)層

土
製
品

土
25
Y7
/2

重

″
′ じ

十
重
量
26
0g

霧
0

SD
 3
0

X1
06
Y1
40
8)
(1
日
(1
))
層

土
製
品

(4
5)

彦
SD
 4
0

Xl
13
Y

須
恵
器

杯
B

Y7
/ユ

中
世
十
師
器
皿

7
ス
ス
付

霧
5

X1
25
Y1
45
  
  
  
1

古
涌

N1
5/
0

里
色

鋲
釉

″
7

SD
 4
0

Xl
ll
Y1
07

中
国
製
青
磁
腕

17
0

12
世
紀
中
頃
～
後
半
N7
/1

75
Y6
/2

灰
オ
リ
ー
ブ
色
青
磁
41
t
龍
呆
窯
系
太
宰
府
碗
I 
la
褒

同
安
窯
系
太
宰
府
12
b類

財
8

SD
 4
01

X1
22
YY
13
7

中
国
製
青
徹
皿

12
世
紀
後
半
～
13

冊
紳
前
半

/1
5Y
6/
3

オ
リ
ー
フ
貢
色

青
傾
粕

29
12
期

刀
′

SD
 4
0

Xl
14
Yl
18

珠
洲

発
25
C

%♂
SD
 4
0

12
5Y
14
4

珠
洲

墾
Ⅳ

N6
/0

色
砂
粒

SD
 4
0

10
8Y
10
7床
面
 X
10
6Y
■
4Ⅱ
層
珠
洲

一 霊
N6
/0

雰
δ

I

路
8

SD
 4
0

12
2Y
13
6

珠
洲

四
耳
壷

I

ク
を
0

SD
 4
0

11
3Y
l1
7

珠
洲

豆
25
Y8
/1

15
珠
洲

|
片
口
鉢

27
0

I
1

フ
奪

SD
 4
0

11
2Y
l1
3

珠
rl
ll

″
あ

SD
 4
0

12
5Y
14
5 
X1
23
Y1
36
1層

珠
洲

信
]

Y6
/1

卸
目
1 
7c
ml
l条

12
3V
14
1

珠
洲

針
状

%
SD
 4
0

Xl
ll
Y1
07

珠
洲

穏
鉢

Ⅳ

″
50

SD
 4
0

X1
23
Y1
43
下
層
 X
12
4Y
14
電
珠
洲

鎌
Ⅱ

N7
/0

70
N6
/0

灰
色

骨
針

淋 日 糾 　 弾 拍 団 田 耶 商 事
隠 』
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表
 
岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
。 陶
磁
器
。 土
製
品
一
覧
(6
)

挿
図
遺
物
写
真
図
版

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

口
径

器
高
底
径

25
4

SD
 4
14

珠
洲

籍
鉄

10
Y6
/ユ

灰
角

骨
a‐
I

〃
♭
7

SD
 4
15

ラ に
渤

ξ
鉢

N5
/0

灰

Ic
m8
条

参
5,

SD
 4
53

X1
32
Y1
48
下
層

弥
生
土
器
高
杯
(脚

報
ヽ

後
期

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
奄
色
雲
tl

参
ω

SD
 4
53

X1
33
Y1
46

須
藷

N6
/0

灰
色

SD
 4
53

IR
3V
14
8下
層

痴
東

杯
丁

N6
/0

灰
色

劾
SD
 4
53

K1
33
Y1
48
下
層

5Y
7/
1
灰
白
色

%♂
SD
 4
53

須
烹
;

翁愚
P

18
N6
/0

灰
色

骨
針

夕
σ
タ

SD
 4
53

赤
灯
芯
rd
痕
ス
ス
付
着

SD
 4
53

13
3V
14
6下
層

吉
滋
戸

合
子
か

中
期
様
式

灰
白
伍

10
Y6
/2
オ
1テ
ー
ブ
灰
tl

夕
筋

SD
 4
53

X1
32
Y1
48
上

古
瀬
戸

天
目
茶
椀

40
後
期
様
式
Ⅱ
期
10
YR
7/
1
灰
白
色

10
YR
2/
1

黒
色

鉄
釉
・
鏑
釉

″
7′

SD
 4
53

X1
34
Y1
48
下
層

中
国
製
青
磁
碗

15
0

12
世
紀
後
半
～
13
5Y
7/
1
灰
自
色

5Y
6/
2

灰
オ
リ
ー
プ
色
青
磁
釉
同
安
窯
系
太
宰
府
1 
lb
類
櫛
描
文

ク
″

SD
 J
63

X1
34
Y
48
下

中
国
製
青
磁
続

N7
/0

反
向
色

25
GY
6/
1
オ
リ
ー
ブ
茂
任
青
穂
希
h

"3
SD
 4
53

32
Y
48
下

中
国
製
自
磁
碗

70
N7
/0

灰
白
色

75
Y7
/1

灰
白
磁
紬

N6
/0

瀕
G

SD
超
63

X1
29
Y
49
下

珠
洲

薯
49
8

I期
N6
/0

灰
色

瀕
望

SD
 4
53

34
Y
48
下

珠
洲

墾
16
0

N6
/0

灰
色

骨
封

底
部
砂
付
着
板
状
肝
痕

58
SD
 4
53

Xl
R5
Y

土
製
品

十
舘

5Y
!7
/3
に
ぶ
ラ

28
6

土
製
品

土
錘

5Y
R8
/3
渡

重
暑
54
6ゼ

N6
/0

,境
9

SD
 4
53

X1
34
Y
48
下

珠
洲

一 電
15
8

12
期

75
Y5
/1
灰
色

笏

`
SD
 4
53

X1
28
Y
48
下
擢

珠
洲

一 霊
17
4

12
期

N6
/0

灰
色

砂
粒
肯
針

SD
 4
53

34
Y
48
下

笏
σ

SD
 4
53

29
Y
49
下

珠
洲

一 霊
24
0

I～
Ⅲ
舅

75
Y4
/1
灰
色

参
∂
7

必
9

SD
 4
53

X1
34
Y
48
ト

珠
洲

一 軍
N5
/0

反
色

骨
針

2∽
SD
 4
53

X1
34
Y
48
下
層

珠
洲

鉢
I期

N5
/0

灰
色

骨

`

29
〃

SD
 4
53

X1
29
Y
X1
30
Y

擢 層

下 下

珠
洲

片
日
鉢

20
8

I期
N6
/0

灰
色

砂
粒

ク
9望

SD
 4
53

X1
33
Y:
46

珠
洲

括
鉄

Ⅱ
期

5Y
5/
1

灰
色

骨
針

29
5

SD
 4
53

X1
35
Y
4「
J 
X1
29
Y1
47

珠
洲

搭
鉢

N6
Ю

灰
色

白
色

燐
6

SD
 4
53

X1
32
Y

層 購

上 Ｔ

殊
洲

指
針

5Y
7/
1
灰
自
色

骨
針

倒
J目
2 
5c
m1
4条

29
7

SD
 4
53

X1
29
Y

加
賀

蓼
1靴
紀
後
半
～
14
世
紀
初
頭
25
Y7
/1
灰
白
色

湯
上
谷
窯
 
刻
Eロ

ク
9∂

SD
 9
14

卸
目
29
cm
ll
条

争
γ
ク

SD
 l
10
4

中
世
十
師
器
皿

■
2

OY
R7
/3
に
ぶ
い
昔
給
角
赤
色
片
・
骨
針

90
′

SD
 1
20
9
X1
24
Yl
乾

土
師
器

鍋
(把
手
)

10
YR
7/
3
に
ぶ
い

粒
骨
針
冨
母

′
ν

J9
J

SD
 1
50
4

須
思
器

杯
G蓋

20
0

か
え
り
径
(1
72
)

7世
紀
第
4四
半
期
5Y
6/
1

灰
色

重
ね
焼

而 導



第
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表
 
岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(7
)

拝
図
遺
物
具 版
写 図

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

日
径

器
高
庭
径

99
後
期
前
葉
オ
75
YR
7/
2
明
褐
灰
色

砂
対

θ
θ
5

SE
 4
51

須
思
器

杯
H

12
6 
受
部

″ =
rl
と
∩
、

7世
紀

Wn
灰
白
色

中
世
土
師
器
皿

10
9

75
YR
7/
4
に
ぶ
�

筋
42
SE
 5
03

中
仕

認
9

SE
 5
04

上
層

中
国
製
白
磁
碗

ll
世
紀
後
半
～
12

4E
紳
終
半

75
Y7
/1

灰
自
色

太
宰
府
V 
or
Ⅵ
類

9フ
つ

SE
 5
08

71
12

5Y
R7
/6

♂
ヱ
′

SE
 5
08

十
肺
器

薯
砂
粒

土
師
器

墾
17
0

RE
 5
0A

9世
紀

配
7/
1

赤
色
粒

θ
′
を

SE
 5
08

箔
煮
器

赤
色
粒
・
砂
粒

SE
 5
08

上
摂

須
恵
器

市
苦
イ

中
世
土
師
器
皿

こ
,ミ
�

FR
.針

′
望
7

SE
 5
0鳥

10
YR
7/
4
こ
夢
式
�

針

♂
′』

SE
 5
08

中
性
十
師
器
Ⅲ

骨
針

SE
 5
08

上
√

中
世
土
師
器
皿

77

皿
77

/
デ武
ψ

骨
針

ν
′
螂
RE
50
R 
RK
H0
9

10
YR
7/
4
に
ぶ
ψ

諺
SE
 5
08

中
世
十
肺
器
皿

中
世
土
師
器
皿

6
10
YR
7/
4
に
ぶ
▼

骨
針

土
器
成
分
分
析
hl
o 
10

レ
5

SE
 5
08

骨
針

SE
 5
08

上
中
世
上
師
器
皿

全
面
黒
変

皿
80

お
ミ
ψ

弦
∂

SE
 5
08

「
10
YR
7/
4
に
ぶ
し

針

ν
θ

SE
 5
08

中
世
十
師
祟
皿

R

中
世
土
師
器
皿

土
器
成
分
分
析
No
ll

10
YR
7/
4
とこ
ぶ
ラ

骨
針

影
SE
 5
08

SE
 5
08

上
中
世
土
師
器
皿

13

中
世
土
F雨
器
皿

33
5

SE
 5
01
1

10
YR
7/
4
に
ぶ
ヤ

針

33
6

SE
 5
08

中
性
十
肺
器
Il

8

中
世
土
師
器
皿

3認
10
YR
7/
4
に
ぶ
Iv

骨
針

,,
9

SE
 5
08

中
壮
十
肺
器

中
世
土
師
器
皿

土
器
成
分
分
析
No
9

10
YR
7

ぶ
しヽ

θ
拶

SE
 5
08

に
ぶ
い

粒
・
骨
針

内
猟
而
に
塁
群
 
十
器
成
分
分
析
Nn
R

34
3

SE
 5
08

中
七
十
師
器
皿

中
世
土
師
器
皿

■
5

7 
5Y
It
6/
2

9密
RE
 5
01
1

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
7P
A色

!対
・
骨
針

Jを
ひ

SE
 5
08

中
IH
十
肺
器

灰
自
色

SE
 5
08

上
中
世
土
師
器
皿

75
YR
7/
61

10
0

皿
10
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

θ
つ

SE
 5
08

5Y
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

色
粒

95
0

甑
50
8

上
層

中
国
製
自
磁
碗

15
0

H世
紀
後
半
～
12
N8
/0

灰
自
色

75
Y7
/1

灰
自
色

自
磁
釉
太
宰
府
Vo
rⅥ
or
Ⅶ
類

一 笠
26
2

12
期

灰
行

砂
粒

3ν
SE
 5
08

卜
層

N7
/0

灰
白
色
  
 1
秒
粒
骨
針

」
″

SE
 5
08

珠
洲

四
耳
言

渡
】夫
支

35
4

SE
 5
08

土
製
品

餃
子
形

咽
曾
針

′
″

SE
 5
08

十
製
品

62
1

10
Y留
/4
1

削 日 糾 　 離 拍 回 田 耶 帥 瞬

嗚 島
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岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(8
)

挿
図
遺
物
真 肺
写 団

遺
梼

出
土
地
点

種
類

器
種

法
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

9D
/‐

SE
 1
00
1

75
YR
7/
4

θ
露

SE
 1
00
1
太
緯
内
下
層
`0
層
Ⅲ

十
肺
器

椀

J5
9

SE
 1
00
1

中
世
土
師
器
皿

13
8

75
YR
8/
8
黄
橙
色

自
色
粒
・
黒
色
粒
・
骨
針
・

雲
母

9ひ
0

SE
 1
00
1

珠
構
鉢

20
1

期

3σ
ゴ

,A
4V
l1
38

珠
洲

穏
鉢

21
8

期
N7
/0

灰
白
角

S■
10
01

未
枠
内
下
層
(③
層
)

珠
洲

橋
鉢

期
N7
/0

灰
白
色

赤
色
粒

,あ
9

SE
 1
00
1

17
B

Nν
0

灰
色

∂
び
を

SE
 1
00
1

殊
洲

発
I期

N7
0

灰
色

日
色
紅
・
黒
色
種
曾
針
・

θ
σ
J

SE
 1
00
1
X1
34
Y1
38

中
国
製
百
磁
皿

27
12
世
紀
中
頃
～
後
半
NV
0

灰
自
色

25
GY
6/
1

青
磁
和
同
安
窯
系
太
宰
府
12
b 
or
1 
3b
類

続
焙
す

36
6

(0
層
Ⅲ

中
1製
白
磁
硫

14
3

75
YR
6/
1
灰
色

自
磁
釉
太
宰
府
V4
or
Ⅷ
l

RE
 1
00
1

■
5Y
6/
1

=留
SE
 1
00
1

木
枠
内
下
層
(③
層
)

16
7

12
世
紀
中
頃
～
後
半
N7
/0

灰
自
色

白
磁
釉

太
掌
府
V4
or
Ⅷ
1 
3類

翻
SE
 1
00
1

十
暖
房
具

64
1

須
恵
暴

杯
B

R世
組

N7
/0

灰
白
色

SE
 1
00
6

5Y
R8
/6
浅
責
橙
色

赤
色
粒

′
″

SE
 1
00
6

′
宥

中
十
師
器
皿

未
t・
対

RE
 1
00
6

赤
色
対
・
砂
粒

′
Z5

SE
 1
00
6
X1
33
Y1
46

■
0
期

N5
/0

灰
色

∂
密

SE
 l
10
1

十
師
器

長
賄
華

10
YR
7/
2
|に
ぶ
い
貢
橙
色
砂
粒

∂
77

須
薫
器

69

、
n 
ll
ol

須
恵
器

′
々

SE
 l
10
3

25
Y6
/1
責
灰
色

33
0

SE
 l
10
5

率
56
0

Ⅲ
～
Ⅳ
期

赤
色
新

SE
 l
10
5

土
製
品

土
錘

5Y
R7
/6
給
色

赤
色
粒

9∂
θ

SE
 l
10
6

古
代

N7
0

灰
色

3M
須

i景
早

魃
世
紀

N7
/0

灰
日
色

秒
対

RE
 1
20
4

1こ
赤
色
粒
秒
粒
骨
針

3酪
SE
 1
20
4

75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

38
5と
同
一
個
体
か

38
7

SE
 1
20
4

中
十
七而
器
皿

珠
洲

壷
N6
/0

灰
仁

秒
対

SE
 1
20
4

骨
針

θ
勁

SE
 1
20
4

中
国
製
音
磁
続

12
世
紀
中
頃
～
後
半
N7
/0

灰
自
色

青
磁
釉
龍
泉
窯
系
夫
宰
府
12
類

F_
9/

坤
1製
青
磁
続

15
8

12
世

,

5Y
5/
2

灰
オ
リ
ー
ブ
色
青
磁
釉
龍
泉
窯
系
太
宰
府
14
類

L層
】程
J

砂
粒

9,
9

SE
 1
22
9

75
YR
8/
3
浸
責
橙
色

ス
ス
付
着

解
SE
 1
22
9

十
肺
器
皿

13
8

5Y
R7
/2
甥
褐
色

75
CY
6/
ユ
緑
灰
色

SE
 1
22
9
X1
07
Y1
24
1屠

期
N5
/0

灰
色

骨
針

39
7

SE
 1
22
9
X1
07
Y1
25

精
鉄

Ⅱ
期

N4
/0

灰
色

卸
目
2 
2c
m1
8条

未
角
締

12
99

X■
OY
12
9

珠
胡

信
鉢

骨
針

6r
m1
5築

Zω
SE
 1
29
9

須
恵
器

杯
13
1

古
rt

N6
/0

灰
色

10
3
を
0′
Ъ
SK
 1
44

中
‖
十
師
鼎
皿

24
43

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色

十
製
品

土
錘

(4
6)

10
VR
A/
2
灰
白
角

赤
色
対

S(
40
4

中
12
世
紀
中
頃
～
後
半
25
Y4
/2
暗
反
責
色

を
0`

SK
 4
04

〃
θり

珠
J

儒
鎌

30
8

Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

白
色
粒
・
骨
針

卸
目
2 
5c
ml
l

5Y
6/
2

SK
 4
50

13
N7
/0

灰
白
色

ZO
∂

SK
 4
50

精
欲

25
n

工
期

N5
/0

灰
色

Zθ
θ

SK
 5
62

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

重
量
78
ビ
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岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(9
)

挿
図
遺
物
写
真

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

日
径

器
高
底
径

匝
土
師
器
皿

89
5Y
R6
/6
 1
橙
色

赤
色
泣
・
骨
針

陛
1土
師
器
1皿

Ю
YR
7/
31
に
ぶ
い
責
橙
色
赤
色
粒
・
骨
針

古
代

椀
49
古
代

75
YR
y3
浅
責
橙
色

播
鉢

75
Y5
/1
灰
色

赤
色
粒
・
骨
針

甕
Ⅱ
期
～
I期

N6
/0

灰
色

針

霙
39
5

Ⅱ
期

N5
/0

灰

播
鉢

N7
0

灰
針

猿
面
硯

N6
/0

灰

49
70
6

]
10
Y5
/]

″
ア

SK
 1
00
3

中
世
土
師
器
皿

75
YR
74
に
ぶ
い
橙
色

A色
粒
・
自
色
粒
・
黒

ヨ
粒
・
雲
母
・
長
石

75
YR
7/
4
に
ぶ
ψ

針

舅
嵯
2?

S(
lR
00

杯
10
8

古
N6
/0

琶
ね
癖

重
12
4

I
N5
/0

椀
58

75
YR
8/
4

色

椀
75
YR
8/
2

色

土
製
品

土
錘

17
5Y
R8
/ユ

灰
針

重
暑
R9
5g

中
世
土
師
器
皿

10
8

5Y
R7
/3
に
ぶ
い
裕
色
赤
色
粒

中
世
土
師
器
皿

10
8

75
YR
8/
4
茂
東
橙
色

色
粒

珠
洲

一 亜
12
2

I期
N6
/0

灰
色

砂
対

珠
洲

信
鉢

Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

X3
4Y
27

土
師
器

椀
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
給
色
骨
針

SX
 1
0

X3
4Y
27

土
師
器

椀
75
YR
8/
3

綺
色

X3
1Y
34
下

土
師
器

抗
古
代

25
YR
ν
8

X3
4Y
27

土
師
器

椀
10
YR
7/
2
に
ぶ
い
貢
橙
色
色
粒
・
骨
針

X5
7Y
58

瀬
戸
美
う

皿
夫
窯
I～
Ⅱ
期
25
Y7
/1
灰
白
色

75
Y4
/3

陪
オ
リ
ー
プ
徹

灰
獅

輪
ド
チ
痛

椀
12
7

古
増

75
YR
ν
3
に
ぶ
い
褐
色

・
骨
針

黒
亦

土
師
器

椀
10
YR
6/
8
亦
橙
ヒ

土
師

椀
5Y
8/
ユ
灰
白
色

4`
0

X3
7Y
33
Ⅲ
層
(Ⅳ
層
直
上
)
土
師
器

有
台
椀

9世
紀
末
～
10
世
紀
5Y
R7
/6
に
ぶ
い
橙
色
赤
色
粒
,自
色
粒
・
骨

針
・
雲
母

密
ア

X3
6Y
守
Ⅲ
層

土
師
器

椀
16
0

75
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

赤
色
粒
自
色
粒
・
雲

母

12
2

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

色
粒
砂
粒
骨
針

rを
5Y
R6
/6
橙
色

骨
針

44
4

X2
8Y
50
Ⅲ
層
(Ⅳ
層
直
上
)
土
師
器

椀
9世
紀
末
～
10
世
紀
5Y
R6
/8
橙
色

亦
t4
1回
色
枢
・
貸

針
雲
母

密
X3
6V
AR

5Y
R6
/6
橙
色

″
ι
38

iV
A7

H世
紀
前
半
75
YR
8/
3
濃
苦
給
魯

赤
色
粒

44
7

X2
7V
44

25
Y7
/3
浅
貢
色

骨
内
塁

44
8

OR
 I
層

10
YR
3/
2
灰
自
色

赤
色
粒
骨
針

内
異

`妙
AR
VA
9■

石
台

10
YR
8/
3
浅
黄
橙
色

赤
ユ
粒

内
畢

45
0

有
台

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
橙
色

内
畢

45
,

有
台

10
世
紀

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
責
総
色
自
色
粒
骨
針
_T
母

内
黒

45
2

若
苔
m

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色
自
色
粒
雲
母

45
3

一 Ｐ
古
墳

25
Y6
/6
橙
色

疹
イ

X6
0V
97

75
YR
y3
と橙
色

赤

25
YR
7/
8
橙

赤
骨
針

X7
88
0Y
10
21
03
Ⅱ
層

土
師
器

高
杯

10
YR
8/
ユ
灰
白
色

赤

X4
7Y
38
Ⅲ
層

土
師
器

高
杯

10
YR
4/
ユ
褐
灰
色

白
色
粒
・
雲
母

高
杯

5Y
R7
/3
に
ぶ
い
橙
色

キ
高
杯

25
YR
6/
2
灰
赤
色

骨
針

高
杯

5Y
R7
/4
に
ぶ
い
橙
色

赤
粒

塁
排

削 日 糾 　 離 拍 瓢 田 融 離 事
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表
 
岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
0)

挿
図
遺
物
真 肺

写 回
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

知
薬

備
考

日
径

器
憚

10
6

25
Y1
20

1四
半
期

灰
白
色

脅
針

Fr
δ
′

7世
紀
前
半
5C
Y6
/1

須
煮
器

杯
H零

を
δ
δ

X1
35
Y1
42
1層

須
思
器

TT
・
H

98
(受
部
径
)1
21

7世
紀
第
1四
N6
/0

灰
色

X1
24
Y1
48
1層

須
恵
器

杯
H

7

を
δ
ε

杯
G蓋

11
7

(か
え
り径
)

10
1

7世
紀
第
4四
N5
Ю

灰
色

高
杯

砂
対

を
夕
0

X1
04
Y1
34
Ⅲ
層
直
上
  
  
|

灰
白

を
7/

須
烹
手

68
7

41

34
Y1
45

須
薦

林

を
″
イ

ふ
V約

13
Yl
14
 1

//
R思
,

T4
(つ
ま
み
径
)2
7

砂
粒
骨
針

を
夕7

10
2Y
12
21

須
恵
:
手
 |
一 杯

8世
記
後
半
～
9世
紀
N6
/0

灰
色

を
/‐
B

半
～
9世
紀
N7

20
Y1
55

須
思
ラ

打
Iヽj
壷

密
′

12
0Y
15
51
層
  
  
  
 |
須
恵
:
子
 |
杯
B

υ
鴛
煮
,

10
4
7

19
Y1
53
Ⅲ

須
恵
弩

48
4

Xl
19
Y1
54
 
Ⅲ
月

48
5

10
8

N7
/0

灰
白
色

須
煮
器

杯
B

私
∂
7

X9
2Y
91
 
Ⅱ
a層

灰
釉
陶
器
椀

11
灰
白
色

高
台
裏
に
墨
(転
用
視
)

お
∂

iF
三
:

帝
等

X9
6V
12
3 
Th
厄

須
烹
:

重

4鉛 49
■

13
8Y
13
91
層

笈
悪
器

鍵
7

N5
/0

灰

72
Y8
7Ⅱ
層

中
世
土
師
器
小
杯

つ
望

X8
4Y
88
Ⅱ
層

に
ぶ
ψゝ

η
5

中
世
十
師
器
Hl

20

77
Y9
6■
層

中
世
土
師
器
皿

49
7

X7
7Y
96
Ⅱ
層

イ
9∂

師
器
HR

■
9

25
Y7

'3
Y9
RT
層

中
世
十
肺
器
皿

X7
2Y
97
Ⅱ
層

σ
O′

X8
0Y
90
Ⅱ
層

10
Y

灰

σ
Oフ

層
中
IH
十
師
器
皿

X3
5V
37
■
層

中
世
土
師
器
皿

14
6

j防
X7
7Y
89
Ⅱ
層

5"
師
器
Ⅲ

10
YR
8/
2

う
θ
ひ

X9
0V
10
6試
掘
ト
レ
ン
チ

中
世
十
師
器
皿

40

X8
1Y
90
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

σ
θ
∂

X8
3Y
83
Ⅱ
層

7

,O
θ

X3
0Y
50
Ⅱ
層

甲
世
土
BV
器

ll
l

40
10
YR
7/
3
に
ぶ
し

板
状
圧
痕

X7
7Y
95
Ⅱ
層

j′
′

X7
6Y
10
1Ⅱ

7
快
序
痕

D‐
2″

師
器
Ⅲ

層
中
世
十
師
器
皿

∞ 　 肺 導

嗚 ヽ ６
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表
 
岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
1)
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第
17
表
 
岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
。 土
製
品
一
覧
(1
2)

挿
図
遺
物
真 肺
写 団

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

日
径

器
高
底
径

X6
0Y
56
1層

中
世
土
師
器
皿

―

57
塚

に
ぶ
ψ

赤
色
対
骨
針

X1
09
Y1
49
1層
  
  
|

皿
10
YR
7/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
赤
二粒
骨
針

10
9

X3
9Y
40
1層

珠
洲

理
Ⅱ
～
Ⅲ
期

N7
/0
  
 1
灰
白
色
  
|

D‐
7D
‐

jt
tθ

灰
色

!粒
・
雲
母

奉
Ⅱ

5Y
5/
1
灰
色

「
3「

5Z
9

11
9Y

I
甕

D‐
婢

X1
01
Y

X1
01
Y
X1
02
Y
X1
02
Y

醒 醍 層 醒

発
1
灰
色

骨
針

率
Ⅱ

OY
5/
1
灰
色

針

a9
′

霊
52
6

ν
50

灰
色

骨
針

率
灰
色

針

X8
9Y
81
1b
層
  
  
  
1珠

洲
霊

Ⅳ

財
5

DB
C

灰
色

白
色
約

Ⅳ
N5
/0

灰
色

針

m
42
8

Ⅳ
～
V

N5
/0

58
9
″
0

灰
自
色

骨
針

25
Y5
/1
黄
灰
色

a% 働
θ

1

10
7

灰
色

N7
0
医
中

59
6

X1
23
Y1
34
1

灰
色

櫛
目
波
状
文

Nワ
0

灰
色

59
B
j9
9

14
4Y

灰
色

骨
針

1
灰
色

20
0

Ⅱ
―
ll

N6
/0

ひ
″

00
θ

灰
色

準
許
0

26
4

皿
～
Ⅳ

N5
/0

ひ

"
X1
25
Y1
39
1層

I
N6
Ю

砂
粒

24
4

I
灰
色

骨
金

17
0

ひ
鉢

Xl
10
Y1
09
 
Ⅱ

ひ
θ
θ

灰
自
色

赤
色
粒

20
0

I
10
YR
5/
1
褐
灰
色

ι
ア
ク

σ
′ワ

骨
α

τΠ
目
2 
7c
ml
l条

三
鉄

Y7
/1
灰
自
色

骨
針

ξ
鉢

28
2

σ
/5

X6
8Y
95
Ⅱ

σ
ダ
σ

明
青
灰
色

骨
針

ヨ
鉢

36
0

Ⅱ
N8
/0

灰
自
色

ひ
′B

34
0

ε
′ θ

X8
3Y
l1
4 
Ⅱ

卸
目
24
cm
9条

初
24
3

骨
3

10
1Y
12
5 
HT
層
首
ト

鉄
淵

精
鉢

∞ 　 肺 導

嗚 べ ∞



第
17
表
 
岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
3)

挿
図
遺
物
写
真
団
肺

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
楽

備
考

底
径

Xi
lR
Yl
14
 T
層

Ⅳ
期

N6
/0

灰
骨
針

XR
27
1]
RT
層

Ⅳ
期

N6
/0

灰

X7
37
9A

狭
洲

Ⅳ
期

10
BC
7/
1
明
青
灰
色

卸
日
1 
0r
m7
奈

X6
97
96
π
層

V期
W/
/0

]色

Xh
II
Y7
1

N6
/0

灰
骨
針

X1
07
71
1氏
T層

5Y
6/
1

灰
骨
針

溝
状
甘

X8
6Y
¬
1 
■
層

Ⅵ
妄

25
CY
7/
1
明
オ
リ
ー
ブ
灰
色
秒
It
l・
骨
41

X9
5V
10
6 
Th
層

V期
N6
//
0

灰
白
色
】

X2
5V
45
T層

珠
洲

Ⅶ
期

25
Y5
/ユ
責
灰
色

白
色
粒
・
骨
針

11
4Y
12
61
層

5Y
6/
1

灰
白
色
粒
・
骨
針

と
日
日
28
cm
10
奈

aν
Xt
tV
94
 1
層

珠
洲

N5
Ю

灰
色

自
色
粒

と
円日
3 
3c
m 
16
築

a,
9

X6
4V
60
丁
層

珠
洲

ヨ制
に

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

金
9望

Xl
10
Yl
10
■
層

数
洲

積
銚

N5
/0

灰
色

TI
I日
1 
5c
m7
築

aa
5

X9
6Y
12
5 
Th
層

珠
洲

懐
鉄

N6
/0

灰
色

骨
針

a%
X4
0V
AO
■
層

Nν
0

灰
白
色
粒
・
骨
針
雲
母

,9
7

X1
0R
V1
06
 
Ⅱ
層

14
0
Ⅲ
～
Ⅳ
期

■
5Y
4/
1
灰

と
日日
1 
5c
m7
条

れ
99

X1
0R
Yl
RI
 T
 h
層

N7
/0

灰
白
色

と
B日
23
rm
9粂

n9
9

X4
2Y
29
■
層

N7
//
0

灰
自
色

赤
色
粒
骨
針

翻
ク

X1
29
Y1
47

75
Y骸
1
灰
色

白
色

卸
日
R2
rm
lR
粂

X6
RY
60

N6
/0

灰
色

白
色

TI
I日
21
全
mO
築

修
X9
4Y
10
1 
Th
層

14
4

N7
/0

灰
白
色

赤
色
粒
・
骨
針

ひ
奪

X1
03
Y1
34
1b
層

中
国
製
自
磁
碗

11
世
紀
後
半
～
12

世
紀
前
半

5Y
7/
1
灰
自
色

5Y
7/
2

灰
自
色

白
磁
釉
大
学
府
Ⅳ
類

,2
X3
5Y
48
1層
(Ⅱ
層
直
上

:
甲
国
製
自
磁
碗

16
5

11
世
紀
後
半
～
12

世
紀
前
半

N8
/0

灰
自
色

5Y
7/
1

灰
自
色

自
磁
釉
大
学
府
Ⅳ
類

δ
密

X9
0Y
84
1b
層

甲
国
製
自
磁
続

16
8

11
世
紀
後
半
～
12

世
紀
前
半

N7
/0

灰
自
色

5Y
7/
1

灰
白
色

自
磁
釉
太
宰
府
Ⅳ
類

δ
Zσ

X8
5Y
89
Ⅱ
層

中
国
製
自
籟
DF
E

16
5

11
世
紀
後
半
～
12

世
紀
前
半

10
Yy
l
灰
自
色

75
Y7
/1

灰
自
色

自
磁
釉
太
宰
府
Ⅳ
類

ひ
77

Xl
13
Y1
08
 1
層

中
国
製
日
薇
碗

11
世
紀
後
半
～
12

世
紀
中
頃

NV
0

灰
自
色

75
Y7
/1

灰
自
色

白
磁
釉
太
宰
府
Ⅱ
 o
r 
Ⅲ
 O
rⅣ
類

64
8

X1
08
Y1
06
1層

中
国
裂
日
腹
擁

13
世
紀
後
半
～
14

世
紀
前
半

75
Y8
/1
灰
自
色

5C
Y7
/ユ

明
オ
リ
ー
ブ
灰
色
自
磁
釉
日
禿
 
太
宰
府
Ⅸ
類

δ
つ

Xl
ll
Y1
26
 
Ⅱ
層

中
国
裂
日
憾
娩

13
世
紀
後
半
～
14

世
紀
前
半

5Y
7/
1
灰
自
色

10
Y7
/1

灰
自
色

自
磁
釉
日
禿
 
太
宰
府
Ⅸ
類

傷
0

X1
09
Y1
06
Ⅱ
層

中
国
製
白
磁
j/
E

13
紀
後
半
～
14

世
紀
前
半

75
Y8
/1
灰
自
色

10
Y7
/1

灰
自
色

自
磁
釉
口
禿
 
太
宰
府
Ⅸ
類

傷
′

X4
0Y
57

中
国
製
白
磁
Ш

14
世
紀
後
半
～
15

世
絹

N8
湘

灰
自
色

黒
色
粒

75
Y7
/1

灰
白
色

白
磁
釉

重
ね
焼
森
田
D群

諺
X5
4Y
49

中
国
製
白
磁
皿

30
11
世
紀
後
半
～
12

世
紀
蔀
半

N8
/0

灰
自
色

5Y
7/
1

灰
白
色

自
磁
釉
太
宰
府
Ⅵ
 l
a類

砺
♂

X1
01
Y1
30
1b
層

中
国
製
白
磁
帯

5Y
8/
1
灰
自
色

10
Y7
/1

灰
自
色

自
石

65
4

X9
6Y
12
81
b層

中
同
製
白
磁
帯

NV
0

灰
日
色

10
Y7
/1

灰
白
色

ι
″

X3
5Y
48
1層
(Ⅱ
層
直
上
)
中
国
製
青
白
重

13
～
14
世
紀
両
半
Ny
0

灰
自
色

10
GY
7/
1
明
緑
灰
色

青
自
磁
釉
唇
草
文

ひ
5δ

X6
8Y
95
Ⅱ
層

中
国
製
青
自

磁

重
13
～
14
世
紀
Hl
半
N8
/0

灰
日
色

10
G7
/1

明
緑
灰
色

青
白
磁
釉
唐
草
文

dD
‐
7

Xl
19
Y1
53
 
Ⅲ
層

中
国
製
青
磁

13
世
紀
前
半
75
Y6
/1
灰
色

10
Y7
1

灰
色

青
Ft

龍
泉
窯
系
太
宰
府
Ⅱ
b類
漆
継
ぎ
蓮
弁
支

あ
∂

X3
8Y
35
1層

13
世
紀
前
半
N8
/0

灰
自
色

10
GY
7/
1
明
緑
灰
色

青
猛

]泉
窯
系
太
宰
府
Ⅱ
b類
蓮
弁
支

65
9

X3
5Y
27
1層

16
0

14
世
紀
前
半
MЮ

灰
自
色

名
5G
6/
1

緑
灰
色

青
石

:泉
窯
系
上
日
BⅡ
類
蓮
弁
支

ひ
ひ
0

13
世
紀
前
半

ふ7
/0

灰
自
色

5Y
72

灰
オ
リ
ー
ブ
色

龍
泉
窯
系
太
宰
府
Ⅱ
b類
蓮
弁
支

ひ
ひ
′
53

Xl
12
Yl
10
 1
層

中
国
裂
言
磁
短

16
4

12
世
紀
中
喚
～
後
半
N7
/0

灰
自
色

75
Y7
1

灰
色

青
磁
T4
H
龍
泉
窯
系
太
宰
府
12
(b
?)
類

菖
J花
支

ひ
″
53

X8
2Y
91
1b
層

甲
国
製
育
罐
阪

14
8

12
世
紀
甲
唄
～
後
半
75
Y7
/1
灰
日
色

5Y
6/
2

灰
オ
リ
ー
ブ
色
青
磁
TH
I
龍
泉
窯
系
太
宰
府
14
類

書
‖オ
す

削 日 柵 　 離 捕 瓢 田 融 離 事

嗚 ヽ 鱒



選
  
  
第
17
表
 
岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
4)

挿
図
遺
物
写
真
図
版

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
(c
m

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

0傷
X8
Y1
00
1b
層

中
国
製
青
籟
婉

14
世
紀
後
半
～
15

世
紀
前
半

N7
/0

灰
自
色

5G
Yν
l
オ
リ
ー
ブ
灰
色
青
磁
釉
龍
泉
禦
系
太
早
府
Ⅳ
イ
類
上
田
DⅡ

σ
σ
を

X9
3Y
l1
2 
Ⅱ
層

中
国
製
青
磁
碗

15
6

14
世
紀
後
半
～
15

世
紀
前
半

N7
/0

灰
日
色

25
CY
71

オ
リ
ー
プ
灰
色
青
磁
釉
龍
泉
窯
系
太
宰
府
Ⅳ
類
上
田
DⅡ
類

ひ
傷

X3
0Y
tt
 I
層

中
国
製
青
磁
碗

14
世
紀
後
半
～
15
N8
/0

灰
自
色

25
GY
71

青
磁
ll
H
龍
泉
窯
系
太
宰
府
Ⅳ
イ
類
上
田
DⅡ
 E

66
6

X1
02
Y1
29
Ⅱ
層

中
国
製
青
磁
碗

12
世
祀
甲
唄
～
後

半

N7
/0

灰
自
色

5G
Y7
1

緑
灰
色

青
磁
釉
太
宰
府
1 
la
類

δ
δ
7

Xl
12
Yl
13

中
国
製
青
磁
碗

12
世
紀
中
頃
～
後
NV
0

灰
自
色

5G
Y7
/1

明
オ
リ
ー
ブ
k色
青
磁
41
H
同
安
窯
糸
太
宰
府
1 
lb
類
櫛
日
文

σ
材

15
～
16
世
訴
じ
N7
/0

灰
白
色

10
Y5
/2
オ
リ
ー
ブ
灰

磁
釉

泉
窯
系

中
国
製
青
穣
移
花
皿

10
7

15
世
紀

N7
/0

灰
自
色

10
Y6
/2

穂
紬

σ
婢

X3
0Y
50
1層

八
尾

奏
13
世
紀
後
半
～
14

世
紀
前
半

10
YR
3/
3
暗
褐
色

自
色
粒

σ
Z/

X4
0Y
60
Ⅱ
層

山
茶
碗

椀
13
世
紀
後
半
～
14

世
紀
初
頭

25
Y7
/1
灰
自
色

ひ
タタ

X3
1Y
53
1層

古
瀬
戸

5Y
6/
8
オ
リ
ー
ブ
昔
負

灰
釉

ひ
7♂

中
期
様
式
Ⅲ
期
10
YR
yl
灰
白
色

75
Y6
/3
オ
リ
ー
ブ
責
色

灰
釉

天
目
奈
杭

中
期
様
式
Ⅱ
期
25
Y7
/1
灰
自
色

5Y
72

σ
7,

X1
08
Y1
44
1層

瀬
戸

合
子
蓋

後
期
様
式
Ⅲ
～
Ⅳ
25
Y7
/1
灰
自
色

10
YR
2/
3
黒
褐
色

鉄
粕

,7
σ

X3
0Y
50
1

含
十
識

19
中
期
様
式
I～
Ⅱ

期

25
Y8
/1
灰
自
色

白
色
粒

25
Y3
/2

黒
伯
色

鉄
釉

阪
釉

ι
″

大
皿

σ
73

俗
色

75
YR
3/
2
黒
褐
色

鋲
釉

σ
79

10
6

天
目
茶
椀

大
窯
I期

10
YR
8/
1
灰
自
色

75
YR
73

褐
色

鉄
粕

露
0

謬
ノ

25
Y8
/2
灰
白
色

75
Y6
/3
オ
リ
ー
ブ
責

灰
釉

一 戸
苛
皿

大
窯
Ⅱ
期

5Y
7/
1
灰
自
色

a管
火
鉢

ε
潔

火
鉢

17
世
紀
以
降
75
YR
5/
4
に
ぶ
い
褐
色
赤
色
粒
・
自
色
柾

雲
母
(多
)

雷
文

δ
∂
σ

X4
5Y
60

越
中
瀬
戸
天
目
茶
椀

17
世
紀
前
半
5Y
8/
1
灰
日
色

75
YR
17
/1
黒
色

炭
昔
格
包

鉄
釉

錆
釉

δ
aひ

7世
組

5Y
71

灰
色

75
Y2
/2
オ
リ
ー
ブ
黒
色

鋤

女
統

17
世
紀

10
YR
6/
2
灰
責
褐
色

25
Y3
/1

鉄
釉

香
炉

灰
釉

ε
∂
θ

X1
30
Y1
44
1層

75
YR
3/
4
暗
褐
色

初
Xl
10
Yl
ll
 I
層

越
甲
瀬
声

皿
20

17
世
紀
前
半
～
中

lg
~

5Y
R6
/4
に
ぶ
い
橙
色
自
色
粒

5Y
R4
/3

に
ぶ
い
赤
褐
色
鉄
釉

pァ
X1
24
Y1
37
1層

10
YR
2/
1

黒
角

重
ね
離
 
ス
ス
付
着

ε
ν

X9
9Y
13
01
層

越
中
WR
声

Wl
17
世
紀
前
半
～
中

頃

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色
自
色
粒

10
YR
4/
2
灰
貢
褐
色

鉄
Tt
h

δ
9θ

X1
25
Y1
4C
I 
I層

越
中
瀬
戸

皿
17
世
紀
Bl
半
～
中
75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色
日
色
41
1

5Y
ツ
]

灰
白
色

灰
釉

繊
中
涌
声

皿
64
17
～
18
世
紀
10
YR
7/
4
に
ぶ
い
責
橙
色
砂
粒

5Y
R3
/6

鉄
釉

ひ
ワ
σ

X2
6Y
46
1層

越
中
瀬
戸

皿
46
17
世
紀
前
半
～
中
NV
O

灰
自
色

25
Yン
2

味
日
色

灰
釉

直
接
重
ね
焼
 
日
'花

σ
%

X2
5Y
42

越
中
瀬
戸

皿
16
世
紀
末
～
17

世
紀
前
半

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

75
YR
3/
1
黒
褐
色

鉄
釉

印
花

ひ
,7

X1
01
Y1
36
1層

越
中
瀬
戸

皿
17
世
紀
前
半
～
中
5Y
6/
1

灰
色

5Y
8/
〕

灰
日
色

灰
釉

重
ね
焼
 
印
花

69
8

X4
「
JY
28
 1
層

越
中
瀬
声

ll
ll

54
17
世
紀
前
半
～
中

晒

NV
0

灰
自
色

5Y
74

暗
オ
リ
ー
プ
色
灰
釉

69
9

X1
24
Y1
86
王
層

越
中
瀬
戸
壷
蓋

89
白
色
粒

75
YR
4/
2

齢 ざ
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表
 
岩
坪
岡
田
島
遺
跡
 
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
品
一
覧
(1
5)

挿
図
遺
物
写
具
図
版

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

回
径

器
高
底
径

X1
05
Y1
36
1層

火
入

17
世
紀

25
YR
7/
3
ご{
二

″
5Y
3/
3
日害
オ
リ
ー
%角

鉄
釉

Z〃
X8
0Y
10
8試
掘
ト
レ
ン
チ

一 ロ
鉄

17
～
18
世
紀
N6
/0

10
VR
4/
4
楊
任

鈴
釉

29
X8
5Y
85
1暦

越
中
WA
戸

鉄
17
～
18
世
紀
25
Yy
3
淡
貢
色

砂
対

10
YR
2/
2
黒
楊
伍

鈴
釉

X8
0Y
l1
4 
η「
オ
(溝

17
世
紀
前
半
～
中
E
5Y
8/
71

灰
自
色

75
Y4
/3

膳
オ
リ
ー
プ
争
鉄
TI
L

X1
06
Y1
37
1b
層

鉄
17
世
紀

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
橙
色

75
YR
4/
3
楊
缶

舗
釉

紡
56

Xl
も
Y1
46
1層

X1
46
Y1
52
1層

越
中
瀬
戸
種
鉢

17
世
紀

75
YR
8/
3
浅
貢
橙
色

75
YR
4/
3
褐
色

錆
釉

卸
目
1 
lc
m5
条

Я
07
56

X7
8Y
82
1b
層

唐
津

皿
16
世
紀
末
～
17

世
紀
初
頭

トマ
/0

灰
自
色

75
Y7
/1

灰
白
色

灰
釉

胎
土
目

務
X4
0Y
57

唐
津

皿
17
世
紀
後
半
～

18
世
紀
前
半

5Y
ン
1
灰
自
色

緑
灰
色

銅
緑
釉
内
野
山
窯
系
 
砂
目
 
蛇
の
目
釉
剥

筋
9

X3
4Y
27
1層

唐
津

鉢
16
世
紀
末
～
17

世
組
加
雨

N7
/0

灰
自
色

5Y
6/
1

灰
色

灰
釉
主
歳
日
Hf
II

鉄
絵

7′
0

X2
8Y
42
1層

伊
万
軍

硫
40

N8
/0

灰
自
色

透
明
釉
染
付
75
B6
/3
青
灰
色
染
付

X2
8Y
50
1層

N8
/0

灰
自
色

涯
明
釉
染
付
5B
4/
71
明
青
灰
色
梁
付

7Z
″
55

X1
24
Y1
43
旧
用
水

伊
万
里

皿
17
世
紀
後
半
～

18
世
紀
前
半

10
YR
7/
4
に
ぶ
い
貢
橙
色

透
明
釉
陶
胎
染
付
75
Y3
/1
オ
リ
ー
プ
黒
色

ス
ス
付
着
 
蛇
の
目
釉
剥

7′
?

X1
28
Y1
61
1嬉

切
器

10
YR
73
に
ぶ
い
貢
褐
色

X1
23
Y1
36
1堤
彗

幻
器

5Y
R5
/2
灰
褐
色

X1
25
Y1
62
1層

旬
器

10
YR
4/
2
灰
責
褐
色

鉱
物
亀
着

57
X5
3Y
73
1泥
雪
TR
I吾
し

N8
/0

灰
自
色

灰
白
価

白
磁
鶏

Б
7

X6
6Y
91
試
掘
ト
レ
ン
チ

形
10
YR
8/
3
浅
貢
橙
色

自
C

天
神
像

72
B

X4
9Y
41
Ⅲ
層

(3
6)

75
YR
8/
4
浅
貢
橙
色

赤
色

重
量
20
2g

77
9

X1
01
Y1
20
Ⅱ
層
上
白

5Y
R6
/6
橙
色

,R
短

重
畳
18
8ロ

物
ク
的

X8
3Y
10
9■
層

5Y
R7
/6
橙
色

重
畳
12
9α

″
′

X7
7Y
92
 
Ⅲ
a層

75
YR
8/
4
浅
貢
橙
色

唱
重
量
30
32

″
X4
6Y
33
Ⅲ
層

(2
4)

5Y
R7
/6
橙
色

重
量
14
7o

72
3

X8
3Y
10
8 
Ⅲ
a層

舒
(3
7
(2
7

10
YR
8/
4
浅
責
橙
色

赤
色
粒

重
量
m9
o

膠

`
表
採

29
75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

量
26
5p

2ゲ
X5
1Y
50
Ⅲ
層

39
10
YR
8/
2
灰
自
色

最
20
2ビ

%
X3
6Y
54
Ⅲ
層

75
YR
8/
4
浅
貢
橙
色

量
20
0ビ

74
97

X8
0Y
10
2 
Ⅲ
a層

25
YR
6/
8
橙
色

赤
色
粒

量
31
9ビ

彦
♂

X7
7Y
92
 
Ⅲ
a層

75
YR
8れ
茂
貢
橙
色

量
34
6宣

珍
9

X8
8Y
10
1Ⅱ
層

(3
9)

25
Y7
/1
灰
日
色

宥
0

X9
6Y
10
6Ⅱ
層

(5
1)
(2
9)

25
YR
7/
8
橙
色

20
5宮

宥
ク

X7
7Y
90
Ⅱ
層

32
)

17
75
YR
8/
3
浸
貢
橙
色

曇
33
4宮

″
X8
1Y
86
Ⅱ
層

25
Y8
/2
灰
自
色

重
量
11
42
宣

73
3

X4
0Y
25
Ⅱ
層

(3
8)

5Y
R6
/6
橙
色

重
量
31
2宜

73
4

X6
6Y
94
Ⅱ
層

(5
5)

13
75
YR
ン
3
浅
貢
種
色

重
量
41
7宣

73
5

X7
5Y
10
1Ⅱ
層

(4
8)

10
YR
8/
1
灰
自
色

重
量
64
5宣

窓
ひ

X9
3Y
10
41
b層

(5
1)

25
Y7
/1
灰
自
色

骨
針
・
砂
対

重
量
約
0宣

73
タ

X6
9Y
91
Ⅱ
層

10
YR
8/
1
灰
自
色

未
角
対

重
量
73
8宜

箔
∂

X7
2Y
93
 
Ⅲ
a層

55
75
YR
8/
2
灰
自
色

雲
母

重
量
16
48
営

Z9
働

X7
3Y
98
Ⅱ
層

10
YR
8/
1
灰
日
色

赤
角
締

重
量
m9
5宜

7室
0

K7
7Y
90
Ⅱ
層

十
$

(3
9)

10
YR
8/
1
灰
日
色

重
量
44
0質

7整
′

Xt
tY
91
 
Ⅱ
層

上
製
品

錘
(6
5)
(4
6)

10
YR
y2
灰
日
色

重
量
65
5宜

7η
X7
6Y
88
Ⅱ
層

(4
5)

75
YR
8/
4
板
責
種
色

重
量
72
8営

7奪
X1
24
Y1
46
1層

42
5Y
R7
/4

砂
粒

重
量
95
9営

7整
〃

X7
4Y
86
Ⅱ
層
 X
76
Y8
7■
層

(6
7)
47

75
YR
7/
6
種
色

重
量
11
08
宣

/‐
ZD
‐

�
斑
Y8
8Ⅱ
層

48
17

25
Yy
3
淡
貢
色

ξ圭
16
17
宜

7蓼
ι

X7
5Y
80
Ⅱ
層

48
10
YR
8/
2
灰
日
色

管
針

ξ圭
14
66
宜

74
7

X8
0Y
95
試
掘
ト
レ
ン
テ

f7
7)

10
YR
8/
2
灰
自
色

重
量
10
91

密
X8
2Y
98
Ⅱ
層

7
(4
6)

10
YR
8/
3
茂
貢
種
色

重
量
59
0宜

7イ
θ

X8
2Y
91
Ⅱ
層

16
8)
(4
8)

重
量
66
8宜

削 日 糾 　 離 拍 劇 田 耶 商 事
嗚 銅 【



3 遺物

第18表 岩坪岡田島遺跡 木製品一覧 (1)
挿図 遺物

真
版
写
図 遺構 出土地点 種類

法量 (cm)
材質 備考

長さ 幅 厚さ

′ SE 1291 横櫛 イスノキ

″ X68Y87Ⅱ 層 下駄 200 54 スギ

θ 60 X139Y1461層 下駄 (113) 67 二葉松類 (アカマ

ツ,クロマツ等 )

翠 SD 301 X105Y136④ (旧①)層 下 駄 &3 スキ

σ SD 4 X66Y57上層 柄 ? スギ 先端焼けている

ε SD 301 X94Y125① (旧①)層 紡錘車 ? ケヤキ?

7 SE 1009 下層 曲物 ヒノキ

ε X103Y130Ⅲ 層直上 円形板 スギ

θ 61 SE 1001 曲物底板 10 スギ 放射性炭素年代 No18

X93Y■ 4Ⅱ 層 円形板 スギ

′′ SK 1302 漆器椀 ケヤキ 内外面黒色・漆器分析h14

SD ll ③層 漆器抗 (162) (45) ケヤキ 内外面黒色・漆器分析No12

SE 1001 漆器椀 ケヤキ 内外面単色漆器分析NQ10

SD ll X58Y81上層 漆器椀 (52) ブナ 外面黒色,内面赤色,漆器分析hTa13

SD 4 X61Y49下層 木地皿 104 ケヤキ

SE 1001 床面直上 漆器皿 ケヤキ 内外面黒色漆器分析 lWon

SE 1001 井戸枠 (西面上段横桟 スギ

SE llll11 井戸枠 東面下段横桟 ) 該 4 スギ

SE 1001 井戸枠 西面下段横桟 ) スギ

勃 SE 1001 井戸枠 北面上段横桟 ) スギ

2 SE 1001 井戸枠 南面下段横桟 814 スギ

″ SE 1001 井戸枠 北面下段横桟 スギ

π 井戸枠 南東支柱

% SE 1001 井戸枠 北東支柱 ) スギ

あ SE 1091 井戸枠 南西支柱 ) 494 スギ

% 65 SE 1001 井戸枠 北西支柱 ) スギ

,7 66 SE 1001 井戸枠 (東面南側縦板 ) 384 スギ 年輪年代 No4

% SE 1001 井戸枠 (東面中央添板 ) (752) 158 スギ

″ SE 1001 井戸枠 (東面北側縦板 ) 826 352

翻 SE 100 井戸枠 西面南側縦板 ) スギ

割 SE 1001 井戸枠 (西面南隅添板 ) 107

ν SE 1001 井戸枠 (西面中央添板 ) 14 ヒノキ

訂 SE 1001 井戸枠 西面北隅添板 ) 472

潔 SE 1001 井戸枠 (西面北側縦板 ) 772 24 スギ 年輪年代 No5

“

SE 1001 井戸枠 (南面東隅添板 ) 20

“

69 SE 1001 井戸枠 (南面中央添板 ) ヒノキ

69 SE 1001 井戸枠 (南面西側縦板 ) とノキ

122 認 72 SE 1001 井戸枠 (南面東側縦板 )

″ 70 SE 1001 井戸枠 (北面縦板 ) 721

70 SE 1001 井戸枠 (北面東隅縦板 ) 646 スギ

70 SE 1001 井戸枠 (北面縦板 ) ヒノキ

″ 70 SE 1001 井戸枠 (北面縦板 )

奪 70 SE 1001 井戸粋 (北面縦板 ) 530 と3 ヒノキ

FrY SE 1001 井戸枠 (北面添板 ) 139 スギ

疹 SE 1001 井戸枠 (北面添板 ) 670

π SE 1001 井戸枠 (北面東隅添板 ) 706 2

SE 1001 井戸枠 (北面添板 ) 548 144

密 SE 1001 井戸枠 (北面添板 ) 650 117

つ SE 1001 井戸枠 (北面添板 )

刃 SE 1291 加工板 08 スギ 放射性炭素年代 No20

タ SE 1291 加工板 08 スギ 放射性炭素年代 No19

D‐2 SE 1291 加工棒 (208) 17 04 モチノキ科 (モチノ

キ,イヌツゲ,タラヨウ

等 )

124 ″ SP 1510(SB8) 柱 82 スギ

2ν



第18表 岩坪岡田島遺跡 木製品一覧 (2)
挿図 遺物

真
版
写
図 遺橋 出土地点 種類

法量 (clm)
材質 備考

長 さ 幅 厚さ

ン SP 234(SB3) 柱 102

節 SD 301 X101Y133① (旧①)層 肩部 加工棒 347 スギ

56 SD ll X68YЮ 上層 加工棒 77 ヒノキ 先端焼けている

SD 301 X105Y138④ (旧①)層 加工棒 ユユ スギ

露 X28Y361層 加工板 スギ根

″ SD ll X71Y68上層 加工板 780 スギ

ω SD 4 X66Y59上層 加工板 (141) 21 スギ

例 SE 1001 加工板 スギ

¢ SE 1001 加工板 287 スギ

″ 鞄 SX 12 X57Y58 部材 P ヒノキ科

a・r 犯 SE 508 加工板 (207) 07 スギ

″ SD ll X47Y73肩郡 加工板 スギ 放射性成素年代 No22

π SE 508 加工板 05 スギ

SD 4 X66Y59上層 加工棒 スギ

彿 SD ll X47Y73肩部 加工板 (懸魚か ) 13

ω XttY73肩部 加工板 (懸魚か ) 157 12 スギ

約 SD ll X65Y密 下層 加工棒 スギ

窪 SD l123 X121Y138Ⅷ 層 加工棒 2890

126 /‐2 SE 1229 加工板 ス ギ

/‐9 SK 1305 加工板 11 スギ

密 SK 1305 加工板 (211) スキ

わ SK 1301 加工板 ス ギ

絡 SX 12 X60Y57 加工板 スギ

SE 451 D区 加工板 スギ

第19表 岩坪岡田島遺跡 石製品一覧

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

挿 図 遺 物
写真
図版

遺格 出土地点 種類
法量 (cm g)

材質 備考
長さ 幅 厚さ 重 さ

′ 77 :号土器集中地点 X135Y149150 石鏃 泥岩

″ SD 301 X106Y144④ (I日①)層 扁平片刃石斧 碧玉

θ SX l121 剥片 14 流紋岩

望 77 SX l121 X129Y156① 層 剥片 流紋岩

う SX l121 磨石 8100 凝灰岩

σ 77 3号土器集中地点 X130Y157 敲石 5124 娩灰岩 スス付着

77 2号土器集中地点 凹石 2323 花両岩

X75Y931層 砥 石 4И 買岩

9 X25Y401層 砥 石 600 砂岩

X68Y95Ⅱ 層 砥 石 47 24 640 凝灰岩

X76Y101 砥石 420 屍灰岩 スス付着

′″ SD 301 X104Y139④ (旧①)層 砥石 凝灰岩

X74Y96Ⅱ 層 砥 石 17 凝灰岩

X38Y63Ⅱ 層 砥 石 12 600 貢岩

′う SD 30] X106Y141 砥石 4] 868 凝灰岩

X27Y371層 砥 石 1000 凝灰岩

′7 SE 508 砥 石 600 砂岩

SE l105 底面 砥 石 3235 凝灰岩 スス付着

SK 428 砥 石 5700 砂岩

刀 SD 30] X123Y142① (旧①)層 砥 石 102 1521 凝灰岩

2 77 SE 504 上層 剥片 (火打ち石か ) 28 200 めのう

″ 77 SD 30] X106Y142④ (旧①)層 石 鍋 1262 滑石

ワ露



3 遺物

第20表 岩坪岡田島遺跡 金属製品一覧

挿図 遺物 写真図版 遺構 出土地点 種類
法量 (cm g)

長さ 幅 厚さ 重さ

ノ SK 1371 銭 (開 元通賀 234 207

″ SK 1371 銭 (車し元重賓

J SK 1371 銭 (至道元賓 246 246

SD 301 X107Y144 銭 (成平元賓 227 17 169

う SK 1208 銭 天虐通費 255 211

σ X103Y135 銭 天聖元賓 253 220

SD 301 X103 銭 皇宋通費 247 24 274

』 SK 1371 銭 皇宋通費 358

θ SK 1371 銭9熙寧元賓

SK 1371 銭 元祐通費 234

′ゴ SK 1371 銭 元祐通費

X103Y133 銭 元祐通費 250 123

X80Y97 銭 聖宋元賓 227 07

SK 1371 銭 大観通費 ) 146

SK 1371 銭 政和通賓 244 102

X25Y40 銭 大定通宝 250 29 177

X128Y144 銭 寛永通費 ) 04 223

SK l108 刀 子

SE 508 C区 上層 刀 子

刀 SE 508 C区 上層 刀 子 629

〃 SE 1001 雁股鏃 04 236

″ SK 1278 握り鋏 13 07

刀 SE 508 D区 上層 釣針状 02

% X84Y101 釘 ? 04

2D‐ SE 1229 B区 釘 03

26 SK 743 X106Y120 釘 P 05 112

2/‐ 80 SE 1299 釘 ? 07

23 80 SK 1296 釘 04

刀 80 X105Y1381層 釘 07

認 SD 401 X125Y145 写き手金具

p 79 X26Y451層 煙管 157

認 79 X60Y551層 煙管 285

露 SE 693 板状金属製品 43 1576

潔 X96Y123Ⅱ 層直上 羽 回

節 SK 404 A区 羽 回

“

SD 301 X104Y134④ (1日①)層 羽 日 14

,7 SE 850 下層 羽 ロ

認 SK 404 C区 羽 日

p SE 850 下層 羽 日

132 約 SP 676(SB18) 鉄 津 10 62

81 SE 503 A区 鉄 津 17 104

″ 81 SE 508 D区 上層 鉄津

奪 SD 401 XlllY108 鉄津 24 18

瘤 SD 401 XlllY108 鉄 津 13 122

衛 SD 401 KlllY108 鉄津 31 111

SK 404 鉄津

SE 1204 鉄津 15

密 SD 401 Xl10Y108 鉄津 46

つ SK 527 鉄津

″ SE 45ユ D区 鉄 津 40

Я SK 404 C区 鉄 津 29 144

ν SE 850 下層 鉄淳 ■7

"
SE 850 下層 鉄津 (椀形津 )

ν SK 404 D区 鉄 滓

防 X134Y1461層 鉄津

″ SD 453 X144Y146 鉄津 625

SD 453 X133Y146西 肩部 鉄 澤 455

露 SD 1485 X121Y146 鉄 津

伊 SE 508 C区 上層 鉄滓 1152

ω SE 504 上層 鉄滓 1538

例 SK 404 C区 鉄 津

″潔



第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

地震痕跡

岩坪岡田島遺跡では,噴砂・地割れ・地層の変形の3つの地震痕跡を確認した。ただ,調査区は広

く各地区どこでも同じものを確認したわけではない。そのためここでは,これらの地震痕跡ごとに地

区を分けて見ていくこととする。

(1)A地 区
A地区では,噴砂と地割れを検出した。噴砂は,地割れの埋土を切っておりこれより新しい。

A 地割れ (S X10,S X12,第 133～ 139図 ,図版28～ 30)
地割れは,調査区の北 (S X12)と 南 (S X10)の 2箇所で中世の遺構検出面であるⅢ層上面で検

出したが,一部では中世遺物包含層であるⅡ層も引き裂いていることを土層観察により確認した。形

状は,網目状に複雑に絡み合っており,検出当初は地割れと認識できずにいたが断ち割りを行い,V
字状の断面と他の遺構とは異なるブロック状の埋土から確認した。地割れの規模は,最大幅50cm・ 最

大深130cmで ,人工的な遣構と異なり底面が細く尖っているため完掘できず,数箇所断ち割りを行って

確認した。埋土には,Ⅲ ・Ⅳ層がブロック状に入る黒褐色シルトの上に砂層が入るものが多く,地割

れ後の堆積状態を示すものである。つまり,前者は当時の表土と地山の崩落した上が混ざりあって地

震発生後間もなく埋まった上であり,後者はその後若干窪地となったところに,降雨等によって砂混

じりの上が流れ込んだものと考えられる。また,地割れ (S X10)の下部からは 9世紀の上師器

(翠認～奄0や 籠状木製品が出上したが,これらは下層の古代遺物包含層にあったものが地割れによ
って現れたものと考えられる。時期は,中世の遺構検出面で確認したことと, S X12か ら15世紀末～

16世紀前半の瀬戸美濃 (翠∂の が出土したことからこれ以降の大地震である天正地震 (1586年 )に よ

るものと見られる。天正地震は,岐阜県の阿寺断層や御母衣断層などを震源とするマグニチュード

7.8規模の大地震で中部地方に被害をもたらした。特に県内では同じ高岡市内の木舟城がこの地震で

崩壊し,城主他多数が圧死したことが文書に記されており,こ の付近の開rf‐大滝遺跡などでも多くの

地震痕跡を確認している。

B 噴砂 (第 134・ 136。 139～ 141図 ,図版31)

噴砂は,調査区のほぼ全域で近世の遺物包含層であるIb層上面で検出した。噴砂の幅は, 1～ 5

cmと細く,これらが北と南に集中してみられた。噴砂の集中している部分は,検出面の下に落ち込む

地形がありこれを反映しているようで,砂脈はこれと同じ東西方向に並んでいた。時期は,調査区南

側で地割れと重なっている部分があり,こ こで地割れの埋土を切つておりこれより新しく,近世の遺

物包含層の上に吹き上がりが見られることから手洗野赤浦遺跡と同様な飛越地震 (1858年)に よるも

のとみられる。

(2)B地 区
B地区では,Bl・ 2地区で自然流路の土層堆積内に地層の変形,B2地区で噴砂と地割れ,B3
地区で噴砂を検出した。

A 地層の変形構造 (第47図 ,図版31)
地層の変形構造は,A・ Bl,2地 区をほぼ南北に流れるS Dllの 断面で検出した。S Dllの 断面
では,上層の砂層と下層のシルト層との境界が流動変形して,砂がシルトに沈み込んだり遊離してシ

ルト内に取り残される現象や砂層にシルトが取り込まれて小猪曲を見せる現象や砂層上面に回転性の

変形構造がみられるなどの地震痕跡を確認した。寒川旭氏によれば,これらはコンボルート葉理 (擾
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4 地震痕跡

乱構造)や フレーム構造などと呼ばれるものに相当する注28。 s Dllの上面の砂層の年代から飛越地震

によるものと考えられる。また,噴砂にこれが切られていることから,地震動の初段階で砂層が流動

変形し,続いて噴砂が発生したと考えられる。

B 地割れ (第 139図 ,図版30)

地割れは,B2地 区でほぼ東西方向に走る数条をⅢ層上面で検出した。層位からA地区のものと同

時期と考えるが,幅は10cm程度で狭 く,深さも深 くて lm,複雑に絡み合うこともなく走っていた。
このことから大地区とは,土質が異なっていることが考えられる。それは,A地区よりもB2地区の

方が北東側の台地に近く,同 じ低地部にありながら少しの立地の違いでこのような地震の痕跡も変化

するのであろう。その証拠にB2地区よりも台地部に近いB3地区やC7地区の低地部では地割れは

見られなかったし,台地部のCl～ 7地区でも見られなかったからである。

C 噴砂 (第 140・ 141図 ,図版31)

噴砂は,B2・ 3地区のほぼ全域で近世の遺物包含層であるIb層上面で検出した。A地区同様に

噴砂は,幅が狭く規模の小さいもので数条が一まとまりとなって東西と南北方向に走つていた。東西

方向に走るものは調査区の北側で台地部に沿うような形となっており,南北方向に走るものは,調査

区の南側で自然流路S D301に 沿うような形となっている。これらは,調査区北東部で合うが重なら

ないようである。時期は,A地区同様に飛越地震 (1858年)に よるものと見られる。

(3)C地 区
C地区では,C6地区で噴砂を検出した。
A 噴砂 (第 142図 )
噴砂は,C6地区の下層である縄文時代前期層の調査時に南側の谷部から検出した。この谷は,遺
物は出土していないが層位から縄文時代前期後葉にはあったものと見られ,その後有機物層と粘土層

が互層となって自然堆積し,こ れを切るように噴砂が見られた。噴砂の幅は数cmで細く,平面では検

出できなかった。吹き上がりもわかりづらく,時期を決定することができなかったが,堆積状況から

縄文時代前期後葉以降で上層遺構が 7世紀からあることからこの間の時期となろう。ただ,他の地震

痕跡とは違う古い時期であることは間違いないであろう。

(4)手洗野赤浦遺跡 と岩坪岡田島遺跡における地震痕跡の意義

手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡の調査では,大規模な地震痕跡を検出した。地震の痕跡には,液

状化現象による噴砂・地面が引き裂かれる地割れ・地形の変形がある。これらの痕跡が,両遺跡では

各所で見られた。富山県は,大規模な地震が少ないところで史料にも数える程度の記載しかない。そ

のため,こ れらの地震痕跡をどの時代のどの地震に比定するといった作業は,遺跡の層位と史料から

ある程度想定できる。特に手洗野赤浦遺跡と岩坪岡田島遺跡は,中世を主体とする遺跡でこれらの遺

構を切る形で多くの地震痕跡が見つかっていることから,天正地震 (1586年 )か飛越地震 (1858年 )

のいずれかの爪痕を残すものと見られる。ただ,同 じ地震によるものといってもその痕跡は異なり,

例えば手洗野赤浦遺跡では幅 lmで長い噴砂,岩坪岡田島遺跡では幅数c14で短い噴砂といつた状況が

見られる。これは,遺跡の堆積状況や地形の差異をあらわしているものと言える。また岩坪岡田島遺

跡では,地割れの後に噴砂がそれを切るという2つの地震痕跡を見ることができた。このように手洗

野赤浦遺跡と岩坪岡田島遺跡では,地震痕跡を明確に確認でき,その時期も押さえられる重要な遺構

と言えよう。
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125Y6れにぶい費色砂 (■IY4/1灰 色ンルト質ローム1%プロック
状 25Y64/8に おい黄色砂シルト1%混、、酸化鉄混)
275Y4/1灰 色シルト(25Y6/3ttぶい責色シルト2%ブロック状
25Y6/4に おい黄色砂1%筋状に混、酸イヒ鉄混)
37う Y4/1灰 色ンルト(ぉYツ l灰色ンルト3%/rlッ タ状に混)

17う YVl灰色シルト質ローム(25Y6/4にぶい資色砂
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9 25Yν l黒褐色シルト(75Y5/1灰 色シ,ント2%プロック状に
混)

175Y71灰色シルト質ローム(ワうY6/4rミ ぶい費色砂2%混 )
2 25Yνl黒脅色ンルト■5Vシ ユ灰色シ″穆%カ ック状に混)
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第136図 岩坪岡田島遺跡 遺構実測図
地震痕跡 地割れ (SX10) 噴砂
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第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

1 遺跡の概要

(1)概  要
手洗野赤浦遺跡は,岩坪岡田島遺跡から南西方向へ約800mの近距離に位置するが,主要な遺構の

時代はやや降って中世中頃～末期を中心とする。遺構面は一部で 2面の重層になっているが,上層と

下層の時期に大きな隔たりはない。

調査区の西側は中央の微高地よリー段低い谷状地となっており,埋上の下から中世中頃～後半の掘

立柱建物・溝・井戸・土坑が検出された。谷状地埋土下の遺構検出面の標高は,建物等が集中する部

分では約6.4～ 6.6mで あるが,南側の舌状にのびる微高地では約6.6～ 6.8mを測り,中央の微高地とほ

ぼ同じ高さになる。建物と溝の方向はほぼ東西・南北の方角に則つており,方格地割が敷かれていた

とみられる。特にそれぞれの微高地上で検出された直線的にのびる長い溝は,集落を通る主要な道路

の側溝と推定される。谷状地埋土下では14世紀から15世紀頃にかけての遺構の変遷がみられるが,15

世紀後半～16世紀のある時期に洪水等により埋まったと推定される。その後,埋土上に掘立柱建物と

井戸が構築されるが,軟質の石材と曲物を使用する井戸の構築方法が埋上下の井戸と同じであること

から,上下層で期間の隔たりはあまりないものと考えられる。また建物からやや離れた位置に畑があ

り,付近の土坑埋上の花粉・種実分析ではアサ・ソバが検出されている注29。 調査区の中央から西の微

高地では掘立柱建物・溝・井戸・土坑等が検出され,14世紀～16世紀の年代幅がある。道路の側溝と

並行して長楕円形の深い大型土坑があり,付近の溝埋土からヒシが検出されたことから常時潅水して

いた池と考えられるが注30,水田に関連した池であろう。調査区の東端も自然流路の氾濫により形成さ

れたとみられる谷状の地形となっており,西側の谷状地と同様の上が埋積する。その埋土下では特殊

な形態をもつ14世紀の井戸が検出され,上面では15世紀後半の掘立柱建物が検出されている。

出土遺物には,土器・陶磁器,木製品,石製品,金属製品,骨角製品がある。土器・陶磁器には,
土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲・輸入陶磁器・古瀬戸・瀬戸美濃・越前・信楽・瓦質土器・越中

瀬戸・伊万里・唐津・土製品等がある。遺構出土の遺物のうち,珠洲はⅣ期～V期 ,輸入陶磁器は14

世紀～15世紀,古瀬戸は後期様式のものが多く,中世中頃～後半が中心となっている。土器集中地点

では祭祀に使用されたと考えられる中世土師器がまとまって出土しており,これらも同時期のもので

ある可能性が高い。包含層の遺物では越中瀬戸・唐津が一定量あり,遺構は検出されなかったが,16

世紀末～17世紀には周辺で新たな開発が行われたものと推測される。木製品には,鍬・曲物・漆器・

折敷・匙・柱・呪符木簡等がある。樹種同定の結果,中世前期の岩坪岡田島遺跡に比べてヒノキ属の

利用が多く,柱はクリを主体とする広葉樹であることがわかった潮。呪符木簡は井戸祭祀に関わると

推測されるものである。石製品は,五輪塔・石鉢・砥石が溝を中心として出土した。金属製品は,主

に包含層から銭貨・煙管等が出上した。骨角製品には土坑出土の第が 1点ある。

(2)土  層

基本層序は, I層 :表土, Ⅱ層 :灰色シルト質ローム (中世～近世包含層),Ⅲ層 :灰色砂質ロー

ム (中世遺構検出面),Ⅳ層 :灰色砂 (無遺物層)と なっている。Ⅱ層は徐々に薄くなり途切れる部

分もあるが,ほぼ全面にあり,平均的な部分で約10～ 20cmの層厚がある。Ⅲ層面は,座標軸Y30付近
注29 第二分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広「Ⅱ 花粉分析 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺TINの花粉化石辞集」
第三分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広 植田弥生「V 手洗匠赤浦避跡 岩坪岡田鳥・El跡から出上した大型植物化石J

注30 第二分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広 植田弥主「V 手洗野赤浦週跡 岩坪岡田島遺跡から出上した大型植物化石」
注31 第三分冊 自然利学分析 株式会社パレオ ラボ 植田弥■「Ⅳ 樹極同定 1 千洗野赤浦遺跡 岩平岡田島遺跡出土木製品の樹種同定J
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1 遺跡の概要

を境に西側が谷状に一段下がり,灰色シル ト質ローム・オリーブ黒色シルトがⅡ層の下に堆積する。

この谷状地をS D18と している。 S D18の上面では中世末期の遺構が検出され, S D18の埋土を除去

したⅢ層上面でも中世中頃～後期の遺構を確認した。Y30以東の微高地で検出した遺構は,切 り合い

や重複があり,中世中頃～末の年代幅をもつ。調査区の東端にも自然流路 SD4と した谷状地があり,

S D18と 同様の埋土となっている。SD4の上面では15世紀後半,坦土下では14世紀の遺構が検出さ

れている。

地震痕跡としては,噴砂をⅡ層上面で検出した。Ⅱ層堆積後の地震によるもので,古地震の記録か

ら安政 5年 (1858)の飛越地震の痕跡と推定される。Ⅲ層の土質は,東の微高地では砂質ロームが主

であるが, S D18の下では砂質ロームから細砂となっており,さ らに下位のⅣ層の粗砂が噴砂の由来

となっている。谷状地では,谷埋土とⅡ層がⅢ層を覆っており,その層厚は平均的なところで約30～

50cm,最 も厚いところでは約70cmを測る。また,調査区東側の微高地上には深さ約60cmの 自然流路 S

D4,池 SD5が ある。これらの谷状地, 自然流路,池 といった,比較的粘性のある上が一定の層厚

をもって広範囲に堆積した場所に,大型の噴砂が多くみられた。

X35ライン ZOm
基本層序

凡例

I層 [表土] 10YR4泡 灰黄褐色ローム

5Y71灰色シルト質ローム

□
圏
Ⅷ
理

H201;翻 陥 ]1流 秘 肝 裟 雹欺

Ⅱ層     10Y5/1灰 色砂・灰色砂質ローム
[遺構検出面]

第143図 手洗野赤浦遺跡 基本層序
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第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

2 遺構

(1)掘立柱建物
1号掘立柱建物 (SBl,第 144・ 145図 ,図版86～ 88)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央に位置し, S D33・ S D173・ S D69等の溝に3

方を囲まれる。

2間× 1間の東西棟側柱建物で,主軸はN-83°  Eである。桁行4,lm,梁行3.4mで面積は13.94♂

である。柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P269が楕円形である。柱穴規模は直径16～ 26cm,深

さ10～20cmである。掘形埋土は黄橙色ロームが粒状に混じるオリーブ黒色シルトの単層である。SP
61は掘形に接して幅広の噴砂が走るため,平面形は原形をとどめない。建物軸方向がわずかにずれる

SB2と重複し,建て答えが推定される。出土遺物はない。

建物の年代は,周囲を囲む溝と同時並行でS K47・ S E 158が 同時期または近い時期のものと推測

されることから,14世紀前半～15世紀前半頃と推定される。

2号掘立柱建物 (SB2,第 144・ 145図 ,図版86～ 88)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央に位置し, S D33・ S D 173・ S D69等の溝に 3

方を囲まれる。

南北棟建物で主軸はN-7°―Wである。検出された柱穴はL字状に並び北東側を欠くが,噴砂や

湧水のため検出されなかった穴があると仮定して,真舎は 2間 × 1間 ,四方に庇が付 くと推定する。

しかし庇部分については,桁行の柱間力湘5cm～ 2.25mと差が大きく一定でないこと,真舎と柱列が揃

わないことから,柵の可能性もある。桁行6.8m,梁行3.7mで面積は25.02ぽ である。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P32は楕円形である。柱穴規模は直径 9～42cm,深 さ9～ 24

cmである。埋土は責橙色ロームが粒状に混じるオリーブ黒色シルトの単層が多い。 S P56で は柱痕が

残 り,柱痕はオリーブ黒色シル ト質ローム,掘形は灰色ロームを基調とする。 S P32は灰色粘土質

ロームを埋土とする。 S P38で は柱が出上したが,その他に出土遺物はない。

建物の年代は,周囲を囲む溝と同時並行で, S K47・ S E 158が 同時期または近い時期のものと推

測されることから,14世紀前半～15世紀前半頃と推定される。主軸方向がわずかにずれるSBlと重

複し,建て替えが推定される。また,土器祭祀の跡と考えられる土器集中地点とSB2の範囲は重複
しており,時期が異なるものと推測される。

3号掘立柱建物 (SB3,第 144・ 145図 ,図版86・ 87)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央に位置し, S D33・ S D 173・ S D69等の溝に 3

方を囲まれる。

1間 × 1間の東西棟建物で,主軸はN-82°一Eである。柱痕のあるS P54が軸線に近い位置にあ

るが,別棟の柱穴であろう。桁行3.25m,梁行2.05mで ,面積は6.28ぽである。小規模な建物で,倉

庫あるいは小屋など付属屋的性格の建物と考えられる。

柱穴の平面形はすべて円形で,柱穴規模は直径21～ 37cm,深さ10～16cmで ある。埋土は責橙色ロー

ムが混じるオリーブ黒色シルトの単層が多く, S P62は灰色ロームが加わる。出土遺物はない。

建物の年代は,周囲を囲む溝と同時並行で, S K47・ S E158が同時期または近い時期のものと推

測されることから,14世紀前半～15世紀前半頃と推定される。

27f
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4号掘立柱建物 (SB4,第 146図 ,図版86～ 88)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央やや南西よりに位置し, S D 156と S D169に 2方

を囲まれた区域の北西隅にある。付近には幅広の噴砂が多数あり,湧水も著しいので,この建物に属

する柱穴も含め検出できなかった柱穴が周辺に存在した可能性もある。そのためSB4は完全な建物

形態を示すことが難しいが, S P161・ S P 163で柱が出土したことから,こ れらを含めた軸線上にS

B4を想定した。南北棟建物で主軸は真北である。東西 2面に庇または柵があると考える。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P 162。 S P 177は 楕円形である。柱穴規模は直径16～ 62cm,

深さ8～ 26cmである。 S P161は柱の芯が虚になり樹皮の間に黒褐色粘土質ロームが入る。掘形埋土

は暗灰黄色シルトを基調とする。 S P 163は柱片とみられる木質遺物が出土したが小片で,黒褐色粘

土質ロームが柱痕とみられる。掘形埋土は灰色砂質ロームである。その他の柱穴埋土は暗オリーブ色

シルト,黒褐色粘土質ローム,灰色粘土質ローム,灰オリーブ色粘土質ローム等がある。

出土遺物は, S P 161・ S P163の柱である。切 り合い関係は, S P 163が S P 164を 切るが, SP

164は浅い小穴で, S P 163の一部とも考えられる。

建物の年代はS D156,S D169と 同時並行で,北側の建物群とも同時期あるいは近い時期のものと

推測されることから,14世紀前半～15世紀前半頃と推定される。

5号掘立柱建物 (SB5,第 146図 ,図版88)

調査区中央やや西よりの微高地で検出した。南北棟建物で,主軸はN-10°一Eである。桁行は 3

間あるが,梁行は S P283し か確認できないので, S P137か らS P280の柱通りで構成される柵列か

もしれないが, S P280～283の 4基から柱 (ク・どう が出上しており,その大さから建物と推定する。

柱材はS P280は サイカチ,S P281は クリである。柱穴は浅く,S P283の ように掘形が検出されず,

柱根のみ確認した例もあることから,後世に削平を受けて消滅した柱穴が他にも存在した可能性があ

る。

柱穴の平面形はすべて円形である。柱穴規模は直径11～ 23cm,深さ12～28cmである。掘形埋土は黒

褐色シルト,灰色砂質ロームを基調とする。柱に対する掘形が狭 く,S P283は掘形がほとんどない。

S P137・ S P 281が S Dl10の上面から掘り込まれているのでSB5が SD■ 0よ り新しい。

6号掘立柱建物 (SB6,第 146図 )

調査区中央やや西よりの微高地で検出した。 2間×1間の南北棟側柱建物で,主軸はN-10°一E

である。桁行3.75m,梁行2.65mで,面積は9.93mである。 S P225・ S P253は 柱の並びからややず

れるためSB6の柱としては検討の余地があるが,柱が出土していることと,地山が砂質であるため

地震により元の位置からずれる可能性もあると考え,SB6に 含めておく。

柱穴の平面形はS P225の み楕円形で他は円形である。柱穴規模は直径21～ 39cm,深 さは4～22cm

である。掘形埋土はオリーブ褐色砂が混じる黒褐色砂質ロームまたは暗灰黄色シルトが混じる黒褐色

粘土質ロームである。掘形は柱に対して狭い。また,柱が地山にくい込んでおり,打ち込まれたもの

と考えられる。柱材はS P225がオニグルミ, S P253がウメかモモである。この2本の柱の放射性炭

素年代はS P225が15世紀, S P 253が 15世紀中頃～17世紀前半であるのでt32,こ れらをSB6とすれ

ば建物の年代は15世紀中頃～後半と推定される。出土遺物はS P223・ S P225。 S P227・ S P253の

柱 (∂ 7・ 効 ,S P249の中世土師器皿 (】 )1点である。

7号掘立柱建物 (SB7,第 147図 ,図版87)

調査区北東部の微高地で検出した。 1間 ×2間の東西棟側柱建物で,主軸はN-73°一Wである。
注32 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器研究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦避訴 岩坪岡田島遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定」

〃″
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桁行4。4m,梁行3.6mで ,面積は15。31ドである。

柱穴の平面形は S P204の み楕円形で他は円形である。柱穴規模は直径18～ 50cm,深 さは 8～ 50cm

である。掘形埋土は一様ではなく,オ リーブ黒色シルト質ローム,黒褐色シルト,灰色粘土質ローム

等である。 S P209。 S P272に は柱痕があり, S P 199。 S P202・ S P204は上下 2層 に分かれる。

出土遺物はない。 S P 204は S K12の埋土上面から掘り込まれ, S K12よ り新しい。

8号掘立柱建物 (SB8,第 147・ 148図 ,図版87・ 88)

調査区北東部の微高地で検出した。 2間 × 1間の南北棟側柱建物で,主軸はN-8°―Eである。

桁行6.lm,梁行2.7mで ,面積は16.75ポである。

柱穴の平面形はS P238の み不整形で他は円形である。柱穴規模は直径18～ 57cm,深 さは11～ 24cm

である。埋土は一様ではなく,オ リーブ黒色砂質ローム,オ リーブ褐色シルト,暗灰責色シルト等が

ある。

出土遺物はS P197・ S P238。 S P257の 柱 (認・∂の である。柱の材はS P238がクリ, S P257

がカバノキ属である。切り合い関係は, S P 238が S B10の S P239及 びS K12よ り新しく,放射性炭

素年代はS P238が15世紀前半, S P239が 13世紀末～15世紀初頭であることから注33,建物の年代は15

世紀前半と推定される。

9号掘立柱建物 (SB9,第 147。 148図 ,図版87)

調査区北東部の微高地で検出した。 2間 × 1間の南北棟側柱建物で,主軸はN-2° Eである。

桁行5,45m,梁行5.2mで ,面積27.68♂である。

柱穴の平面形は円形である。柱穴規模は直径13～43cm,深さは4～ 24cmである。埋土は一様ではな

く,オ リーブ黒色シルト,灰色ローム,灰オリーブ色シルト等がある。出土遺物はS P 192の柱であ

る。切り合い関係はS P208が S K207よ り古い。

10号掘立柱建物 (S B10,第 147・ 148図 ,図版87・ 88)

調査区北東部の微高地で検出した。 2間 ×1間の南北棟側柱建物で,主軸はN-1°―Wである。

桁行4.95m,梁行1.95mで ,面積は7.82♂である。 S P 1901よ埋土断面が柱痕状であるためS B10に含

めたが,柱の並びからずれるので確実ではない。

柱穴の平面形は, S P228がやや不整形であるが,他は円形である。柱穴規模は直径27～ 51cm,深

さは16～ 30cmである。掘形埋土は一定ではなく,オ リーブ黒色粘土質ローム,オ リーブ黒色シルト,

灰オリーブ色シルト,灰色シルト質口▼ム等である。

出土遺物はS P239。 S P258の 柱 (翠5～翠の で, S P258の柱のうち翠5は立った状態で出上したが,

その他にもう1点 (4の 出土した。材はS P239がクリ, S P258が クリとハンノキである。S P239,

S P258は ともに地山深くくい込んでおり,打ち込まれたものと考えられる。切り合い関係は, SP

239が SB8の S P238よ り古く, S K12よ り新しいので,建物の年代は14世紀～15世紀初頭と推定さ
れる。

ll号掘立柱建物 (S Bll,第 149,150図 ,図版89)

谷状地 (S D18)の 埋土上面で検出した。調査区中央に位置し, S E28。 S B12の 南側に隣接する。

3間×2間の南北棟恨1柱建物で,主軸はN-8° Wである。桁行6.4m,梁行5.5mで ,面積は33.87ぽ

である。S P23は柱が出上したが軸線上にはなく,別棟の柱穴であろう。S P30は対称位置に注穴が

なく確実ではないが,深さもあるので一応S Bllに含めておく。

柱穴の平面形はS P13,S P30の み楕円形で,他は円形である。柱穴規模は直径22～48cm,深 さは

注38 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器研究所「Ⅸ 放射性炭素年代Ndl定  1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡日喬還跡出■遺物の放射性炭素年代測定」



2 遺構

13～ 38cmである。柱穴埋土はオリーブ黒色粘土質ローム,オ リーブ黒色シル ト等を基調 とし,上下 2

層に分かれるものが多い。

出土遺物は S P13の加工材, S P21。 S P29・ S P 105の柱 (翠θ～り , S P14の中世土師器皿・瀬

戸美濃の小片各 1点, S P21の土師器小片 1点である。柱はすべてクリ材で,30cm以上の長さがある。

立った状態で,掘形から下へ沈み込むように出上しており,打ちこまれたものと考えられる。 S P13

から出土した加工材は 3点で,長 さ12～ 17.5cm,厚 さ0.5～4.5cmで重なって出土したが,用途は不明

である。中世土師器は非ロクロ成形で一段のナデを施すもの,瀬戸美濃は灰釉のかかる破片であるが ,

小片であり,詳細な時期は不明である。 S D18の埋土上面で検出した建物はS Bllの他には S B12の

みで,井戸 S E28と 畑等があるが,こ れらはS Bllと 同時期または近い時期の遺構と推定する。

12号掘立柱建物 (S B12,第 149,150図 ,図版89)

谷状地 (S D18)の 埋土上面で検出した。調査区中央に位置し, S E28の南東側に隣接する。主軸

はN-51° E である。周辺は幅の広い噴砂が多く,検出できなかった柱穴が他にも存在した可能

性を考え,柱の残る柱穴,深い掘形をもつ柱穴を中心として,並ぶ柱穴をS B12と しておくが,不明

な点は多い。

柱穴の平面形はS P20が楕円形で,他は円形である。柱穴規模は直径23～ 69cm,深さ10～ 68cmであ

る。掘形埋土はオリーブ黒色シル ト質ローム,灰色シルト等を基調とする。S P20。 S P100の 掘形

は上方を広 く掘 り,下部はその一部を深く掘り下げる2段掘 りになっている。

出土遺物は S P20の 土師器小片, S P19。 S P20・ S P 101の柱 (翠4)である。 S P20の柱材はイ

タヤカエデで,残存長は95cmと 長い。他の柱は S P19が 15.5cm, S P 101が 8 cmの小片である。 SE

28に隣接していることから丼戸に関連する遺構の可能性もあるが,詳細は不明である。

(2)柵
1号柵 (SAl,第 151図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区北西部に位置し, SBl～ 3を取り囲む溝の外にある。

柱間が一定でなく柵とする根拠に乏しいが,同一線上にある4基の柱穴をSAlと した。付近には幅

広の噴砂が網目状に走り,湧水も著しいため,検出できなかった柱穴とともに建物を構成していた可

能性もあるが, SAl・ 2の端には大い柱があり,排や門とも考えられる。

柱穴の平面形は円形で,規模は直径21～ 40cm,深 さは 8～ 22cmで ある。掘形埋土は灰色シル ト質

ローム,灰色粘土,オ リーブ黒色シルト質ローム等である。 S P 132で柱 (翠8)が出上したが,斜め

に倒れて地山にくい込んでおり,地震による液状化現象の影響かもしれない。柱材はヌルデで,直径

25cmと太い。 S D18埋上の下で検出しているので,遺構の年代は16世紀が下限と推定される。

2号柵 (SA2,第 151図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区北西部に位置し, SBl～ 3を取り囲む溝の外にある。

柱間が一定でなく柵とする根拠に乏しいが,同一線上にある 6基の柱穴をSA2と した。付近には幅

広の噴砂が網目状に走り,湧水も著しいため,検出できなかった柱穴とともに建物を構成していた可

能性もあるが, SAl・ 2の端には太い柱があり,琲や門とも考えられる。

柱穴の平面形は円形で,規模は直径19～33cm,深さは20～ 30cmである。掘形埋土はオリーブ黒色シ

ルト質ロームを基調とする。 S P l12に は柱痕があり, S P 122か らは柱が出土した。 S D18の埋上の

下で検出しているので,遺構の年代は16世紀が下限と推定される。
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第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

(3)柱 穴

柱が出土していながら,あ るいは埋土に柱痕が認められながら,掘立柱建物や柵列に並ばない柱穴

等を以下に述べる。手洗野赤浦遺跡は地震による液状化現象の影響で,最大で幅 lm,長 さ14mの大
型の噴砂が谷状地 (S D18)や 自然流路 (SD4)等 比較的粘質の土が堆積した場所に多 く発生し,
遺構が引き裂かれたり,変形したりしている。大型の噴砂にⅢ層が引き裂かれて,柱穴が元位置を

保っていないことも考えられる。また低地では湧水が激しく,確認が困難であつた遺構もあると思わ

れる。以下の柱穴も本来は建物等に属した可能性があるが,詳細は不明である。

23号柱穴 (S P23,第150図 ,図版89)

谷状地 (S D18)の 埋土上面で検出した。 SB■の範囲内にあり,北東端にあるが並ばない。

平面形は円形で直径は22cm,深さは19cmで ある。掘形埋土はオリーブ黒色ローム,オ リーブ黒色粘

土質ロームを基調とする。柱 (つ が掘形より下へ沈み込むようにして出土し,打ち込まれたものと

考えられる。

51号柱穴 (S P51,第 152図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央に位置し, S E40の南側に隣接する。近辺に建物

はないが,隣接するS P65で も柱が出土している。 S E40に 隣接することから丼戸の覆い屋の可能性

もあるが,覆い屋を構成する他の柱穴は検出されなかった。

平面形は楕円形で長径66cm× 短径22cm,深さ20cmである。掘形埋土はオリーブ黒色シルトと灰色砂

である。細長い掘形の中央に柱 (翠91カS残る。材はクリである。残存長は35.7cmで地山に沈み込んで

おり,打ち込まれたものと考えられる。

53号柱穴 (S P53,第152図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央のSB2の範囲内にあり,南側に位置するが,並
ばない。

平面形は円形で,直径31cm,深さ 8 cmである。埋上のオリーブ黒色シルト質ロームは柱痕とみられ

る。掘形埋土は灰色ロエムである。出土遺物はない。

54号柱穴 (S P54,第 152図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央のSB3の北面の軸線に近い位置にあるが,やや

ずれており,対称位置に柱穴がないため,別棟の建物であろうか。

平面形は円形で,直径33cm,深さ10cmで ある。埋上のオリーブ黒色シルト質ロームは柱痕とみられ

る。掘形埋土は灰色ロームである。出土遺物はない。

65号柱穴 (S P65,第 152図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央に位置し, S E40の南側に隣接する。

近辺に建物はないが,隣接するS P51で も柱が出上している。 S E40に 隣接することから丼戸の覆

い屋の可能性もあるが,覆い屋を構成する他の柱穴は検出されなかった。

平面形は円形で,直径28cm,深 さ12cmで ある。埋土はオリーブ黒色シルトと灰色砂である。柱 (591

が出土しており,材はリヨウブである。残存長は18.2cmで 地山に沈み込んでおり,打ちこまれたもの

と考えられる。

126号柱穴 (S P 126,第 152図 )

調査区中央やや東よりの微高地で検出した。SB5の北側に隣接しているが並ばない。

平面形は円形で直径42cm,深 さ18cmで ある。掘形坦土は灰色シルト等である。オリーブ黒色粘土質
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2 遺構

ロームは柱痕とみられる。出土遺物はない。

135号柱穴 (S P135,第 152図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区西側に位置し, SAlの東側に隣接するが並ばない。

平面形は楕円形で長径70cm,深さ36cmである。掘形埋土は柱の周りが灰色シルト,その外狽Jがオリー

ブ黒色シルト質ロームである。柱 (551は中央に立って出土した。材はクリ,残存長は48.8cmと 長く,

太い。

152号柱穴 (S P 152,第 152図 )

調査区北側の微高地で検出した。 S D 153を挟んで S P157と対称位置にある。溝にかけられた簡易

な橋を固定したものであろうか。

平面形は円形で直径16cm,深さ10cmで ある。埋土は灰色砂質ローム混じりのオリーブ黒色シルト質

ロームである。加工した棒状木製品が立った状態で出土したが,細 く,橋脚にあたるかどうかは不明

である。

157号柱穴 (S P 157,第 152図 )

調査区北側の微高地で検出した。 S D153を挟んで S P 152と 対称位置にある。溝にかけられた簡易

な橋を固定したものであろうか。

平面形は円形で直径18cm,深さ16cmである。埋土はオリーブ黒色シルト質ロームと灰色ロームを基

調とする。出土遺物はない。

191号柱穴 (S P191,第 152図 )

調査区北東の微高地で検出した。

平面形は円形で直径31cm,深さ86cmである。埋土は灰色シル ト質ローム混じりのオリーブ黒色シル

トである。柱が出土した。

205号柱穴 (S P205,第 152図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央南側にある。

平面形は精円形で長径30cm,深さ22cmである。埋土はオリーブ黒色粘土質ロームと灰オリーブ色シ

ルトを基調とする。残存長0.2cmの柱片 (2)が出土した。

285号柱穴 (S P285,第 144図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央に位置し, S D69の坦土上面から掘 り込まれてい

る。

出土した柱 (521は クリ材で,残存長は40.lcmである。掘形は確認されなかった。ゆるい砂質の地

山であるため打ち込まれたものと考えられる。
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(4)溝 ・自然流路 ・池
4号自然流路 (SD4,第 153・ lM図,図版90)

調査区南東に位置する。自然流路としたが,埋土は灰色シルト質ロームとオリーブ黒色シルトが上

下に水平堆積したものであり,底面は平坦であることから,河川跡ではなく低地が沼地化して徐々に

埋積したものと考えられる。遺跡が所在する一帯は小矢部川低地とよばれる小矢部川の氾濫平野であ

ることから,小矢部川またはその支流の氾濫により形成された小地形とも推測されるが,調査区外に

広がっており詳細は不明である。検出した最大幅は25.4mで ,深 さは30cmである。西肩は緩やかに傾

斜し,東に向かって深くなる。地山が砂質であるため,底面では湧水が見られる。

出土遺物は土師器・珠洲 (4・ a。 中国製青磁 (〃・の 。円形板 (ヱ翠)・ 漆器 (男)・ カロエ板 (δθ・

クト 種実 (モモ)で ,他に焼けた自然礫 (濃飛流紋岩)が数個出土した。珠洲と土師器の破片が多く,

珠洲は甕・壼・悟鉢の破片がそれぞれ一定量ある。埋上の切 り合い関係では, SB6の S P225は S

D4の上面で検出した遺構で, SD4が古い。また, S E 183は SD4の 埋土下から検出した遺構で,
SD4が新しい。出土遺物とS E183の 上層から出土した部材の放射性炭素年代から注34,14世紀末～

15世紀に埋まったものと考えられる。

5号池 (SD5,第 155。 156図 )

調査区北側に入り込んでいる幅の広い溝状の遺構である。南端は緩やかに傾斜し,東西の肩は弧状

に立ち上がる。最大幅9.5m,深さ76cmで ある。埋土は上層のオリーブ黒色シルト質ローム,下層の

オリーブ黒色粘土質ロームを基調とし,上下層とも噴砂に切られている。調査区に延びるため全容は

不明であるが,埋土の堆積状況からは水勢のある河川跡とは考えにくく,池の可能性が高いと考える。

調査中においても著しい湧水によって水を湛え,排水作業を行うと干満によって却って遺構の崩壊が

進むという状況であった点や,SD5に 沿った道の側溝 SD6か ら幾分水深のある環境が周囲にあっ
たことを示唆するヒシの実が出土している点から注35, sD5は 常時湛水していた池と推定する。SD
6等の花粉・種実分析結果から周辺に水田・畑地があったと推測され,池の具体的な用途については,

水田に関連する養魚池注36,溜池等が考えられる。

出土遺物は土師器 。中世土師器 (δ )。 珠洲 (7・ 8)

いる。出土遺物は14世紀末～15世紀前半のものであるが ,

れないことから15世紀後半に埋没した可能性が高いと考え

6号溝 (SD6,第 155・ 157・ 158図 ,図版90)

。中国製白磁で,破片が数点ずつ出土して

SD6に伴うS D170と は切 り合ヤヽがみら

られる。

調査区北側の微高地で検出した。SD5に 沿ってほぼ直角に曲がる。 S Dl10・ S D237と平行に走
り,直角に枝分かれするS D170を もって S Dl10と 繁がる。北側では S D 151を挟んで徐々に浅くな

り途切れているが,一連のものと推測される。最大幅1.75mで ,深 さ18ctaである。坦土はオリーブ黒

色粘土質ローム等を基調とする。 S D l10と ともに道路の側溝であったと考えられる。

出土遺物は土師器 。中世土師器 (9・ 」の 。珠洲 (=β～2ヱ )・ 越前・古瀬戸 (ヱδ・ヱの。信楽・中国

製青磁 (=ヱ～
=∂
)。 中国製白磁 (ヱ翠・王5)・ 加工板 (男・5θ・σヱ)。 底板 (=5)。 曲物 (3)・ 漆器

りの・五輪塔 (I)・ 砥石 (7))・ 種実 (モモ・カキノキ)で,他に焼けた自然礫 (凝灰岩・流紋岩)

が出土した。珠洲の破片が多く,甕・壷・悟鉢がそれぞれ一定量ある。その他の陶磁器は少量ずつ出

土している。自然礫の他は割れた破片であり,不要品を廃棄したものと考える。出土遺物から15世紀

後半頃に埋没した遺構と考えられるが,開削は14世紀に遡る可能性もある。

SD6の埋土を分析した結果,アサ・アブラナ科等の花粉や,イ ネ・アサ・シソ属等の栽培種,水
注34 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田鳥選跡出土遺物の放射性炭素年代測定」
注35 第二分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広 植田弥生「V 手沈野赤浦遺跡 岩坪岡田島Jll跡から出土した大型植物化石」
注36 水日とX魚池の関係について水野正好氏から御教示頂いた。
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第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

田雑草であるコナギ等の種実を検出し,水田や畑地が付近に存在した可能性が示唆された。また,当

遺跡の建物の柱材にも利用されているクリ,オ ニグルミ,ハ ンノキ,モモ等の落葉樹が周辺にも生育

していたことが推定された注37。 ヒシの果実が検出され,幾分水深のある水域が付近に存在した可能性

があることは,隣接するSD5が水を湛え, SD6と 同時期に存在したことを傍証するものと考えら

れる。

33号溝 (S D33,第 161・ 162図 ,図版98)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央を東西に走る溝で, S K47と 接する。最大幅75cm

で,深 さ22cmである。埋土はオリーブ黒色シルトである。南側にある建物域を区画する溝と考えられ

る。

周辺の地山直上とS D245内 で中世土師器皿がまとまって出上しており祭祀行為の跡と推測される

が, S D38内から出土遺物はなく,土器祭祀が S D33に伴わない可能性がある。 S D33に交差するS

K47の埋土上面で出土した土師器が祭祀に使用されたものと同じタイプであるため, S K47と 土師器

皿祭祀の新旧は明白であるが, S K47と S D33の切り合い関係は噴砂のため明確ではなかった。

63号溝 (S D63,第 161・ 162図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央を東西に走る溝で, S D245と 並走する。最大幅

26canで ,長 さ約1.22m,深 さ 7 cmである。埋土は灰色ロームである。出土遺物はない。

64号溝 (S D64,第 161・ 162図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央に位置する。最大幅32cmで ,長 さ約89cm,深さ 8

cmである。埋土はオリーブ黒色シルトである。出土遺物はない。

69号溝 (S D69,第16卜 162図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央を東西に走る大型の溝で噴砂により変形している。

S D169と並走する。最大幅1.6mで ,深 さ14cmで ある。埋土はオリーブ黒色シルトを基調とする。北

側の建物群を区画する溝と考えられ, S D169と の間は道路であったと推測する。出土遺物はない。

109号溝 (S D109,第 153・ 154図 )

調査区東側の微高地で検出した。 S Dl10と 南側で合流するが,本来は S Dl10の幅は北側と同じ程

度で交わらず並走していたものと考えられ, ともに道路の側溝と推定される。最大幅56cmで,深さ18

cmである。埋土は下層に灰色砂質ロームが薄く堆積し,上層はオリーブ黒色粘土質ロームを基調とす

る。

出土遺物は土師質土器小片 1点,須恵器壼底部片 1点,加工材 1点,加工板 1点,種実 (モモ)9

点である。

110号溝 (S D l10,第 153・ 154図 ,図版90)

調査区北東の微高地で検出した。南北に走る溝で,北側でSD6,南 狽1で SD9と並走し,と もに

道路の側溝であったと考えられる。 S D151が枝分かれし, S D 170が 直交するが,切 り合いはない。

最大幅 5mで,深 さ30c14である。南側の幅が北側より極端に広くなっているが,地山が砂質土である

ため,後世に肩が崩れて幅が広くなったものと考えられる。本来は北側で検出された溝幅が実際に機

能していた時の幅に近いものであろう。埋土は下層に灰色砂,灰色シルト質ロームが薄く堆積し,上

層は黒褐色粘土質ローム,暗オリーブ灰色シルト質ローム等を基調とする層が堆積する。

出土遺物は須恵器 (2の 。中世土師器 (2の 。珠洲 (〃)。 古瀬戸・漆器 ("・ %)・ 種実 (モモ)で

ある。すべて破片で,珠洲片が多く,甕・重・悟鉢がそれぞれ一定量ある。須恵器は杯身と杯蓋の破
注37 第二分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広「Ⅱ 花粉分新 1 手洗野赤浦避跡 岩坪岡田島遺跡の花粉化石群集」
第二介冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広 植日PIN生 「V 手洸野赤浦選跡 岩坪岡田島週跡から出土した大型植物化石J
第二分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 植田弥生「Ⅳ 樹種同定 1 手洗野赤浦遺跡 者坪岡田島選跡出土木製品の樹種同定」



2 遺構

片が各 1を点,中世土師器は皿片が 1を点,古瀬戸は天目茶椀が 1点である。15世紀後半に埋没したと推

定されるSD6と 同時期の遺構と考えられる。

138号滞 (S D 138,第 153図 ,図版99)

調査区東側の微高地で検出した。S D237。 S D63を 結ぶ線上にあり,こ れらは一連のものであつ

た可能性が高い。噴砂に切られ変形している。量大幅1.37mで ,深さ17cmで ある。埋土はオリーブ黒

色シルト質ロームである。出土遺物は珠洲甕の月ヽ片 2点である。

139号溝 (S D139,第 163図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区南西に位置する南北方向の溝である。 S D142と 平行

に走り, S D141と 直交する。これらの溝に囲まれた範囲に建物は検出されなかったが,方形にめぐ

ることから区画溝の可能性もある。最大幅46cmで ,深さ 7 cmである。埋土は暗灰責色シルト質ローム

混じりの黒褐色粘土質ロームを基調とする。出土遺物はない。

140号溝 (S D140,第 163図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区南西に位置する東西方向溝である。 S D 141と平行に

走り,S D139。 S D142と直交する。これらの溝に囲まれた範囲に建物は検出されなかったが,方形

にめぐることから区画溝の可能性がある。また, S D 169と 同じ線上にあることから道路の側溝の可

能性もある。最大幅85cmで ,深さ16cmで ある。埋土は暗灰黄色粘土質ロームを基調とする。出土遺物

はない。

141号溝 (S D141,第 163図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区南西に位置する。 S D 140と 平行に走り, S D 142と 直

交する。区画溝または道路の側溝の一部と考えられる。最大幅50cmで,深さ10cmで ある。埋土は灰色

シルトである。出土遺物はない。

142号溝 (S D 142,第 163図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区南西に位置する。 S D 139と 並行して走り, S D140・

142と 直交する。これらの溝に囲まれた範囲に建物は検出されなかったが,方形にめぐることから区

画溝と考えられる。最大幅54cmで ,深さ 8 cmで ある。埋土は上層が灰オリーブ色シル ト,下層がオ

リーブ黒色砂質ロームを基調とする。出土遺物はない。

147号溝 (S D147,第 155。 157図 )

調査区北側の微高地で検出した。 SD6か ら分岐する短い溝で,切 り合いはない。最大幅50cmで ,

深さ10cmである。埋土は灰責褐色ロームである。出土遺物はない。

150号溝 (S D 150,第 163図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。東西に走る短い溝である。最大幅67cmで ,深さ10cmである。

埋土は上層がオリーブ黒色粘土質ローム,下層が灰色砂質ロームである。短い溝ではあるが S D 140

とほぼ平行で,と もに区画溝であった可能性もある。出土遺物はない。

151号溝 (S D151,第 153。 154図 )

調査区北端の微高地で検出した。SD■0よ り弧状に分岐してほぼ直角に折れ, SD5に至る。道

路を横切つてSD■ 0と SD5を 繋ぐ意図が見受けられる。あまり勾配はないが,周辺の地山の標高

は南の方が若千高くS D 151付近が最も低いことから,道路側溝から池へ排水することを目的とした

溝と考えられる。最大幅76cmで,深さ10cmで ある。埋土は上層が暗オリーブ色シルト質ローム,下層

が灰色砂で, SD■ 0と 同様の埋上である。出土遺物はない。
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第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

153号溝 (S D 153,第 159図 )

調査区北端の微高地で検出した。両肩に S P 152・ S P157があり,関連が考えられる。SD■0と

直交し,切 り合いはない。最大幅80cmで,深 さ6 cmである。埋土は灰色砂質ロームである。出土遺物

はない。

154号溝 (S D 154,第 159図 )

調査区北端の微高地で検出した。調査区外に延びており溝としたが,大型の土坑の可能性もある。

S Dl10と 直交する。最大幅2.5mで ,深さ17cmである。埋土は上層がオリーブ黒色ローム,灰色砂質

ロームで,下層が灰色砂である。出土遺物はない。

156号溝 (S D 156,第 160図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区南東を南北に走る溝である。東側に遺構群が多くあり,

西側にほとんど遺構がないことから集落域を分ける溝と考えられる。直線的で SD6・ S D l10と 同

様の規模であり,地形からもこの西側の微高地を削り路面を平坦にした可能性が窺えるので,道路側

溝と推定する。最大幅76cmで,深さ20cmである。坦土は上層と下層が灰色砂,中層がオリーブ黒色砂

質ロームである。出土遺物は珠洲の甕片 2点,指鉢片 1点,円形板 (=の が 1点である。

168号溝 (S D 168,第 160図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区ほぼ中央に位置する。S D169と 直交する短い溝であ

る。最大幅30cmで,深さ6 cmである。埋土は灰色ロームである。出土遺物はない。

169号溝 (S D169,第 160図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区ほぼ中央を東西に走る溝である。S D168と 直交し,

北側のS D69と 並行して走る。建物域を区画し, S D69と ともに道路の側溝であったと考えられる。

最大幅45cmで ,深さ7 cmである。埋土は灰色ロームを基調とする。出土遺物はない。

170号溝 (S D170,第 155図 )

調査区中央やや東側の微高地で検出した。 S Dl10。 SD6と 直交し,それらを繋ぐ溝で,埋上の

切り合いはない。さらにSD5に至っており, S D151同様に道路側溝から池への排水を目的とする
溝と考える。主にSD6の排水を意図したもので,補完的にSD■ 0か らの水も受け入れた溝であろ
う。最大幅1.46mで ,深さ8 cmである。出土遺物は須恵器壼片 1点,中世土師器皿片 1点,珠洲甕・

悟鉢片各 1点である。

173号溝 (S D 173,第 161・ 162図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央西側に位置する。 S D245。 S D 174・ S D330・

S D 181に直交し, S D175と ほぼ並行して走る。S D174の 北側で途切れる。東側の建物群の区画溝

と考えられる。埋土は上層がオリーブ黒色シルト,下層が灰色砂を基調とする。最大幅1.3mで ,深

さ10cmである。出土遺物は焼成不良の珠洲括鉢片 2点である。

174号溝 (S D 174,第 161・ 162図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央西側に位置する。 S D181・ S D245。 S D330と

並行して走り, S D173と 直交する短い溝である。東側の建物群の区画溝と考えられる。最大幅32cm

で,深さ8 cmである。埋土は暗オリーブ色砂質ロームである。出土遺物はない。

175号溝 (S D175,第 161・ 162図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央西側に位置する。S D173と 並行して走り, SD
181・ S D330と 直交する。東側の建物群の区画溝と考えられる。最大幅75cmで,深さ9 cmである。埋
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土は上層が灰オリーブ色シルト,下層力Sオ リーブ黒色ロームを基調とする。出土遺物はない。

181号溝 (S D181,第 161・ 162図 ,図版87)

谷状地 (S D18)坦上下で検出した。調査区ほぼ中央に位置する。 S D174・ S D245。 S D330と

平行して走 り,S D 173。 S D175と 直交する。東側の建物群の区画溝と考えられる。最大幅60cmで ,

深さ10cmである。埋土は上層がオリーブ黒色砂質ローム,下層が灰色砂を基調とする。出土遺物はな

ヤヽ。

216号溝 (S D216,第 164図 )

調査区東隅の微高地で検出した。調査区外に遺構の本体があると考えられる自然流路の一部である。

最大幅2.05mで ,深さ16cmである。坦土は上層がオリーブ黒色シルト,下層が灰オリーブ色シルト質

ロームを基調とする。

出土遺物は珠洲甕片 1点 (251,杭 1点 (D,漆器 2点 (那 ,2の で,漆器には楳子とよばれる非

日常的な器も含まれる。漆器の年代から16世紀の遺構と推定する。

236号溝 (S D236,第 164図 )

調査区北東の微高地で検出した。調査区外でS D216に 繋がる自然流路と考えられる。最大幅1.45

mで,深さ6 cmである。埋土は灰オリーブ砂質ロームを基調とする。出土遺物はない。

237号滞 (S D237,第 155。 157図 )

調査区やや束の微高地で検出した。SD6と東西方向に並行して走り,と もに道路の側溝であった

可能性がある。 S D138。 S D245を結ぶ同一直線上にあり,東西方向を結ぶ道路の側溝の可能性があ

る。最大幅68cmで,深さ9 cmである。埋土は西側では暗灰責色シルトに2 cm大の礫を20/O含み,東側

ではオリーブ黒色粘土質ロームとなっている。出土遺物はない。

245号滞 (S D245,第 161・ 162図 ,図版98)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央西側に位置する。南北方向のS D173と 直交し,

東西方向のS D33と並行して走る。建物域を区画する溝で,S D138・ S D237を結ぶ同一直線上にあ

り,東西方向を結ぶ道路の可能性がある。最大幅50cmで,深さ10cmである。埋土は上層が灰色シルト,

下層が灰色砂質ロームを基調とする。周辺の地山直上で中世土師器皿がまとまって出土しているが,

その一部がS D245の 肩に落ちかけた状況で出土していることから,土師器皿を使用する祭祀行為は

S D245が機能していた時期に行われたと考えられる。

この土器集中地点の中世土師器とともに祭祀に使用されたと考えられる中国製青磁が S K47上面で

出上しており,その年代からS D245は 14世紀前半～15世紀前半の遺構と推定される。出土遺物はな

▼ヽ。

330号溝 (S D330,第 161図 ,図版87)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区ほぼ中央に位置する。 S D181と並行して走り, SD

173・ S D175と直交する。東側の建物群の区画溝と考えられる。最大幅46cmで ,深 さ8 cmである。出

土遺物はない。

2鉗
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第153図 手洗野赤浦遭跡 遺構実測図
SD4・ SD109。 SDl10・ SD138。 SD151・ SK252
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SDl10・ SD151
15Y4/3暗 オリーブ色シルト質ローム(ar71灰色砂協混文化物混)
25Y4/1灰 色砂(5Y4/3暗オリープ色シルト質ローム1%混 )

も

SD151
15Y〃 3暗オリーブ色シルト質ローム(5Y4/1灰色砂銘 混炭イヒ物混)
25Y4/1灰 色砂(5Y4/3暗オリーブ色シルト質ローム1%混 )

i!IⅢⅢⅢIIrⅢII:IⅢⅢ:|111111 5
SDl10
1 10yW2Fx黄獨色シルト(10YR3/2黒褐色ローム2%混 )
2107R3/察 褐色ローム(ユ OYRツ叛 黄褐色シルト2%混,炭化物混)
a5Y71灰色砂

SDl10
125Y4/2暗 仄責色ンルト質ローム(炭化物a%混 )
25Y4/よ灰色シルト質ローム(炭化物9%混 )

SDl10
125Y4/ユ 黄灰色粘■質ローム(z5Y4/1灰 色シルト5%ノロック状に混災化物3%混 )
25Y4/1灰 色シルト(■5Yシ I灰色砂質ロームm%ブロツク状に混)
よ5Y71灰色シルト

第154図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
1,SD4 2.SDl10 3.SDl10・ SD151

第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

■ 11111111「 ■
―!■ ■■ ●

             1

0              1:80             4m

SDl10
1 25Vνl黒褐色粘土質ローム(炭イと物混)
2 25Yνl黒褐色粘土質ローム(574/1灰色砂質ローム20%混 )

i基
≦多峯

11

■■■●  9

SD109
15Y3/1オリープ黒色粘■質ローム(5Y71灰色砂質ローム,%混 炭イヒ物混)
25Y3/1オリーブ黒色お土質ローム(5Yフ I灰色砂質ローム5%混炭イヒ物混)
a5YVl灰色砂質ローム

SK252
1'r3/1オ リーL/1色 シ″卜質ローム

Ⅲ,,●ⅢⅢIⅢ!●■■■■=‐     ■●        7
0                         1:40                       2m

4.SD151 5～8,SDl10 9～ 11,SD109 12.SK252

SD04
175Y4/1灰 色シルト質ローム(炭イヒ物混)
2■ 5Yン1オリープ黒色シルト(炭化物混)

SDl10
15Y3/1オリーブ黒色砂質ローム
(5Y4/3暗オリープ色砂質ローム2%混有機物混)
2 5YVa暗 オリープ色砂質ローム
(5Y3/1オ リープ黒色砂質ローム1%毘 )

|■1■ :|■ ::|:1

29θ
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SD5。 SD6。 SD147。 SD170。 SD237
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第156図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
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2 遺構

SD6
17うY3/1オ リーブ黒色粘土質ローム

(75Y5/1灰 色砂質ローム1%混,炭化筋混)
,75Y4/2灰オリープ色シルト
(75Y5/1灰 色砂質ローム1%混 有機物混)
37う Y5/1灰色砂質ローム

(75Y4/2Xオリープ色シルト1%混 )

SD6・ SD147
110Y2/8黒褐色シルトローム
(10Y販黄褐色ロームlo%滉 右機物混)
Z llY炒灰 黄褐色ローム
(10VO/3黒 褐色シルト質ローム1眺滉涙化物混)
3 10YR3/1黒 鶴色ンルトローム

(10YRν l褐灰色砂質ローム5%混 戻化物混)
42L同じ

1 5Yν lオリーツ黒色粘土質ローム(炭花物2%混 )
25Y4/1反 色粘土質ローム
ユ5YVI灰色砂質ローム
(5Y4/1灰色粘土質ローム2096混 )

1報部16
154″灰オリーブ色粘土質ローム
(573/2オ リーブ黒色シルト1%滉 )
25Y3/21リ ーブ黒色シルト
(5Y4/2Xオ リープ色粘土質ローム混炭化物混)
よ5Y4/2Xオリーブ色ローム

7よ5Ve/1オリーブ黒色粘土質ローム

2 5Wa/1オリープ黒色粘土質コーム

(炭化物財 木A70%温 )
3 drVユ 灰色粘土質ローム(炭イヒ効596混 )
45Y4/1灰 色砂質ローム
(5Y71灰色活主質ロームiO%混 )

SD237
12う14/2暗灰黄色シルト(2tna炭 イヒ物5%混 )
25Y3/1オリーブ黒色粘主質ローム(炭化物5%混 )

|::即 :8

0               r40              2m

ゴ鰤一Ｊ
軸一ｇ

125Y3/よ 黒褐色シ,外 (炭化物2%混 )
225Y3/1黒 褐色シルト
(5Y4/1灰色ン,ント10%カック状に混)

ν
潮

剰詐
徳

てく洒
「

~フ

第157図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図

〃%

1・ 3～ 6.SD6 2.SD6・ SD147 7・ 8.SD237 9.SD6
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第158図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
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2 遺構

C      噴抄  ど

齢
|:::ii::ilIキ 13
SD153
1 7ar71灰 色砂質ローム
(7う Y3/1オリーブ黒色シルト1%混 )

SD154
15Y3/1オリーブ黒色ローム(5V4/1灰色砂質ローム1%混 炭他物混)
2 FOY4/1灰 色砂質ローム(5V3/1オ リーン黒色ローム1%混)
&5Y5/1灰 色砂質ローム
4■ 5Y4/1灰 色砂 (巧 Y5/2Xオリープ色砂2%混 )

第159図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
1・ 2.SD154 3.SD153
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SB4

蕪 3

SD168
15V4/1灰 色ローム
(5Y4/2Xオ リーブ色砂質ローム跡 混)
Z5Y4/2Xオリーブ色砂

第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

齢
■1=||■■ 4

SD169
15Y4/1灰 色ロー

^(5Y4/2Xオ リーブ色砂質ローム務 混)
25Y4/2Xオリーブ色砂
aイ5Y4/1灰色ローム

0          1:100        4m

③

SD156
1■ 5Y4/1灰色砂
2■5Y3/1オリーブ黒色砂質ローム
(■SY5/1灰 色砂1%混)
37575/1灰 色砂

第160図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
1。 2.SD156 3.SD168 4・ 5.SD169
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2 遺構

第161図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
SD33・ SD63・ SD64・ SD69。 SD173～SD175'SD181・ SD245。 SD330
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第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

下軸一ｂ

鞠 2

SD64
15Y3/1オリーブ黒色シルト(炭イヒ物混)

(5Y3/2オ リーブ黒色ローム1%プロックPAlこ混)
25Y4/3暗 オリーン色砂質ローム

F

6

鰤一ｄ

SD173
15Y3/1オリープ黒色ンルト(574/1灰色砂賓ローム1%混 皮イヒ効混)
広5Y4/1反色砂質ローム(5Y3/■リーブ黒色ンルト2%混 )
■5Y3/1オリーブ黒色シルト(5Y4/ユ 灰色砂質ローム5%混清機物混)
45Y4/22オリーブ色粘■質ローユ(6Y4/1灰色砂I%混 )
55Y4/2Xt妙

SD181
175Y3/2/リ ーブ黒色砂質ローム(■574/ユ灰色砂磁混)

'75Y4/1灰
色砂175Y3/24リ ーブ黒色砂質ローム1%混 )

SD175
15Y4/2Xオ リーブ色シルト
6Y3/2オリープ黒色,―ム276湧右機物温)
2 5Yνガリーブ黒色ローム
(5Y4/2Xオ リーブ色シルト1%混)

鰤一ｇ

j         デi            ぜ

15Y4/ユ灰色シルト(5Y5/ユ 灰色砂質ロームユ%温 )
25Y5/1灰 色砂質ローム(5Y4/1灰色ンルト2%混 )

SD33
15Y3/1オリーブ黒色ンルト(炭イヒ物有機物混)
25Y3/1オリーブ黒色ンルト(炭化物混)

第162図 手洗野赤浦遺跡
1.SD63 2.SD64
12～ 14.SD33

SD69
15Y3/1オリーノ黒色ンルト(炭イヒ物縄)
25Y4/1灰 色砂(5Y3/1オ リーブ黒色シ,ント混.炭■物2%混 )

0                         1:40                       2m

遺構実測図

3.SD174 4・ 5.SD173

琳
♯
坪
一一一一↓一一一

6. SD175  7・ 8。 SD181  9。 10。 SD245  11. SD69

39f



2 遺構

③

◎

a                r

翻 1

SD150
1■5Y3/2オリーブ熟色粘土質ローム

(■5Y5/1灰 色砂質コームlo%混府機物混)
275V5/1灰 色砂質ローム
(■5Y3/2オリーブ黒色消土質ローム1%混 )

i     2
SD142
1■5Y4/2灰 オリーブ色シルト

(75Yυワオリープ黒色砂質ロームユ%混 )
Z仏 5YO/2オリープ黒色砂質ローム

(7う Y4/顔オリーブ色ンルト1%混 )

毒 蕪 肇 こ
3

SD139
1つうY3/1黒褐色粘土質ローム

(25Y4/2暗 灰責色シルト質ローム2%混 )
22う Y4/1資灰色砂資ローム

SD140
1,おY7燒灰黄色粘■質ローム
22う Y4/2暗灰黄色粘土質ローム(25Y4/ユ黄灰色砂質ローム5%混 )
SD141
9おY4/1灰色シルト(■5Y3/2オリーブ黒色砂質ローム2%混 )

第163図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
1.SD150 2.SD142 3,SD139 4 SD140・ SD141 5,SD140

∂ν

正m(柱穴断面 )
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◎  @
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SD236
15Yヽ′確 リーブ色砂資ローム(5Y5/1灰色砂質ローム2%混 )
25Y5/1灰 色砂質ローム2%

SD216
15Y3■法 リーブ黒色シルト(5Y4/2灰オリーブ色ンルト質ローム5%混 ,有機効混)
2 FaY4/2灰 オリーブ色シルト質H―ム(5Y3つオリーブ黒色シルト2%混 )

第164図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
SD216・ SD236
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2 遺構

(5)井 戸
28号井戸 (S E28,第 165図 ,図版91・ 92)

谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区南側に位置し, S B12の北に隣接する。

井戸側は石組と曲物からなる。長径は3.62m,短径は2.16mの楕円形で,深 さは97cmである。北側

を大きな噴砂に切られる。掘形は,ま ず上から約30cmは全体を下げ,中央を直径約1.8mの 円形にさ

らに掘 り下げる。下部の掘形も大きく椀形を呈し,底面が広い。曲物をやや西よりに据え,周囲を石

で囲んで補強し,上面まで石を積み上げる。石は大小様々な自然礫を用い,積み方に規則性はない。

礫はS E40・ 41と 同様に大型のものは軟質の凝灰質泥岩で,小さい礫には凝灰岩等の硬質のものも含

まれる。埋土はオリーブ黒色シルト,黒色ローム,灰色粘土質ロームを基調とする層が水平堆積して

いる。

出土遺物は土師器小片 2′点,漆器 (力 )。 曲物 (=動 ・円形板 (どの・匙 (3の 。加工板である。谷状

地上面で検出されたが,井戸構築方法が S E40と 似ていることから時期差はあまりないと考えられ ,

遺構の時期は15世紀後半～16世紀初頭と推定する。

40号井戸 (S E40,第 166図 ,図版93)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区ほぼ中央に位置し,建物よりやや離れた場所にある。

直径2.46mの 円形で,深 さは66cmであるが,噴砂により激しく切られておリー部原形をとどめていな

い箇所もある。

井戸側は石組で,大小の自然礫を組んでいる。元の位置をとどめる石組は下層の一段だけで,石組

の一部であった可能性がある大小の自然礫が上・下層から出土した。出土した石は凝灰岩,片麻岩 ,

凝灰質泥岩 (大桑層泥質部)・ 砂岩等で石組の主体となる大型の礫は軟質の凝灰質泥岩である。井戸

枠と認められるものはなかったが,曲物の細片が出土していることから,抜 き取られた可能性もある。

掘形は大きく底面も広 く,中央からやや西よりに丼戸側が構築される。黒褐色粘土質ロームと灰色シ

ルト質ロームは裏込めの土とみられるが,上層にレンズ状に堆積する灰オリーブ色砂質ローム,黒褐

色シルト,黒褐色シルト質ロームは井戸崩壊後埋積した層と推測される。

出土遺物は中世土師器・珠洲 (男～D・91・ 古瀬戸 (%。 2の 。漆器 (%・ クの・曲物・加工板 (δの 。

加工材・柱 (男 )。 円形板 (ヱ0で ある。土器・陶磁器は15世紀のものが多く,降つても15世紀中頃

におさまるが,漆器の年代から遺構の時期が16世紀に降る可能性もある。

41号井戸 (S E41,第167図 ,図版93・ 94)

調査区中央やや東よりの微高地で検出した。

井戸側は上部の石組,下部の曲物 3段からなる。石組はS E40と 同様に大小の自然礫を使用し,大

型のものは軟質の凝灰質泥岩である。噴砂によって埋土が切り裂かれ,内部の曲物も液状化現象によ

り斜めになっていた。長径は2.46m,短径は1,9mの不整形で,深 さは75cmである。掘形はロート状で

上部が椀形に大きく開回するが,下部はほとんど掘形がない。埋土は灰オリーブ色砂質ローム,黒褐

色シルト,黒褐色シルト質ローム,灰色シルト質ロームである。

出土遺物は珠洲甕片 1点,井戸枠として使用された曲物 5点 (孝 ～ 8),砥石 1点 (δ )で ,他に

焼けた自然礫 (花商岩)が出土した。井戸枠として使用された曲物の年輪年代の測定値は1296年で ,

13世紀末～14世紀初頭に伐採された材を使用したものと推定される注38。 この曲物が転用後に丼戸枠と

して使用されたとしても,井戸の年代は14世紀代におさまるものと考えられる。遺構の配置からみる

と, S E41は SB6に 隣接し, S Dl10を側溝とする道路際に位置する。しかしSB6の 時期は15世
注38 第二分冊 自然科学分析 光谷拓実「 X 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島lEl跡 出土木製品の年輪年代」

∂θピ
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紀中頃～後半と推定されるため, S E41は SB6よ り古い時期のものといえ,建物に付属しない路傍
の共同井戸と考えられる。

158号井戸 (S E 158,第 168図 ,図版95)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区ほぼ中央に位置し,西側の建物群との関連が考えられ

る。建物域を区画するS D33,S D69間 のほぼ中央に位置する。

井戸側は曲物 3段からなるが,一番上の曲物は抜き取られ,埋土に痕跡のみ残る。長径は2.01m,

短径は1.99mの不整形で,深 さは70cnaである。掘形断面はロート状を呈し,上部は大きく皿形に開口

して下部の掘形はほとんどない。

土層断面から,ま ず曲物を積み,下層掘形に裏込めの上を入れた後に上層掘形を埋めて構築したと

考えられる。井戸枠の直径に対して上層の掘形の径が大きいが,掘形から呪符木簡以外の遺物は出土

していないので廃棄土坑等の別遺構の可能性は低く,井戸構築のために掘られた掘形と考える。掘形

の埋土は,下部の曲物周辺は灰色粘土質ローム,上部はオリーブ黒色シルト質ローム,灰色砂からな

る。曲物内の坦土は上層の灰色シルト,下層の灰色粘土質ロームに分かれる。

出土遺物は珠洲甕 (2の ,井戸枠として使用された曲物 (θ ・ヱの,漆器 (ヱの,呪符木簡 (5の で

あり,他に焼けた自然礫 (凝灰岩)が出土した。呪符木簡以外の遺物は井戸枠内の上部からまとまっ

て出土しており,井戸の廃棄時に埋められたものと考えられる。呪符木簡は,井戸掘形の北側隅の底

面に一部深くなる部分があり,その中から尖った方を下にして斜めに倒れた状態で出土した。掘形埋

上の上面では土の違いは確認されておらず,呪符木簡が埋められた後に掘形が埋められたものと考え

られる。井戸構築時の祭祀に関わる可能性が高い。遺構配置からS D33・ S D69に 区画された建物の

井戸と考えられ,14世紀の井戸と推定する。

183号井戸 (S E 183,第 169図 ,図版93・ 95)

調査区東端に位置し, SD4の埋上下で検出した。付近に建物等の遺構はないが,調査区の端であ
るため,調査区外に同時期の遺構が存在する可能性もある。

井戸側構造は特殊で,上部は多量の草本植物の茎を立てて長方形の井壁に貼 り付けるようにめぐら

し,その上面に長方形に板を乗せる。板には特別な木組構造はない。また井戸内から割れた折敷底板

が 3枚出土しているが,井壁の補強のために転用されたものであろうか。 3枚の内,辺材部が残る 1

枚の年輪年代の測定値は1306年であり注39,14世 紀初頭に伐採された材を使用したものと考えられる。

このことからS E 183の年代も14世紀前半と推定する。下部は楕円形の大型の曲物を据える。掘形は,

著しい湧水のため地山の砂が崩れて確認が困難であつたが,ほ とんどないものと思われた。上部と約

10cmのズレがあるが,地震による液状化の影響と考えられる。平面形は長辺68cna,短辺56cn4の長方形

で,深さは67cmである。埋土は上層のオリーブ黒色粘土質ロームと下層の灰色粘土質ロームからなる。

出土遺物は井戸枠として使用された曲物 (ヱ

=),折
敷 (∂θ～認・σの 。加工板 (7)。 加工棒 (びの・

部材 (δので,加工板・加工棒の出上が多い。

埋上の内,上層のオリーブ黒色粘土質ローム層を分析した結果,陸域指標種群の珪藻が検出され注40,

花粉化石が非常に少ないことから,井戸使用時ではなく,後の堆積層と推測された。また,落葉のク

ワ属,ア メガシワ等の樹木種実,ホ タルイ属等の草本果実,カ タバミ属等の草本種実が検出され,湿

地的環境と乾き気味の環境が周辺に存在したと推定された・41。 上層から出上した部材の放射性炭素年

代から,井戸は14世紀末～15世紀前半に埋没したと推定され激,その頃の環境を示すものと考えられ

る。

注39 第二分冊 自然科学分析 光谷拓実「X 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡出土木製品の年輪年代」
注40 第三分冊 自然科学舟析 株式会社パレオ ラボ 黒澤一男「Ш 班藻分析 2 岩坪岡田島遺跡の班藻化石群集」
注41 第二分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広 植田弥生「V 手洗野赤浦選跡 岩坪岡田島遺跡から出土した大型拒物化石」
注42 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田鳥選跡出土遺物の放射性炭素年代測定」

∂θ5



2 遺構

▽

SE28
1 5Vν lオリープ黒色シルト

(5Y5カ灰オリーブ色ンルト質ローム3%カック状に混,炭化物混)
25Y2/1黒 色ローム
(5Y4/1灰色ローム1%ブロック状に混右機物 礫混)
3 5YS/2オリーブ黒色シルト(炭1ヒ物混)
45Y4/ユ医色お■質ローム(炭化物混)

0             ■40            2m

第165図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
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SE40
15Y4/2Xオリーブ色砂質ローム(ワ 5Y3/1黒獨色シルト2%粒・Alこ混)
2 25WVI黒 網色シルト(5Y4/ユ 灰色シルト1%アロック状に混.炭イヒ効混)
12う Y3/1黒 tB色シルト質ローム(な機物混)
4 iOY4/1灰色シ″卜質ローム(25Y9/1黒褐色シルト1%粒 tAli混 炭イヒ助混)
,ワ 5Y3/1黒 獨色括土質ローム

0                1:40               2m

手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
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/

/

第166図

3θ7



2 遺構

0              1:20             1m

SE41
15Y4/2灰 オリーブ色砂質ローム(25YVユ 黒IB色ンルト2%XI状 に混)
2つ 5YO/よ黒褐色シ,レト(5Y4/1灰色シルト1%カ ック状に混,炭化物混)
325Y3/1黒 褐色ンルト質ローム(右機物混)
410Y4/1灰色ンルト質ローム(25Y3/1黒 褐色シルト1%粒状に混炭化物混)

o             l:40            2m

第167図 手洗野赤浦遺跡
SE41
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2 遺構

SE1 33
15Y34/2オ リープ黒色粘土質ローム(5YVl灰色粘土質ローム跡混有機物混)
2W4/1仄色活土質ローム(5Y3/2オ リープ黒色粘土質ローム2%混 ,右機物混)

O           r8(遺 物)       40cm
|

O            r20(遺 構)       lm

第169図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
SE183

(6)土坑
2号土坑 (SK2,第 170図 ,図版99)

谷状地 (S D18)坦土上面で検出した。調査区中央部北側に位置する。西側を噴砂に切られる。平

面形は楕円形を呈し,規模は63cm× 44cm,深 さ1lcmである。浅い皿状に窪み,炭化物がその中に敷か

れたように薄く堆積する。埋土は下層が灰色シルト質ロームで,炭化物層を挟んで上層は灰色ローム,

オリーブ黒色シルト質ロームである。出土遺物はない。

7号土坑 (SK7,第 170図 )

谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区中央部に位置する。SK8～ 11と 近接し,関連が考

えられるが性格は不明である。平面形は不整形を呈し,規模は1.14m× 85cm,深 さは31cmである。埋

土は黒褐色ローム,灰色シルト質ローム,オ リーブ黒色ンルトの水平堆積である。出土遺物は珠洲小

片 2点である。

8号上坑 (SK8,第 170図 )
谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区中央部に位置する。SK7・ 9～■と近接し,関連

が考えられるが性格は不明である。平面形は円形を呈し,直径50cm,深さは50cmである。掘形は上部

を広く掘り,その一部を深く掘り下げる二段掘りになっているので柱穴の可能性もあるが,付近に並

ぶ柱穴はない。埋土は上層がオリーブ黒色粘土質ローム,下層が黒色砂質ローム,灰色シルトを基調

とする。出土遺物はない。

9号土坑 (SK9,第 170図 )

谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区中央部に位置する。SK7・ 8。 10～■と近接し,

関連が考えられるが性格は不明である。平面形は楕円形を呈し,規模は41cm× 35cm,深 さは14cmであ

る。埋土はオリーブ黒色粘土質ローム,仄色シルトを基調とする。出土遺物はない。

10号土坑 (S K10,第 170図 )

谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区中央部に位置する。SK7～ 9・ ■と近接し,関連

○

θ′0



第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

が考えられるが性格は不明である。西側を暗渠に切られ全体の形は不明である。規模は幅55cm,深さ

は18cmで ある。埋土はオリーブ黒色ローム,オ リーブ黒色粘土質ローム,灰オリーブ色砂質ロームを

基調とする。出土遺物は土師質土器播鉢の破片 1点である。

11号土坑 (S Kll,第 170図 )

谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区中央部に位置する。SK7～ 10と 近接し,関連が考
えられるが性格は不明である。平面形は楕円形を呈し,規模は69cm× 55cm,深さは28ct4である。断面

は台形状を呈する。埋土はオリーブ黒色ローム,オ リーブ黒色粘土質ロームを基調とする。出土遺物

は珠洲の小片である。

12号土坑 (S K12,第 171図 ,図版96)

調査区北東の微高地で検出した。 SB7～ 10の建物群と切り合いがある。平面形は不整形を呈する。
規模は5,86m× 2.6rn,深 さ34cn4の 大型土坑である。埋土は灰オリーブ色粘土質ローム,黒褐色砂質
ローム,褐灰色砂等である。検出面は砂質であるため,建物を建てる前に凹地を整地したものであろ

うか。出土遺物は縄文土器・土師器・珠洲・古瀬戸 (%)・ 骨角製警 (ゴ )で,土器・陶磁器はすべ

て割れた破片であり1点ずつ出上している。古瀬戸はS E40と の接合資料である。遺物の時期から14

世紀の遺構と推定される。切 り合い関係から, SB7の S P 204,SB8の S P 238・ S B10の SP
239よ り古く, S K308よ り新しい。

26号土坑 (S K26,第 171図 )

谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区中央南側に位置し, S Bllと S B12の 間にある。 S

K27に 隣接する。平面形は楕円形を呈し,規模は1.5m× 97cm,深 さは56cmである。掘形は上層を広

く掘 り,その一部を深く掘 り下げる三段掘 りである。埋土は暗灰黄色シルト質ローム,オ リーブ黒色

シルト質ロームを基調とする水平堆積である。埋上を分析した結果,イ ネ未炭化穎,アサ,スベリヒ

ユ等の種実,ソバ等の花粉が検出され,周辺に水田,畑地があった可能性が示唆された訥。

出土遺物は土師器小片 2点,加工板 1点で,板は底面から出土した。

27号土坑 (S K27,第 171図 )

谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区中央南側に位置し, S Bllと S B12の 間にある。 S

K26に隣接する。平面形は不整形を呈し,規模は1.64m× 75cm,深さは16cmで ある。浅い皿状の窪み

で,中央部分が噴砂に切られる。埋土は暗灰黄色シルト質ローム,オ リーブ黒色シルト質ローム等を

基調とする。出土遺物は中世土師器 (∂
=)で
ある。

47号土坑 (S K47,第 172図 ,図版95)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区ほぼ中央に位置し, SBl～ 3の北に位置するS D33
と交差する。平面形は楕円形を呈し,規模は3.16m× 1.75rn,深 さ30cm,大型で浅い土坑である。坦

土はオリーブ黒色シルト,黒褐色ローム,灰色砂を基調とし,間に有機物を挟んでいた。

出土遺物は中世土師器皿 1′点 (∂り,中国製青磁碗 1′点 (3の ,漆器椀 1点 (〃),曲物状の薄板 1

点である。漆器椀は完形に近く,土坑の中央底面に張り付いた状態で出土し,曲物状薄板片はやや中

心からずれた底面近くで出上した。中世土師器は土器集中地点で出土した皿類と胎土等が共通する有

台の稜皿であり,南端の埋土上面から出土した。中国製青磁も同様に南端の埋土上面で出土した。

S K47に近い地山直上で中世土師器皿が 3枚まとまって出土しており,上面で出上した中世土師器 ,

中国製青磁は, S K47埋没後にこれらとともに祭祀的な意味合いをもって据え置かれたものと考えら

れる。中世土師器による祭祀はS D245に伴うものと推定されるので, S K47は S D245よ り古い時期
注43 第二分冊 自然科学奔析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広 植田弥生「V 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡から出土した大41植物化石J
第二分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広「Π 花粉分析 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島避跡の花粉化石群集J
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2 遺構

の遺構と考えられる。一方底面で出土した漆器等については, S K47に伴う祭祀行為の可能性が考え

られる。切 り合い関係では, S D33と 交差するが噴砂のため新旧は明確でなかった。埋土上面の青磁

が14世紀前半～15世紀前半,底面の漆器が14世紀代と推定されるので,遺構の年代は14世紀代と推定

される。

50号土坑 (S K50,第173図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央北側に位置し, SBl～ 3を囲む溝の外側にある。

平面形は楕円形を呈するが,噴砂に切られて若干変形している。規模は1.57m× 1.08m,深さ10cmで

ある。埋土はオリーブ黒色ローム,灰色砂が水平堆積する。出土遺物は土師器片 1点である。

67号土坑 (S K67,第 173図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央やや南側に位置し, SB4の内部にある。平面形

は円形を呈し,規模は,73cm× 63cm,深さ18c14である。埋土は黒褐色シルトの単層である。出土遺物

はない。

68号土坑 (S K68,第 173図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区ほぼ中央に位置し,S E40の南にあるS Kl13に隣接す

る。平面形は円形を呈するが,噴砂と湧水で変形している。規模は1.18m× 1.13m,深さ29cmで ある。

坦土は灰色砂の上に,オ リーブ黒色シルト,黒褐色シルトがレンズ状に堆積する。出土遺物はない。

72号土坑 (S K72,第172図 ,図版96)

谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区北西部に位置する。平面形は隅九方形を呈し,規模

は2.85m× 2.21m,深 さは28cmである。中央に溝状の掘り込みがある。埋土は砂混じりの黒褐色粘土 ,

灰色シルトで,水平堆積である。出土遺物は越前の橋鉢片 1点である。

99号土坑 (S K99,第 149図 ,図版89)

谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区中央に位置し, S B12の S P20に切られる。平面形

は楕円形を呈し,深さは19cmである。出土遺物はない。

113号土坑 (S Kl13,第 173図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央に位置し, S E40の南に隣接する。平面形は噴砂

や湧水で変形し,不整形を呈するも規模は2.49m× 2.21m,深 さ22cmである。埋土はオリーブ黒色シ

ルト質ロームと灰色粘土質ロームの水平堆積である。出土遺物は13世紀末～14世紀中頃の珠洲甕 1点

(M)である。

118号土坑 (S Kl18,第 173図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区西側に位置し, SBl～ 3を 囲む溝の外側にある。平

面形は円形を呈し,規模は30cm× 29cm,深 さ16cmで ある。埋土はオリーブ黒色シルト質ロームを基調

とする。出土遺物は土師器小片 1点・加工板・種実 (ク リ)である。

123号土坑 (S K123,第 173図 )

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区ほぼ中央に位置する。平面形は楕円形を呈し,規模は

2.05m Xl.51m,深 さ28cmである。埋土は壁際にオリーブ黒色シルト質ローム,その内側に灰色砂質

ロームを基調とする上が埋積する。オリーブ黒色シルト質ロームは壁の崩壊を防ぐため貼り付けたも

のであろうか。出土遺物は加工板 1点である。

127号土坑 (S K127,第 174図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区西側に位置し,SBlミ 3を 囲む溝群の東側にある。

∂,2
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平面形は楕円形を呈し,規模は68cm× 62cm,深さ14cmである。埋土は灰色シル ト混じりのオリーブ黒     |

色シルト質ロームで,噴砂に切られる。出土遺物はない。

128号土坑 (S K128,第 174図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区西側に位置し, SBl～ 3を 囲む溝群の西側にある。

平面形は円形を呈し,規模は直径62cm,深さ16cmで ある。埋土は灰色シルト混じりのオリーブ黒色シ

ルト質ロームである。S K129と の切り合いは噴砂のため不明である。出土遺物はない。

129号土坑 (S K129,第 1留図)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区西側に位置し, SBl～ 3を 囲む溝群の西側にある。

平面形は円形を呈し,規模は直径34cm,深 さ16cmで ある。埋土は灰色シルト混じりのオリーブ黒色シ

ル ト質ロームである。 S K128と の切 り合いは噴砂のため不明である。出土遺物はない。

130号土坑 (S K 130,第 174図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区中央北側に位置し, SBl～ 3を 囲む溝群の西側にあ

る。平面形は楕円形を呈し,規模は1.5m× 1.12m,深 さ26cmで ある。埋土は灰色シルト混じりのオ

リーブ黒色シルト質ローム,灰色砂質ロームである。出土遺物はない。

133号土坑 (S K 133,第 1馳図,図版87)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央西側に位置し, SBl～ 3を 囲む溝群の西側にあ

る。平面形は隅丸方形を呈 し,規模は2.42m× 2.18rn,深 さ12cmである。埋土はオリーブ黒色砂質

ロームを主体とし,中央を噴砂に切られる。

出土遺物は土師器皿の破片 1点,珠洲悟鉢片 1点である。土師器は回転糸切りの底部片で,土器集

中地点の中世土師器と同じタイプである可能性が高い。珠洲はV期頃のものである。隣接するSK

134と 同様に西側の建物群に関連する遺構の可能性がある。

134号土坑 (S K134,第 1盈図,図版87)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区中央西側に位置し, SBlミ 3を 囲む溝群の西側にあ

る。平面形は隅九方形を呈し,規模は2.82m× 2.04m,深 さ24cmである。埋土は下層にオリーブ黒色

ロームと灰オリーブ色砂がレンズ状に薄く堆積し,その上に灰色シルト質ロームが乗っている。

出土遺物は中世土師器 (∂D・ 種実 (モモ)である。隣接するS K134と 同様に西側の建物群に関連

する遺構の可能性がある。遺構の年代は,モモ核の放身ヤ陛炭素年代から14世紀末～15世紀前半と推定

される注44。

155号土坑 (S K155,第 175図 ,図版96)

谷状地 (S D18)埋上下で検出した。調査区南東部に位置し, S D 156で 区画された建物域の外側

にある。平面形は円形を呈し,規模は直径51c14,深 さ25cmである。

掘形の中心に曲物 (=0が据えられており,底面には害Jれた側板の大型破片が敷かれていた。曲物

は上部が欠損しており, もう少し器高があったものと考えられる。曲物内には大型の破片の他に,据

えられた曲物の一部とみられる破片が裂けた状態で検出された。埋土は掘形が黄灰色粘土質ローム,

曲物内がオリーブ褐色砂質ロームである。浅いため井戸の可能性は低く,集落域を離れていることと,

底面の側板の出土状況から特殊な性格のものと考えられる。出土遺物は曲物の他にはない。

182号土坑 (S K182,第 175図 )

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。調査区南端に位置し,周囲に遺構はあまりみられない。平面

形は楕円を呈し,規模は62cm× 58cm,深さ32cmである。埋土はオリーブ黒色シルト,灰色ロームを基
注44 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所「Ⅸ 放射性炭素年代NFl定  1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定J
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2 遺構

調とする。出土遺物はない。

185号土坑 (S K185,第 175図 )

調査区北東部の微高地で検出した。SB9内 にある。平面形は円形を呈し,規模は43cm× 38cm,深

さ28cmである。埋土はオリーブ黒色ローム,オ リーブ黒色シルトを基調とし,噴砂に切られる。中央

部を深く掘 り下げる柱穴状を呈するが,建物には並ばない。出土遺物は加工板 1点・種実 (オニグル

ミ)である。

193号土坑 (S K193,第 175図 ,図版96)

調査区北東部の微高地で検出した。 SB7～ 10の北に隣接する。平面形は楕円形を呈し,規模は

1.19m× 88cm,深 さ 8 cmである。埋土はオリーブ黒色シルト,灰色シルト,灰オリーブ砂質ロームを

基調とする。出土遺物はない。切り合い関係では, S K194よ り新しい。

194号土坑 (S K194,第 175図 ,図版96)

調査区北東部の微高地で検出した。SB7～ 10の北に隣接する。平面形は楕円形を呈し,規模は68

cm× 53cm,深さ12cmで ある。埋土はオリーブ黒色シル ト,灰色シルト,灰オリーブ砂質ロームを基調

とする。出土遺物はない。切 り合い関係では, S K 193よ り古い。

229号土坑 (S K229,第 175図 )

調査区北東部の微高地で検出した。SB9の北側にある。平面形は楕円形を呈し,規模は46cm× 33

cln,深さ16cmである。埋土はオリーブ黒色粘土質ローム,灰色砂質ロームを基調とする。出土遺物は

ない。切り合い関係ではS K230よ り新しい。

230号土坑 (S K230,第 175図 )

調査区北東部の微高地で検出した。SB9の北側にある。平面形は楕円形を呈し,規模は94cm× 65

cm,深さ22cmである。埋土は灰色シル ト混じりのオリーブ黒色粘土質ロームである。出土遺物はない。

切 り合い関係ではS K231よ り新しく, S K229よ り古い。

231号土坑 (S K231,第 175図 )

調査区北東部の微高地で検出した。 SB9の 北側にある。平面形は楕円形を呈し,規模は1.49m×

1.10m,深さ29cmである。埋土は灰オリーブ色粘土質ローム,灰色砂質ロームを基調とする。出土遺

物はない。切り合い関係では S K230。 S K235よ り古い。

235号土坑 (S K235,第 175図 ,図版96)

調査区北東部の微高地で検出した。 SB9の北側にある。平面形は精円形を呈し,規模は36cm× 35

cm,深さ40cmである。埋土はオリーブ黒色粘土質ローム,灰オリーブ色粘土質ロームを基調とする。

出土遺物は鍬 1点 (=),柱 1点 (551,加工板 1′点で,折 り重なるようにして出土した。切り合い

関係ではS K231よ り新しい。

248号土抗 (S K248,第 175図 ,図版96)

谷状地 (S D18)埋土下で検出した。 S D69の北側に隣接する。平面形は楕円形を呈し,規模は

1.28m X90cm,深 さ16cmで ある。坦土は灰色粘土質ローム,灰色シルトを基調とする水平堆積である。

出土遺物は珠洲壼の底部片 1点 (め ,加工板で,板は下層から出上した。

252号土坑 (S K252,第 153。 154図 )

調査区東側の微高地で検出した。平面形は不整形を呈し,規模は1.45m× 1.2mで あるが,噴砂に

よって若干変形している。埋土はオリーブ黒色シルト質ロームである。出土遺物はない。切り合い関

係では S D 138よ り新しい。
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SK2
15Y4/1灰 色ローム(炭イヒ物滉)
2 5Yν lオリーブ黒色シルト(炭イヒ物混)
3炭イヒ勤層
45V4/1灰 色シルト質ローム(炭化物混)

SK7
125V3/1昌 褐色ローム(5Y6/2灰オリーブ色砂質ローム跡 粒状に混炭化初混)
25Y4/1灰 色シルト質ローム(5Y6/2灰オリープ色砂質ローム5%粒状に混.炭化切混)
97う Y3/1オ リーブ黒色シルト(炭イヒ助混)

A
SK10

Hta

4

第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

O               r40              2m

SK9＼V

‐④ ⑬
卓

SK8・ SK9
15Y3/2オリープ黒色ローム(75Y4/1灰 とローム2踏観状tt混,炭化物混)
2 75Yνlオリープ黒色粘■質ローム(7う Y7ユ灰色ローム3%粒状に混炭イヒ勤混)
35Y2/1黒 色砂質ローム(炭 ILD混 )
45Y4/1灰 色シルト(炭化切混)

SKll
15Y3/2オリーブ黒色ローム(■5Y4/1灰色ローム2%粒状に混.炭化物混)
2 75Ya/1オ リーン黒色粘土質ローム(75Y4/1灰 色ローム3●4H状に混炭化栃混)

3

鰤一生祠悧猟＝．

SK10
15Y3/2オリープ黒色ローム(■5Y4/1灰色ローム2%粒状に混友イヒ物滉)
275Y3/1オ リーン黒色粘土質ローム(おY4/1灰色ローム3%粒状に混,炭fLD混 )
a SY4/2仄オリーブ色砂費ローム(炭化切滉)

第170図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
1.SK2 2.SK7 3.SK8・ SK9 4SK10 5.SKll
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2 遺構

SK12
10腱力灰オリーブ色粘■質ローム(5Y3/1オ リーブ黒色シルト5%混 )
25Y4/2仄 オリーブ色粘■質ローム(5Y3/2オ リープ黒色シルト賓ローム1%混 )
35Y5/1灰 色砂

4 11 YR17/1黒色砂質ローム(loYR2/2黒 褐色ローム1%混 )
S iOYR2/2黒 褐色ローム(loYR17/1黒 色砂質ローム1%混 )
6 10YM力灰黄召色砂質ローム
イiOYR4/1渦 灰色砂 (嘆砂)
8 iOYR3/2黒 禍色砂質ローム(loYR4/1樹 灰色砂1%混 )
0 10YR3/2黒 褐色ローム(10YR4/1縄 灰色砂1%混 .炭イヒ物混)

SK26

SK26
125Y4/2暗 灰費色シルト質ローム(2いr6/3に然い黄色ローム2%プロック状に混皮イと物混)
25Y3/1オリーブ黒色シ,レト質ローム(5Y6/1灰色シルト5%カック状に混,炭イヒ物混)
a5Y3/1オリープ黒色ンルト質ローム(5Y6/1灰色シルHO%プロック状に混)
45Y3/1オリープ黒色粘土質ローム(5Y6/1灰色シルト2%カック状に混,財ヒ物湿)
55Y3/1オリーブ黒色粘■質ローム(5Y6/1灰色シルト2%カック状に混)

第171図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図

SK27
12W4/211B灰 黄色シルト質ローム(25Y6/3にぷい黄色ローム2%プロック状に混皮イヒ物混)
25Y3/1オリーブ黒色シ″卜質ローム(5V6/1灰色シルトFD9。プロック状に混炭化物混)
3 drν lオリーブ黒色ンルト質ローム(5Yν l灰色ンルト10%カック状に混)
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第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

SK47
17うY3/1オリーブ黒色シルト(5YS/1灰色シルト2%カツク状に混,炭化物混)
つつうY3/1黒褐色ローム(5Y5/1灰色シルト1%プロック状に混)
37う Y5/1灰色砂(25V3/1黒 褐色ローム3%混 )

試Oプ

二十

SK72
125Y3/ユ 黒褐色粘土(砂 酸化鉄混)
22黄V2黒褐色粘土(砂混)
3■ 5Y4/1灰色シルト

第172図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
1.SK47 2.SK72
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2 遺構
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SKSO
15Y3/よオリーブ黒色ローム(炭 ILD混 )
25Y4/1灰 色砂(5Y3/1オ リーブ黒色シルト混炭イヒ効?%混 )

。
|§

::ii:|:::||:|::li::il:

SK68
15Y3/1オリープ黒色ン″卜(炭イヒ勤混)
22う Y3/1黒褐色ンルト(5Y4/1灰色砂2%滉 )
35Y4/1灰 色砂 (,5Y3/1黒 褐色ンルト2%混 )

SKl13
1■ FOv3/1オ リーブ黒色シルト質ローム(炭化笏混)
2■ 5Y4/ユ仄色粘土質ローム(炭化助混)

SЮ 18 1

‐⑨<」
5

a         が

SKl18
1夕うY3/1オリーブ黒色シルト資ローム(7う Y5/1灰色ンルトよ%ノロッタ状に混炭イヒ物混)
27う Y3/1オリーブ黒色シルト資ローム(7う Yo/1灰色ンルト2%プロッタ状tこ混,具イヒ物混)

O             r40            2m

第173図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
1.SK50 2.SK67 3.SK68 4.SKl13 5,SKl18
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SK67
125Y3/1黒 獨色シルト(炭化物混)

SK123
15Y5/1灰 色砂質ローム(5Y3/1オ リープ黒亀シル
ト質ロームつ0%カック状に混)
25Y3/1オリーブ黒色シルト賓ローム(5Y5/1灰色
砂質ロームiO%カック状に混 )

6.SK123
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1 75Yνlオリープ黒色シ,レト質ローム
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SK127
175Y3/1オリーブ黒色シルト質ローム
(75Y5/1灰 色ンルト7%プロツク状に混炭化物混)

。
|§

SK434  
ⅢⅢl・―■■:Ⅲll111111ⅢⅢ手ril::|,|:11

1ア5Y71灰色シルト質ローム(■5Yν 2オリーブ黒色ローム2%プロック状に混炭イヒ物混)
275Y3/2オ リーブ黒色ローム(■5Y4/1灰 色ンルト愛ローム3%混 )
35Y4/2FXオ ウーブ色砂

第174図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
1.SK127 2.SK128・ SK129 3 SK130 4,SK133 5,SK134

第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

SK130
1■ 5V3/」 オリーブ黒色シルト質ローム

(75Y5/1灰 色ンルト3%ブロック状に混,炭化物 礫混)
25Y4/1灰 色砂質ローム
(5Y3/1オ リープ黒色砂資ロームュ%混 )
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2 遺構

SK182
15Y3/1オリーブ黒色シルト(5Y4/1灰色ローム2%カ ック状に温)
2 FOY4/1仄 色ローム

(5Y3/1オ リーブ黒色ンルト5%カ ック状に混,炭化物混 )
35Y3/1オリープ黒色シルト(5YVI仄色ローム2%混 )

SK155
125Y4/3オリーブ召色砂質ローム(礫淀)
22・DYVユ黄灰色粘と質ローム

0              1■ 0

SK1 98・ SK194
15Y3/1オ リーブ黒色ンルト(5Y4/1灰色シルト1%混 炭化物泥)
2 5YVI灰 色シルト(5Y3/1オ リープ黒色シルト1%混 炭化切混)
3 5YV琢オリーブ色砂質ローム

50cm

■Кa

3

SK185
15Y3/1オリーブ黒色シルト(炭イヒ物混)
25Y3/2オリーブ黒色ローム(炭化物混)
35Y3/2オリーブ黒色ローム
(5Y4/ユ 灰色砂質ローム9笏プロック状に混)

よ

<が

a        SK229      sK230         sK231 こlρ
SK23S
1 5Vν ユオリープ黒色粘土質ローム

(5YVl灰色シルト2%ノロック状に混)
Z5Y4カ灰オリーブ色粘主質ローム
(5Y3/1オ リーブ黒色シルト5%混 )
3 ar5/ユ仄色砂

SK248
l W4/1T7k色粘土質ローム

(5Y5/1灰色ンルト2%混 炭化物混 )
25Y5/ユ 仄色シルト

(5Y71灰色粘土質ローム2%湿友イヒ物混)
a roY5/1灰 色砂質ローム

I SY3/1オ リープ黒色粘土質ローム(FoYVl灰色シルト2%カック状に混,皮イヒ物混)
25Y4カ灰オリーブ色粘土質ローム(5Y3/1オ リーブ黒色ンルト5%混 )
35Y4/1灰 色砂質ローム(5Y3/2オ リープ黒色ローム1%滉 )

0           1:20(拡 大遺物)     lm
O                        li40                       2m

第175図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図
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第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

(7)畑 (S D80～ 97,第 176図 ,図版97)

谷状地 (S D18)埋土上面で検出した。調査区西側に位置する。周辺には網目状の幅広の噴砂が多

く,近代の暗渠にも切られている。幅26cm～46cm,長 さ82cm～ 3.3m,深さ4～ 16cmの畝間溝 (さ く)

が並行して走る。埋土は灰色砂質ロームである。噴砂と近代の暗渠に切られる。出土遺物は土師器小

片 1点 。瓦質土器蓋の小片 1点 (791である。中世末期の遺構と考えられ,噴砂は1858(安政 5)年

の安政地震によるものと推定される。また,畑 と同じ面で検出した S K26の花粉・種実分析により,

栽培植物のアサ,ソバが検出されたことは遺跡周辺に畑地が存在した可能性を傍証するものと考えら

れる瀬。

(8)土器集中地点 (第 177図 ,図版98)

谷状地 (S D18)の 埋土下,調査区中央の建物域北側の地山直上で,中世土師器皿 (∂7-591が集

中して出上した。一部はS D245の肩に落ちかけた状態で出上しており,ま たS K47の埋土上面に

のっているものもあり,時期としてはS K47埋没後で, S D245が機能している時のものと考えられ

る。S D33か らは出土しておらず,遺構の配置からS D245と S D331よ時期を違えて建物を区画する

溝と考えており, S D33埋没後の可能性が高いと考える。

上器集中地点で出土した中世土師器皿は,他の遺構や包含層から出上した中世土師器とは形態も胎

土も異なる特殊なものであり,図示した地点以外からは出土していない。これらは南北 6m,東西 6
mの範囲に散らばっているが,あ る程度まとまって出土している箇所はS D245の 東端付近に無台皿

5個体 (2～翠0, S D245の東端から西へ約 3m付近に無台皿 5個体 (認～翠
=・
σ
=),そ
こから南ヘ

約 3m付近に無台皿 6個体 (Я～%・ 能), S K47上面南端付近に無台皿 4～ 5個体 (I～ 5の 。有
台皿 1個体 (3つ 。中国製青磁碗 (∂9 1個体となっている。この他に散在しているものを合わせる

と,中世土師器無台皿33個体 。有台皿 1個体・中国製青磁碗 1個体が確認できる。 4箇所のまとまり

が元位置に近い状態で出上したとすれば,中国製青磁碗・中世土師器有台皿が含まれるS K47上 面南

端の一群は特別な組成といえる。なお,この2点はS K47の 遺物としてとり扱ったが,上面で出上し

ているため時期的には土器集中地点の上器に伴うと考えられる。

周辺は噴砂が多く,零は噴砂によって引き裂かれ割れたものである。噴砂によって元位置からずれ

たと考えられるものもあるが,地震の発生は上部堆積層に完全にパックされた後であるので,噴砂に

よる移動距離は長くはないものと考えられる。土師器皿は仰向けで出土したものが多いが,翠θ・クは

伏せた状態で出土した。翠θを含む一群は4個体が並んで出上しており,意図的に並べられたものとみ

られる。

これら土器集中地点とした場所から出土した中世土師器 。中国製青磁はその出土状況から何らかの

祭祀を行ったものと推測される。後述するが,この上器祭祀はS D245等の溝からなる方形区画に囲

まれたSBlに伴う可能性が高いと考えられるli40。 位置的には, SBlを 囲む方形区画内の,北東部
分にあたる。

注45 第三分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広「Ц 花粉分析 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡の花粉化石群集」
第三分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広 植田弥生「V 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島通跡から出土した大型植物化石」

注46 第Ⅵ章 考察 3 手洗野赤浦遺跡の変遷
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第21表 手洗野赤浦遺跡 建物一覧
建物 斬子(m) 鶏

「
(m) 面積 (IYr) 棟方位

=大
梶僕'深さ(m) 柱間距離桁(m) LIFIFEh梁 (m) 柱穴と出土遺物 挿図 写真図膨

SBl 340 1394 N-83°一E 016～026 010～020 160～ 180 SP39 SP45 SP61 SP266 SP269 144・ 145 86-88

SB2 680 370 2502 N-7°一W 009～042 009-024 085～225 SP32,SP35,W38(柱 ),SP42～ 44,SP46,SP56.SP261,SP263 144145 86-88

SB3 205 N-82° W 021-037 010^-016 310～325 190-205 SP55,SP57,SP62,SP2磁 144145 86・ 87

測定不能 真北 016-062 008～026 SP160,SP161(柱 ),SP1621SP163,SP164(柱 ),SP165,V166

SP171,SP172,SP177
86^-88

SB5 測定不能 N-10°一E 011´ウ023 012～028 SP137,SP280(柱 ),V281(柱 )SP282(棧 )SP283(柱 )

饂 6 375 993 N-10°一E 021～039 004^,022 170-330 260～265 SP223(柱 ),SP225(柱 ),SP227(柱 ),SP240,
舒249(中世土師器),SP253(柱 )

146

SB7 440 360 N-73°―W 018-050 008-050 420～440 160～ 195 SP199,SP202,SP204,SP209,SP272.SP310 147

SB8 270 N-8°一E 018´-057 011～024 220～390 270 SP197(柱 ).SP201.SP215,SP233,SP238(柱 ),SP257(柱 ) 147・ 148 87・ 88

SB9 545 520 2768 N-2°一E 013～043 004^-024 2Ю～545 520 SP187,SP192(柱 ),_RP908,SP275 147 148 87

能 10 495 195 782 N-1° ―W 027～051 016^-030 195～445 150^-195 SP190,舒 214,SP22&SP239(柱 ),SP258(柱 ) 147・ 148 8788

SBll 640 550 3387 N-8° ―W 022-048 O13^-038 175～240 195～445 SP13(加工材),SP14(中世土師器・瀬戸美濃),SP21(中世
土師器 柱),SP29,SP30,SP79,SP105(柱 )ISP106

149・ 150 89

SB12 測定不能 N-51°一a 023～ 069 010～068 175´-240 270～ 280 SP19(柱 ),SP20(柱 ),SP100,V101(柱 ).SPlo3 149 150

第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

第22表 手洗野赤浦遺跡 柱穴一覧 (1)
建  物 遺 構 平面形

規模 (m)
出土遺物 特   記 挿  図 写真図版

長 さ 幅 深 さ

SBユ SP39 円 144 145

SP45 円 020 144 145

SP61 円 023 144・ 145

俄 266 円 144・ 145

SP269 楕円 144145

SB2 SP32 楕円 028 144145

SP35 円 024 144 145

SP38 円 柱 144・ 145

円 034 012 144・ 145

SP43 円 020 144■Ъ

V44 円 144 145

SP46 円 042 035 024 144145

SP56 円 020 144・ 145

SP261 円 144・ 145

SP263 円 008 144 145

SB3 SP55 円 031 029 144・ 145

SP57 円 021 020 144・ 145

SP62 円 037 144145

SP262 円 021 144145

SB4 SP160 円 0℃2 059 146

SP161 円 026 柱 88

SP162 楕円 045 008 146

SP163 円 032 022 柱 >SP164

SP164 円 (016) 008 くSP163

SP165 円 017

SP166 円

SP171 円

SP172 円 024

SP177 楕円 0堀

SB5 SP137 円 >SDl10

SP280 円 柱 (フ ) 146 88

SP281 円 022 柱 修 ) >SDl10 146 88

SP282 円 柱

SP283 円 柱 柱のみ 堀形無し 146

SP223 円 柱

SP225 楕 円 029 柱 (97) >SD4 146

SP227 円 022 022 柱

SP240 円 020

SP249 円 039 037 022 中世土師器 (′ ) 146

SP253 円 023 017 柱 (〃 )
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2 遺構

第22表 手洗野赤浦遺跡 桂穴一覧 (2)
建 物 遺 構 平面形

規模 (m)
出土遺物 特  記 挿 図 写真図版

長  さ 幅 深 さ

SP199 円 021

SP202 円 008 147

SP204 糖 円 032 >SK12

SP209 円 030 044 147

SP272 円 050 048 147

SP310 円 023 022 035

SB8 SP197 円 029 柱 147・ 148

SP201 円 011 147・ 148

SP215 円 020 147 148

SP238 不整 (049) 029 柱 (フ ) >SP239 SK12 147 148

SP257 円 柱 ∽ ) 柱のみ 堀形無し 147 148

SP187 円 027 147・ 148

SP192 円 柱 147・ 148

SP208 円 028 024 くSK207 147 148

SP275 円 147148

SB10 SP190 円 028 022 147・ 148

SP214 円 016 147・ 148

SP228 不整 147 148

SP239 円 (022) オとし7) SK12<SP239<SP238 147・ 148

SP258 円 柱 防 ′π ) 柱のみ 堀形無し 147・ 148

SBll SP13 楕円 048 030 加工材 149 150

SP14 円 032 027 中世土師器,瀬戸美濃 149 150

SP21 円 032 030 土師器,柱 願υ) 149 150

SP29 円 026 柱 (″ ) 149'150

SP30 楕円 024 031 149・ 150

SP34 円 028 149'150

SP79 円 047 149・ 150

SP105 円 024 柱 ∽ ) 149'150

SP106 円 034 149'150

SB12 SP19 円 柱 149'150

SP20 楕円 069 044 土師器,柱 ltrF) >SK99 149'150

SP100 円 149・ 150

SP101 円 035 桂 149 150

SP103 円 010 149・ 150

SA] SP73 円 025

SP77 円 022

SPlll 円 008

SP132 円 040 柱 (疹 )

SA2 SP74 円

SP75 円 025 024 026

SP76 円 030

SPl12 円 022

SP120 円 028 >SK121

SP122 円 021 022 柱

SP23 円 柱 留テ)

楕 円 066 022 柱 (翌 )

SP53 円

SP54 円 030 152

SP65 円 022 012 柱 傾,) 152

円 040 152

SP135 楕 円 048 036 柱しの 152

SP152 円 加工棒 152

円 152

円 046 柱 152

SP205 楕円 柱管D

SP285 円 017 i■ (うフ) 1軽
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第23表 手洗野赤浦遺跡 溝一覧

遺構 遺構種類
規模 (m)

出土遺物 特  記 挿 図 写真図版
幅 深  さ

SD4 流路 2540 030 土師器,珠洲 14r・σ),中国製青磁 (ク・Jl,円形板 (フ).漆器 骸p,

加工板 (2・力 ,種実,焼石

<SP225 153・ 154

SD5 池 076 土師器,中世土師器 (σ),珠洲修 ∂ ,中国製白磁 155・ 156

SD6 溝 土師器,中世土師器(ク・′の,珠洲(7′～〃),越前,古瀬戸Oσ ′ハ,

信楽,中国製白磁OIr・巧),中国製青磁(ガー■3),

加工板は集ν・2),山物(め ,底板(′),漆器骸め,五輸碁0),

砥石(か ,種実,焼石

155'157・ 158

SD33 滞 075 l122 >SK47 161・ 162

SD63 溝 026 007 161 162

SD64 溝 032 OЮ8 161・ 162

SD69 濤 161・ 162

SD80 畑 041 176

SD81 畑 038 008 176

SD82 畑 029 008 176

SD83 畑 026 176

SD84 畑 (025) 004 176

SD85 畑 004

SD86 lM (024) 004

SD87 lH (030) 005 瓦質土器 (秒)

SD88 lH 040 009 土師器

SD89 畑 035 004

SD90 畑 (046) 004 ユ76

SD91 畑 030 004 176

SD92 畑 028 176 97

SD93 畑 033 176 97

SD94 畑 004 176

"
SD95 畑 027 l104 176

SD96 畑 030 004 176

SD97 畑 029 004

SD109 溝 056 土師器,須恵器,加工材,加工板,種実 153・ 154

SDl10 溝 500 030 須恵器骸め ,中世土師器しじ),珠洲C疹 ,古瀬戸.漆器ψ 勿 .種実 >SP137・ SP281 153 154

SD138 溝 珠洲 99

SD139 溝 046 007 163 87

SD140 溝 085 016 163 87

SD141 溝 050 163 87

SD142 溝 OM 008 163 87

SD147 溝 l150 155'157

SD150 溝 067

SD151 溝 076 153・ 154

SD153 溝 080

SD154 溝 250 159

SD156 溝 076 020 珠洲,円形板 (′の 1611

SD168 溝 006 1611

SD169 溝 0お 007 160

SD170 溝 008 須恵器,中世土師器,珠洲 155

SD173 溝 殊洲 161・ 162

SD174 溝 032 008 161・ 162

SD175 溝 075 009 161 162

SD181 溝 060 161・ 162 87

SD216 溝 205 珠洲 骸ι)力七(硼 ,漆器 ゼ8‐か

SD236 溝 145 006

SD237 溝 068 l109 155・ 157

SD245 溝 050 161・ 162

SD330 溝 046 008

第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡
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2 遺構

第24表 手洗野赤浦遺跡 井戸一覧

第25表 手洗野赤浦遺跡 土坑一覧

遺 構 平面形

規模 (m)
出土遺物 特 記 挿図

長  さ 幅 深  さ

Sレ 8 楕 円 362 097 土師器,,漆器 (2)山物 (ツ ),円形板 (′分,匙 (;♪ ,加工板 91'92

SWO 円 246 203 066 中世土師器,珠洲 (刀～動 ,古瀬戸 ∽ ツハ,漆器 徳,ソか,曲物,加工板 徳′),

加工材.柱 (ν).円形板 (必 )

93

SF41 不 整 246 190 珠洲,山物 (イ官か ,砥石 (ι),焼石 167 93・ 94

SE158 不整 199 070 珠洲 (″め ,曲物 (θ・ノθ),漆器 ("),呪符木簡 (jめ ,焼石 168

SE183 方 068 曲物 (2)折敷 (認 ―笠・肋 加工板 (2).加工棒 (しめ ,部材 (ιハ 169 93・ 95

遺 構 平面形

規模 (m)
出土遺物 時  記 挿図 写真図版

長  さ 幅 深  さ

SK2 楕円 063 044 011 170

SK7 不整 114 085 珠洲 170

SK8 円 050 046 050 170

SK9 楕円 170

SK10 不 明 土師質土器

SKll 楕円 069 055 珠洲

SK12 不 整 034 縄文土器,土師器,珠洲,古瀬戸修め ,警 (′ ) SP204 SP238 SP239>SK12>SK308

SK15 円 030 030 004

SK26 楕円 097 056 土師器,加工板

SK27 不 整 075 中世土師器 (フ )

SK47 楕円 中世土師器 (bク),中国製青磁 し,),漆器 骸7),曲 物 <SD33

SK50 楕 円 157 土師器

SK67 円 054

SK68 円

SK72 隅丸方 221 越 前 96

SK99 楕 円 (074) <SP20 149 89

SK113 不整 249 221 殊洲 (フ ) 173

SKl18 円 029 土師器,加工板 ,種実

SK121 円 012 <SP120

SK123 楕円 028 加工板

SK127 楕円 062 174

SK128 円 062 174

SK129 円 (037) 174

SK130 楕円 026 174

SK133 隅丸方 242 土師器珠洲 174

SK134 隅丸方 282 204 024 中世土師器 (bび),種実 174

SK155 円 (046) 025 曲物 (イ ) 175

SK182 楕円 062 058 032

SK185 円 043 038 028 加工板種実

SK193 楕円 088 008 >SK194

SK194 楕円 068 <SK193

SK207 不整 035 >SP208

SK229 楕 円 l133 >SK230

SK230 楕円 094 065 022 SK229>SK230>SK231

SK231 楕 円 029 <SK230 SK235

SK235 楕円 035 鍬 (′ )柱 (bι)加工板 >SK231

SK248 楕円 珠洲 もι),加工板

SK252 不整 >SD138 153・ 154

認 ∂



第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

3 遺物

(1)土器。陶磁器
A 掘立柱建物

6号掘立柱建物 (SB6,第 178図 ,図版100)

=は
中世土師器皿である。口径11.9cm,器高2.6cm。 非ロクロ成形で,丸みをもつ厚い底部に外反す

る口縁部が付 く。外面は口縁部のヨコナデ部分と無調整の底部の境に尖った稜が明瞭に残ることが特

徴である。底外面は型等に押 し当てたものか,器面に細かいヒビ状の割れがそのまま残されている。

口縁部は内外面に煤が付着し,灯明皿として使用されたと考えられる。

B 溝
4号自然流路 (SD4,第 178図 ,図版108・ 110)

〃・∂は中国製青磁碗である。クは高台は断面四角で内部の到 りが浅く,底部は肉厚となる。外面

には不明瞭であるが錦をもつとみられる蓮弁文,見込みには圏線を有し,渦巻き状の幾何学花文が印

刻される。釉は高台外面にまでかかり,畳付と高台内は露胎である。高台内には焼台痕がある。太宰

府分類の龍泉窯系碗Ⅱb類に相当し,13世紀前半のものである。∂は高台は角ばり底部は肉厚である。

見込みに圏線を有し,草花文が印刻される。釉は透明度が高く,緑がかった灰黄色を呈する。全面に

施釉した後,高台内の釉を輪状に剥ぎ取る。剥ぎ取つた釉の周囲に砂が溶着しており焼台痕とみられ

る。龍泉窯系で上田分類のBⅡ ～Ⅳ類に相当し,14世紀～15世紀のものである。

翠・ 5は珠洲悟鉢である。をは底部で底外面は静止糸切 りである。卸目は 1単位が1.lcm幅 に 6条

の櫛歯原体を用いて,ま ばらに施入される。 5は 回縁部で,端部は外方に屈曲するように挽き出され,

端面には櫛目波状文を有する。V～Ⅵ期に比定され,14世紀末～15世紀中頃のものである。

5号池 (SD5,第 178図 ,図版108)

δは中世土師器皿である。口径7.3cm,器高 2 cmの小皿である。非ロクロ成形で,器面調整は口縁

部に一段のヨコナデを施すとみられるが,摩滅のため不明瞭である。

7・ 8は珠洲である。 アは甕である。口縁部はくの字状に外屈し,長頸の方頭を呈する。V期に比
定され,14世紀末～15世紀前半のものである。 8は悟鉢である。体部は直線的に開き,口縁部は端部

に広 く面を取る長三角形を呈し,端面は内傾する。卸目は 1単位2.9cm幅に8条の櫛歯原体を用いて,

口縁部よリー段下がった一定の位置から施入される。V期に比定され,14世紀末～15世紀前半のもの

である。

6号溝 (SD6,第 178図 ,図版100。 101・ 108。 110。 111)
9・ ′θは中世土師器皿である。 9は 回径8,8cm,器高2.3cmの小皿である。非ロクロ成形で,底部か

ら口縁部にかけて,緩やかに立ち上がる器形である。口縁部はヨコナデ,底外面は無調整である。部

分的に黒変している。
=θ
は口径8.8cm,器高3.lcmの小皿である。やや深身の九底を呈し,粗雑な作 り

で形は歪んでいる。国縁部はヨコナデを施すが,内面は雑な調整で,横方向のナデを何度も重ねてお

こなっている。底外面は無調整である。口縁部全体に灯芯油痕が厚いタール状に付着する。

ヱ
=～
ヱ∂は中国製青磁碗である。外面にヘラ描きによる蓮弁文を有するが,半濁した釉がかかってい

るため不明瞭である。」は龍泉窯系で上田BⅡ 類に相当し,14世紀後半～15世紀前半のものである。

νは見込みに印刻の一部がみえるが,意匠は不明である。釉は畳付を超えて高台内側にもかかる。上

田BⅡ 類またはBⅢ類に相当し,14世紀後半～15世紀前半のものである。
=∂
は見込みに圏線を有し,

骸 θ
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草花文の印刻があるが,半濁した釉のため不明瞭である。釉は畳付を超えて高台内側にまでかかるが ,

畳付と高台内の釉を削り取つている。高台内には輪状の焼台の一部が溶着している。太宰府分類の龍

泉窯系碗Ⅳ類または上田分類 BⅡ 類に相当し,14世紀初頭～15世紀前半に位置づけられるが,高台が

四角く高いので古い時期の可能性が高い。

ν・
=5は
中国製白磁皿である。理は外面は回縁部下をロクロケズリする。釉は細かい貫入がみられ

る。断面に漆継ぎの痕跡がある。ヱ5は粗製の皿で,内外面ロクロ削りを行うが,見込み中央には凸状

の削り残しがある。高台部は削り出されるが,狭 り込みは浅く低い高台となっている。見込みの釉を

円形に掻き取り,外面は体部に施釉するが底部と高台部分は露胎である。重ね焼きを行い,見込みに

4箇所目痕が残る。
=4・ =夙
よともに森田D群に属し,14世紀後半～15世紀のものである。

=σ

・ヱЯよ古瀬戸である。ヱδは天目茶椀である。口縁端部は緩 く外反する。鉄釉がかかり,高台周辺

は露胎である。古瀬戸後期様式Ⅱ期に比定され,14世紀末～15世紀初頭のものである。
=Я
よ腰折皿の

底部で,底外面は削り出し高台である。内面に灰釉がかかり,外面は露胎である。周囲を円形に打ち

欠いており,面子に転用された可能性がある。後期様式Ⅳ期新段階に比定され,15世紀後半のもので

ある。

=8～
2は珠洲である。ヱ8・ ゴθは橋鉢である。ヱ8は体部は直線的に開き,国縁部は端面が拡張した水

平口縁となる。端面には櫛目波状文を有する。卸目は 1単位1,4cm幅 に 7条の櫛歯原体を用いて,回

縁部よリー段下がった一定の高さから密に施入される。V期に比定され,14世紀末～15世紀前半のも

のである。
=9は
底部で卸目は摩減している。別はS E 158と の接合資料で,甕の底部である。2=は奏

で,口径は約50cmに復元される。口縁部はくの字状に外屈し,端部はやや長めの方頭を呈する。V期

に比定され,14世紀末～15世紀前半のものである。

110号溝 (S Dl10,第 179図 )

"は
須恵器杯Aである。底外面は回転ヘラ切 り,内面はロクロナデである。

%は 中世土師器皿である。非ロクロ成形で,口縁部にヨコナデを施すが,外面のヨコナデは回縁端

部のみで,以下は軽く指頭で押さえて器面調整する。小片のため傾きは明確ではないが,外方へ開く

形態である。

〃は珠洲甕である。口縁部はくの字状に外屈し,端部は方頭を呈する。Ⅳ期に比定され,13世紀末

～14世紀中頃のものである。

216号滞 (S D216,第 179図 )

%イよ珠洲甕である。口縁部はくの字状に外屈し,端部は方頭を呈する。外面の叩打成形は口縁基部

直下から行われる。Ⅳ期に比定され,13世紀末～14世紀中頃のものである。

C 井戸

40号井戸 (S E40,第 179図 ,図版108・ 111)

%イよ古瀬戸合子である。口縁端部から蓋受け部は幅広の凹面をなし,体部との境には稜をもつ。体

部は扁平な球形を呈する。肩部から底部近くまで垂下する隆帯を貼り付け,間隙に剣先状と花文状の

スタンプで施文する。粘土紐は指先で引き伸ばしたもので,断面形,長 さとも一定ではない。貫入の

ある灰オリーブ色の灰釉がかかる。古瀬戸中期様式 I～ Ⅱ期に比定され,13世紀末～14世紀初頭のも

のである。ttЯよ古瀬戸縁釉小皿である。口縁端部にのみ灰釉がかかる。後期様式Ⅳ期古段階に比定さ

れ,15世紀中頃のものである。

男～側は珠洲悟鉢である。体部は直線的に開き,日縁部は端部が拡張して広く面を取 り,断面は長
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三角形を呈する。端面は内傾して櫛目波状文が施される。V期に比定され,14世紀末～15世紀前半の

ものである。

158号井戸 (S E 158,第 178図 )

SD6と の接合資料に珠洲甕 (劾 がある。

D 土坑

12号土坑 (S K12,第179図 ,図版111)

S E40と の接合資料に瀬戸合子 (劾 がある。

27号土坑 (S K27,第179図 )

コは中世土師器皿である。非ロクロ成形とみられるが,摩滅のため調整は不明である。口縁端部に

灯芯油痕が残る。

47号土坑 (S K47,第179図 ,図版100。 101・ 110)

νは中世土師器稜皿である。口径10.6cm,器高4.Ocmの小皿である。ロクロ成形で,底部は回転糸切

りである。内面は緩やかに内湾するが,外面は口縁部下に稜をもつ。口縁部はやや外反し,端部はわ

ずかに肥厚し九く収める。細く高い高台を貼付る。見込みに [Q]字状を呈するヘラ記号状のくばみ

がみられるが,胎土に含まれた繊維が焼成により燃えて無くなった痕とみられる。

郎は中国製青磁碗である。見込みは広 く,無文である。高台はやや高く,高台内は粗雑に深く狭ら

れ,中央が凸状となる。胎土はやや暗い灰色を呈し,粗い。釉は濁つたオリーブ灰色を呈し,薄 くか

かる。施釉範囲は高台外側までで,畳付と内側は露胎である。太宰府分類の龍泉窯系碗Ⅳイ類～上田

D類またはEⅡ類に相当し,14世紀前半～15世紀前半のものである。

113号土坑 (S Kl13,第 179図 )

ンは珠洲甕である。口縁部はくの字状に屈折し,端部は方頭を呈する。外面叩打成形は頸部よりや

や下がつた位置から行われる。Ⅳ期に比定され,13世紀末～14世紀中頃のものである。

134号土坑 (S K 134,第 179図 )

%は中世土師器皿である。非ロクロ成形で口縁部にヨコナデを施す。口径は約10cmに復原される。

248号土坑 (S K248,第 179図 )

%は珠洲壷である。内外面ロクロナデで,底外面は静止糸切りである。

E 土器集中地点 (第 180・ 181図 ,図版100・ 102～ 107)

∂7-ωは中世土師器皿である。法量は,日径9,0～ 11.2cm,器 高1.7～ 2.6cm,底径4.8～ 6.8cmである。

ロクロ成形で,底部は回転糸切りである。底外面の回転糸切りの直径が口径の 1/2前後となるもの

が多いが,底部から体部へなだらかに湾曲して立ち上がるため,見込みが広い形態をなす。調整は,

体部はロクロナデ,見込みは摩滅のためほとんどのものが不明であるが,一方向の撫でがみられるも

の (37・ σの もある。ロクロ回転を利用して,体部の中程で上方へ挽き上げる際に,傾斜の変換点に

弱い稜をなすものもあるが,内面は滑らかで段はみられなぃ。口縁部の作工は特に丁寧で,外面は強

くなで,口縁端部はわずかに肥厚 して九く仕上げる。翠Яよ口縁の一部に,上から押さえられ上面に面

を取つたように見える箇所もある。5Яよ見込みに一部黒変がみられるが,他はすべて均―に責桃色を

呈し,灯芯油痕はみられない。47と Pの見込みには焼成前に胎土に混入した植物質が,燃えて消滅し

た痕跡らしい窪みがある。胎土は肉眼観察では海綿骨針と赤色粒を含み,すべて精緻である。∂7・

努・翠9・ %については剥片観察法による成分分析を行い,その結果,他から出土したものに比べて鉱

物片の種類が少なく,海生種の珪藻と海綿骨針を含む点が特徴であることがわかった。特にカリ長石
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を含まない点では,庄川扇状地堆積物の影響が及ばない地域,西山丘陵周辺では丘陵地内に入り込ん

だ低地の堆積物を使用したと推測されたM。 以上のことから土器集中地点から出土した中世土師器皿

は胎土,成形 。調整技法に共通した特徴がみられ,かつ,他の遺構から出上したものとは異質のもの

といえる。年代については, S K47上面で出土した14世紀前半～15世紀前半の中国製青磁と同時期の

可能性が高く,ま た法量的には14世紀中頃以降のものと考えられる。

F 畑

畑 (S D87,第181図 )

知は瓦質土器蓋である。口径10.6cmである。外面はケズリ後,不定方向のナデを施し,器面には凹

凸がある。内面の突出部の削り出しは粗雑で,縁辺には連続した工具痕が残る。外面から内面端部に

かけては黒変し,胎土には白色粒,石英を多く含む。中世末～近世のものである。

G 谷状地 (S D18,第182図 ,図版107・ 109)

密は須恵器杯 B蓋である。ボタン状の扁平なつまみが付 く。

クは土師器高杯である。脚に円孔透かしを有する。調整は摩減のため不明である。

霧～79は中世土師器皿である。階～絡は非ロクロ成形である。絡・2・ 7Яよ底部から口縁部にかけ

て緩やかに丸みを帯びて立ち上がる。 8 cm前後に復原される小皿で,2は口径7.9cm,器高2.lcmであ
る。調整は口縁部にヨコナデを施すとみられるが,摩滅のため詳細は不明である。跨1ま 口縁部に灯芯

油痕が残る。%・ %は見込み縁辺部を外方へ押し出すようにくばませ,やや外反する口縁部がつく。

日径7.5～ 8.Ocm,器高1.9～ 2.2cmの小皿である。調整は口縁部をヨコナデし,粗い筋状のナデ痕が残る。

外面は無調整である。跨～7Яよ口縁部に灯芯油痕が残る。絡は口径約11.8cmに復原される。底部から

口縁部にかけて緩やかに立ち上がる。口縁部にヨコナデを施し,底タト面は無調整である。79はロクロ

成形で,土器集中地点に多くみられる形態の皿である。

8θ～νは珠洲指鉢である。体部は直線的に開き,口縁部は端面が拡張して内傾する。端面に波状文

はみられない。認の卸目は1単位 3 cm幅 に11条の櫛歯原体を用いて施入される。V期に比定され,14

世紀末～15世紀前半のものである。

那は青磁碗である。日縁端部は外反し,丸 く収める。太宰府分類の龍泉窯系碗Ⅳ類～上田DⅡ類に

相当し,14世紀前半～15世紀前半のものである。

Mは土錘である。樽形を呈し,欠損により長さと直径は不明,孔径は2.3cm,残存部重量は13.4gで

ある。

H 包含層の土器・陶磁器
須恵器 (第 182図 ,筋～8の

“

～8Яま杯B身である。%の底外面は回転ヘラ切りである。 8世紀のものである。8尉よ低い高台が

外方へ開き気味に付く。底部は回転糸切りである。10世紀のものである。Mは杯B蓋である。頂部は

平坦で,日縁端部は角ばる。調整は,頂部はやや粗雑であるが,全面ロクロナデを施す。 8世紀のも

のである。

土師器 (第 182図 ,認・891

認・脚は甕である。摩耗のため調整は不明である。胎土に粗い砂粒をやや多く含む。

中世土師器 (第 182図 ,労～
=α
,図版107)

9θ～ヱθ
=は
皿である。9θはロクロ成形,9=～

=θ
ヱは非ロクロ成形である。9θ～97は 口径7.0～ 8.7cm,

器高1.7～ 2.2cmである。9θは底部は回転糸切り,見込みを一方向ナデした後,体部にロクロナデを施
注守 第三分冊 自然科学分析 パリノ サーヴェイ株式会社「Ⅶ 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島選跡の上器成分分析」
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す。9ヱは底部から口縁部にかけて緩やかに内湾する。口縁部はヨコナデするが,他は摩減のため不明

である。口縁部には広い範囲にタール状の灯芯油痕が付着する。クは口径7.8cm,器高2.2cmで ,小振

りだがやや深身の皿である。端部は九 く収める。調整は摩減のため不明。口縁部に灯芯油痕が残る。

男は底部の器厚が不均等な平底で,外反する口縁部がつく。見込みを一方向ナデの後,口縁部に一段

のヨコナデを施す。底外面は無調整である。開～9尉まやや丸みを帯びた厚い平底に,外反する短い口

縁部がつく。調整は口縁部はヨコナデ,見込みは一方向ナデ,底部外面は無調整である。%は口縁部

に灯芯油痕が残る。θ列ま黒変している。%～
=θ
θは浅く,外方へ開く形態である。口径は8.9～ 12.Ocm

である。露・ユθθの口縁端部は,つ まみ上げて九く収める。内面はほぼ全体をヨヨナデするが,外面

は口縁部のみで,以下は軽 く指で押さえて器面調整する。露は広範囲に煤が付着する。
"は
口縁部が

やや肥厚し,外面に面をとるように上方に尖らせた形態をとる。口縁部はヨコナデを施し,タ ール状

の灯芯油痕が付着する。
="は
内面の一部に布状の圧痕が残る。

=θ=は
口径7.7cm,器高2.6cmで ,口径

は小振 りだが,深身の形態で,器壁は厚い。調整は摩減のため不明だが作りは粗雑で,丸底の特殊な

器形である。

珠洲 (第 183。 184図 ,=ν～=",図版
108。 109)

=ν
～
=鋸
は悟鉢である。

=ν
～
="は
体部が直線的に開き,口縁部は端面が拡張して内傾する。V期

に比定され,14世紀末～15世紀前半のものである。ヱνは端面に櫛目波状文を有する。卸目は,ヱν・

=鋸
は口縁部よリー段下がつた一定の位置から密に施入され,="はやや間隔を置いて施入される。卸

目原体は,=露が1.7cmに 7条 ,="は 4硼幅に14条が 1単位である。
=θ
δ～ゴ鋸は底部で,底外面は静

止糸切 りである。卸目の櫛歯原体は,ヱ
"は
1単位が 2 cm幅 に6条 ,ヱθ猾ま3.2cm幅に12条の櫛歯原体

を用いて密に施される。
=鋸
は板状圧痕があり,ヘラで起こしたものと考えられる。

="～
ヱヱ∂は壼である。

=ヱ

θ・
===は
叩打成形の中壷で,外面に平行叩き,内面に円礫の当て具痕を有

する。頸部は垂直に立ち上がり,口縁部は弧状に外反する。
=ω
の回縁部形態は外端部を挽き出し端

面を拡張させる。』θ・王ヱ王は口縁部先端を肥厚させ外方に突出させる。
==2・
互
=β

は底部で静止糸切り

である。

=フ
～ヱ
"は
甕である。

=ツ
～ヱ刻は回顎部はくの字状に外屈し,口縁端部の形態は

=ツ
が長めの円頭 ,

」5。 ヱヱ7・
=ヱ

8は長めの方頭,コσ・ヱヱθは端部が平直な方頭,ヱ知は円頭を呈する。Ⅳ～V期に比定さ

れ,13世紀末～15世紀前半のものである。ヱ
=9は
口縁部内面に別個体が溶着する。

=2王

・王2は 口縁部

を長めに挽き出し,やや垂下させて端部は丸く仕上げる。Ⅲ期に比定され,13世紀中頃のものである。

越前 (第 184図 ,ユ雰,図版111)

=%は
甕である。口縁部は方頭を呈し,外面口縁部下に断面三角形の稜をもつ。鉄釉がかかる。16

世紀前半のものである。

信楽 (第 184図 ,=%)

=%は
壷である。胎土に長石を多く含み,外面に灰赤色の自然釉がかかる。

瓦質土器 (第 184図 ,図版111)

ヱ%は火鉢である。口縁部は内傾 し,上面に広 く面を取る。外面に隆帯を貼 り付け,雷文を連続で

印刻する。胎土は骨針を含み,淡赤橙色で堅く焼き締まっている。

輸入陶磁器 (第 184図 ,=%～
=∂
a図 版■0)

=%～
ヱ例は中国製青磁である。

=2σ
～
=∂
θは碗である。

=2σ
はタト面に鏑蓮弁文を有する。太宰府分類

の龍泉窯系碗Ⅱb類に相当し,13世紀前半のものである。ヱ〃Яよヘラ彫 りの蓮弁文を有するが,細 く,
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釉が半濁しているため不明瞭である。
=那
は鏑のない幅広の片彫 り蓮弁文を有する。日径が小振 りな

ので14世紀中頃以降の可能性が高い。釉は透明感のある緑がかったオリーブ灰色を呈する。
=ク
7・
=那

は龍泉窯系で上田BⅡ 類に相当し,14世紀後半～15世紀前半のものである。ヱ刀はヘラ彫り蓮弁文を

有する。太宰府分類の龍泉窯系碗Ⅳ類～上田BⅡ類に相当し,14世紀前半～15世紀前半のものである。

ヱ∂θは腰が深 く見込みは広い。花文の印刻があるが,浅 く明瞭でない。高台はやや高く,高台内の快

りは雑で中央が凸状になる。釉は透明感のあるオリーブ灰色を呈し,畳付を超えて高台部の内側にま

でかかる。高台内は露胎である。太宰府分類の龍泉窯系碗Ⅳイ類を上限とし,14世紀前半～15世紀前

半のものである。
=∂
ヱは皿である。高台は低 く,底部の器壁は薄い。釉は透明感のあるオリーブ灰色

を呈し,全面に施釉後高台内を輪状に掻き取る。見込みに花文の印刻があるが浅く不明瞭である。九

い破片で周囲は擦れて角が無くなっていることから面子に転用されたものであろう。太宰府分類の龍

泉窯系碗Ⅳイ類を上限とし,明代に下る可能性もある。

=認
～
=Mは
中国製白磁である。■フは杯である。体部は内湾して立ち上がり,回縁部は外反する。

胎土は軟質粗製で,釉は細かい貫入がみられる。
=郎
は皿で,小 さい角高台が付 く。胎土は軟質粗製

で黄灰色を呈する。釉は不透明で細かい貫入があり,高台の外側までかかるが畳付と高台内は露胎で

ある。高台内に「十」の墨書がある。
=ン
は杯である。高台に狭 りがあり, 4足 に復原される。釉は

透明感があり,やや青みがかった灰白色を呈し,貫入がみられる。全体に施釉された後,接地部の釉

のみ削り取る。
=認
～
=Mは
森田D群に属し,14世紀後半～15世紀のものである。

ヱ節は中国製染付である。波状口縁で,口縁端部に反って概念化された稜花が描かれるが,単位は

不明である。景徳鎮窯系の可能性があり,16世紀後半以降のものであろうか。

瀬戸美濃 (第 185図 ,′」δ・王認,図版111)

=∂
σは天目茶椀である。□縁部は短く外反する。赤味がかった鉄釉がかかり,高台周辺は露胎であ

る。大窯Ⅳ期前半に比定され,16世紀末のものである。ヱ認は皿である。貼り付け高台で,高台内側

に輪 ドチ痕があり,その周辺まで灰釉がかかる。大窯 I～ Ⅱ期に比定され,15世紀末～16世紀前半の

ものである。

古瀬戸 (第 185図 ,ヱ∂猛 図版111)

=∂
Яよ縁釉小皿である。口縁部に鉄釉がかかる。後期様式Ⅳ期古段階で,15世紀中頃のものである。

越中瀬戸 (第 185図 ,=刃～ツ9,図版112)

ヱ側は椀である。体部上半は直立気味で,口縁部はわずかに外反する。内外面ロクロナデで,鉄釉

がかかる。16世紀末～17世紀のものである。

認θ～ツ冽よ皿である。ツθ～留率は九皿で,体部が外方へ大きく開く形態である。16世紀末～17世紀

のものである。内面と外面上半はロクロナデし,ヱ翠θ・
=率=・
フ∂・」翠をは外面の体部下半から底部にか

けてロクロケズリし,高台を碁笥底状に削り出す。ヱクは断面三角形の高台を貼 り付け,高台周囲を

ロクロナデする。ヱ翠θ。ど翠率は黒褐色の鉄釉,フ′～
=を
∂は灰白色～浅黄色の灰釉が施される。施釉範囲

は口縁部内外面で,体部下半は内外面とも露胎である。
=狙
・ヱクは見込みに印花がある。塑5・ ツσは

向付で,体部が下半で屈曲し口縁部が直立する形態である。′翠5は鉄釉,νσは灰釉を施す。登窯期の

製品で,17世紀のものである。ヱ翠δは見込みに重ね焼きの痕跡がある。

ヱ翠71よ香炉である。口径は10.6cmである。体部は直立し,口縁部は内端を摘み出して,上方に面を

取る。外面は残存部全体に,内面は口縁部のみに鉄釉が施される。16世紀末～17世紀のもの。

=翠
8は火入れである。口径は13cmに復原される。口縁部は体部よりやや窄まり,端部は肥厚して上
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方に面を取る。残存部全体に鉄釉が施される。16世紀末～17世紀のもの。

フ9は鉢である。体部は直線的に開き,日縁端部は九 く収める。口径は23.6cmに復原される。内外

面ロクロナデし,鉄釉を施す。16世紀末～17世紀のもの。

唐津 (第 185図 ,デ刃～
=ヌ
,図版112)

=Я
は椀である。削り出し高台で,高台周辺はロクロケズリである。内面に鉄釉がかかり,外面は

露胎である。

=刃
・
=ν
～ヱ又は皿である。ヱ刃は内面に,鉄絵で草葉文が描かれる。内面全面と外面の高台部外縁

まで灰釉を流しかける。高台は断面四角形でやや高く削り出す。胎土目が残る。16世紀末～17世紀初

頭のものである。】ν～
=影
は灰釉を内面全面と外面体部上半に流しかける。ユν・

=53は
各都中位で屈

曲して口縁部が外反する。
=房
は見込みに胎土目積みの目痕があり,16世紀末～17世紀初頭のもので

ある。
=ヌ
は砂目積み痕が底部内外面に残る。高台の削り出しは浅く,底部の器壁は厚 くなる。17世

紀前半のものである。

伊万里 (第 185図 ,=昴:図版112)

="は
皿である。高台を三角形に削 り出し,内面は染付がある。見込みは蛇の目釉剥ぎの中に重ね

焼き痕が残る。外面は全面釉がかかる。波佐見窯系で,17世紀後半～18世紀前半のものである。

陶器 (第 185図 ,=5の

=“
は産地不明の皿である。口縁端部はわずかに外反し,体部中程で外面にはロクロロの稜がある

が内面には圏線状の凹線ができる。底外面は回転糸切 りである。竪く焼き締まっている。

土錘 (第 185図 ,=57-=“I図版113)

=γ
～ヱδθは土錘である。球形を呈し,端部に面取りがみられるものもあるが,外面は摩減している。

ヱ5劉よ長さ2.3cm,直径2.5cm,重量は10.4gで ,小振 りで軽い。ヱ用は端部欠損により長さ不明,直径

5,3cm,子し径2.Ocm,残存部重量は48.2gである。
=刃
は長さ5,Ocm,直径5。4cm,孔径1.7cmで あるが,欠

損しており,残存部重量は76.5gで ある。
=δ
θは長さ5.5cm,直径5.Ocm,子し径1.5cmであるが,欠損して

おり,残存部重量は64.lgで ある。

根付 (第 185図 ,=α,図版■3)

=α
は磁器の根付である。大黒の面根付で,紐を通すための孔を有する桟が裏面にある。外面には

灰黄色の釉がかかる。
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3 遺物

(2)木 製品

鍬 (第 186図 , =,図版114)

=は
鍬身である。 S K235か ら出土した。半楕円形を呈し,厚 さは刃縁に向かって薄くなる。柄孔

は台形で着柄角度は直角に近い。アカガシ亜属の材を使用している。

下駄 (第 186図 , 2,図版114)

2は包含層から出土した。連歯下臥で隅丸方形を呈する。長さ12.9cm,幅 8.6cm,高 さ3 7cmと 小振

りで,子供用とみられる。材はヒノキである。

曲物 (第 186・ 187図 , ∂～ヱ∂,図版114～ 116)

曲物の材はヒノキが多く, 9。 12のみスギである。

∂はSD6か ら出土した。直径16.6cmの小型品で,上端は焼け焦げている。側板は 1枚板を2重に

巻き付けて樺皮綴じする。内面にケビキはなく,外面は綴じ部に沿って 1本ケビキがある。打ち合わ

せは左前である。

翠～ 8は S E41か ら出土した。 4・ δ～ 8は上部を欠損している。 4は S E41の最上部の井戸粋で,

出土時は完形であったが,上部は焼けて炭化しており,保管中に上半分が腐朽してしまったものであ

る。出土時は器高が約35cmで,帯は側板の高さを三分する幅のものを上下に巻き,上下とも打ち合わ

せは右前であった。側板と帯はそれぞれ一枚板を樺皮綴じし,綴 じ部は対称の位置にある。帯の綴じ

部には曲線的に狭ったキメカキがある。内面ケビキは打ち合わせ部分のみで,外面ケビキは綴じ孔の

列の端と中央に施される。側板は本綴じのみで,帯は小綴じも行われる。打ち合わせは側板,帯 とも

に右前である。底部には木釘が打たれている。 5は側板の上に同様の幅の側板を巻いてそれぞれ樺皮

綴じし,上下の縁に帯を巻く。綴じ部分は 3枚が交互に対称位置にくるよう巻かれているので,内側

の側板と帯の綴じ部の位置が同じになっている。内側の側板の綴じ方は4段の本綴じのみで,外側の

側板の方が段数が多く細かく綴じられている。側板には外面ケビキがあるが,帯にはない。内面ケビ

キは側板にもない。キメカキはなく,打ち合わせは側板 2枚と下帝が右前,上帯のみ左前である。底

部には木釘孔がある。年輪年代の測定値は1296年以降とされているE48。 σ.7は欠損のため詳細は不

明であるが,内面ケビキは斜め方向で粗く,部分的である。 σは,側板は欠損のため綴じ部の詳細は

不明である。帯は斜めのキメカキがあり,綴 じ方は上縁の内側に紐端を残して上へ向かって一段綴じ,

下へ返して紐端の上を通つて一列 7段綴じする。 8は側板の上に太い帯を巻き,さ らにその上に細い

帯を巻いてそれぞれ樺皮綴じする。綴じ部は 3枚が交互に対称位置にくるようになっている。外側の

帯には斜めのキメカキがあるが,外面ケビキはない。側板の内面ケビキは斜め方向に雑に施され,間

隔が広く部分的である。

9・
=例
よS E158か ら出上した。 9の側板は半周分の 2枚の板を2箇所で右前に打ち合わせて一周

とする。上辺は内面返し縫いをし,一列で綴じる。内面にはケビキがある。上下の帯は,曲線的なキ

メカキがあり,上帯の樺紐は一部しか残存していないが,上下帯とも2列 目に折り返して留める「返

し留め」を行っている。帯には外面ケビキがある。打ち合わせは右前である。
=例
よ側板に太めの帯を

巻き付け,その上にさらに細い帯を巻く。側板は内面全面にケビキがあるが,内側の帯は綴じ部のみ

ケビキがあり,外側の帯には全くない。側板の打ち合わせ部は,端が内・外側ともに割れて欠損して

いるため詳細は不明だが,残存部をみると,両方とも端は斜めに切られており,少 し重なるだけで樺

皮で綴じられてはいない。内側の帯の綴じ部は斜めのキメカキがあり,外面ケビキはない。綴じ方は

2列綴じで,返 し縫いの際に前列は外側で,後列は内側で 2段外して巻き付けるようにする。タト側の

注48 第三分冊 自然科学分析 光谷拓実「X 手洗野赤浦遺跡 岩坪阿日島遺跡出土木製品の年輪年代J

θどを
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帯は樺皮綴じがあるが欠損のため詳細は不明である。

==は
S E183か ら出土した。楕円形で,長径61.5cm,高 さ23.6cmの 大型品である。側板は 1枚板を長

径の中心部分で左前に打ち合わせる。内面ケビキは楕円の直線部分を除いて施され,一部には斜めの

ケビキを重ねている。側板の綴じ部は重なった内側の上縁に曲線的なキメカキがある。打ち合わせは

約14cmの重なりがあるが,内側の端で一列に綴じ,外面の端の浮きは帯を上から巻くことによって押

さえている。帯は内側の側板より約 4 cm低い。 2枚の半周分の板を2箇所で左前に打ち合わせる。 2

箇所とも上下縁にキメカキがあるが,どちらも上縁のキメカキの方を丁寧な曲線に仕上げ,下縁は

徐々に幅を減じる斜めのキメカキになっている。綴じ部は折り返して下半を2列綴じする。それぞれ

約 1帥の間隔を開けた2列の外面ケビキがある。底部には木釘が密に打ち込まれ,現状で35箇所確認

できる。

=2は
S E28か ら出土した。側板は 1枚板を 1箇所で樺皮綴じする。内面全面にケビキがあり,一部

は斜め方向のケビキを重ねる。綴じ孔に沿って,外面ケビキもある。帯は側板の高さを三分する幅の

ものを上下に2枚巻き,側板の綴じ部の反対側で樺皮綴じする。上下帯とも上縁・下縁に曲線的なキ

メカキがある。帯は打ち合わせ部にのみ,やや粗雑な内面ケビキがある。綴じ方は2列綴じで,下帯

については,は じめは外に紐端を残して前列 1段目から上へ向かい,キ メカキの上から折り返して紐

端の上を通り,数段分を外して下方を2段綴じた後,下から折り返して数段分はずし上 2段を綴じる。

上の帯は同様の綴じ方で,天地が逆になる。さらに,上方に3列 目があるが折 り返したものか不明で

ある。底部には木釘が打たれている。

王∂はS K155か ら出土した。欠損のため詳細は不明だが,内面にはケビキがあり,一部は斜め方向

のケビキも重ねられている。樺皮綴じの孔もあるが,綴 じ方の詳細は不明。

円形板 (第 188図 ,ヱ翠～
=β
,図版117)

=翠
はSD4か ら出土した。両面に漆が塗られ,一方の面には線状痕が多く残る。ヱ5は SD6出土で,

側面から目釘が打ち込まれており,曲物の底板と考えられる。両面が焼け焦げている。
=δ
は S D 156,

ヱЯまS E28,′ 8は S E40出土である。直径は■節 約24cm,ヱ働 約ヾ40cm,ど 8が約20cmに復原される。材

は認・
=駒
ヒヾノキ,王働 ヒゞノキ属,=σはスギ,=8はサワラである。18は放射性炭素年代の測定値が12

世紀末～13世紀中頃である注49。

漆器 (第188,189図 ,ヱθ～刀,図版■7～ 120)

漆器の材はほとんどがブナで,2はモクレン属,%は トチノキである。木取りはすべてヨコ木 (柾
目)取 りである。漆の下地は,=9・ 刻・

"・
%。 勿・%・ 27・ 邦・

"に
ついて塗膜分析及び赤外分光

分析を行った結果,炭粉渋下地であった。また刻・2～ %・ 那・刀の赤色漆絵について,蛍光X線に

よる顔料分析を行った結果,朱 (硫化水銀)と 認められた注50。

ヱ9～ %は椀である。ヱ9は S E 158か ら出上した。口径に対して器高が低 く,半球状に開く。総黒色

系漆だが,内外面の剥離が著しい。外面には赤色漆 (未同定)の一部がわずかに残っている。知はS

D6か ら出上した。体部は斜め上方に緩やかに開く形態で,高台はやや厚手のものとみられるが,高
台裏は剥離している。内面に朱漆で濃淡をつけた花弁状の絵付けがある。外面にも赤色漆絵があるが

意匠は不明。刻は S E28か ら出土した。内外面黒色漆 (未同定)で,内面に赤色漆 (未同定)の絵付

けがあるが意匠は不明。
"は
S Dl10か ら出土した。体部は斜め上方に開き,低い高台が付 く。総黒

色系漆で,内面には濃淡をつけた朱漆で,矢羽根状の文様が書割で描かれる。高台裏の線刻はロクロ

の爪痕か。雰はSD4か ら出土した。体部は斜め上方に大きく開き,高台はやや高く裏は角底である。
注49 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器研究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定」
注50 第二分冊 自然科学分析 四柳嘉章「Ⅷ 手洗野赤浦遺隊 岩坪岡田鳥遺跡 近世北陸道避跡出土漆器の科学分析J



3 遺物

総黒色系漆で,内面の朱漆による絵付けは
"に
似る。2・ 雰は14世紀末～15世紀前半のものである。

″は S K47か ら出土した。口径に対 して器高が低 く,半球状に開く。高台断面は逆三角形を呈する。

全体に器壁は厚い。総黒色系漆で,内面には朱漆で松葉意匠の輪線と鶴らしきッ烏が 2羽描かれる。外

面にも4箇所に漆絵の痕跡がある。高台裏の線刻はロクロの爪痕か。14世紀のもの。%は S E40か ら

出土した。体部はやや斜めに開き気味に球状に立ち上がり,やや厚手の高台が付 く。総黒色系漆だが

外面の塗膜は剥離しており,内面には扇文等が描かれる。16世紀のものか。%は S D l10か ら出土し

た。内外面黒色漆 (未同定)で ,内面に赤色漆 (未同定)の絵付けがあるが意匠は不明。

〃/・ 那は皿である。2猾まS E40か ら出土した。やや高めの高台から,体部は斜め上方に立ち上がる。

総黒色系漆で,内面には松葉繋ぎ文が描かれる。15世紀のものである。28は S D216か ら出土した。

男は口縁は直立気味に立ち上がり,低い高台が付 く。総黒色系漆で,内面には朱漆で輪線と4つの円

形輪繋文が描かれる。16世紀のものである。

刀は有段皿で,文献上では楳子とよばれる器形である。 S D216か ら出土した。体部は内湾気味に

斜め上方に開き,内面の見込み縁辺に段をもつ。高台断面は角ばる。内面赤色外面黒色系漆である。

渋下地ではあるが,内面には朱漆を塗り,高台裏の塗膜もしっかりとしており,外見上は上質のもの

である。14世紀末～15世紀前半のものである。

折敷 (第 189図 ,∂θ～認,図版121)

」θ～影は折敷の底板である。すべて S E183か ら出土しているが,別個体である。方形であるが辺

はやや丸みをもち, 4隅 を切 り落として丸 く仕上げる。一辺は27～ 29cm,厚 さは0,4～ 0.6cmで ある。

両面に線状痕が多くみられ,ま な板に転用された可能性がある。∂例ま三方に側板の圧痕があり, 4箇

所に側板と結合するための樺皮が残る。年輪年代の測定結果は1306年以降伐採である注mo g′は樺皮紐

の孔が一辺に2箇所みられ,割れ口に残る孔も同様の孔とみられる。影も樺皮紐の孔が一辺に2箇所

みられ,点状の焼け焦げが表面に 1箇所,裏面に3箇所ある。年輪年代の測定は辺材部がないため測

定不能であつた。♂
=・
形はヒノキ材を使用している。

匙 (第 189図 ,認,図版120)

留は S E28か ら出土した。柄部を欠損しているが,イ ヌエンジュ,サイカチ等のマメ科の材を到 り

抜いて一木から作られたものである。楕円形を呈し,断面が弧状になるよう中央を浅く狭 り,縁辺は

削ってやや薄くしている。

柱 (第 190～ 194図 ,M～ν・2～%,図版122～ 126)

柱の材はMはサイカチ,∂5,39～翠」・翠5・ 翠7・ 翠9・ ν・留～Iは クリ,Iは ウメかモモ,∂ 71よ オニ

グルミ,認はカバノキ属,翠をはイタヤカエデ,翠δはハンノキ,481まヌルデ,刃はリヨウブで,10m以

上になる落葉高木が大半を占める。

ン 。%は SB5の柱である。断面形は,ンは長径17.4cmの 楕円形,節は直径16.9cmの 不整円形を呈

し,太い。フは一部に表度が残る。下端を側面から中央に向かって削り尖らせている。」δ・∂ЯよSB

6になる可能性のある柱穴の柱だが, SB6の柱の並びからややずれるので検討を要する。断面形は

円形で,直径は∂σが8.2cm,∂ 筋 9ゞ 8cmと やや細い。%は一部に表度が残る。∂σ。」7と も下端を側面か

ら削り尖らせるが,Mは斜めに削り先端は鋭くなっている。放射性炭素年代は∂働 1ゞ5世紀,3効 1ヾ5世

紀中頃～17世紀前半と測定されている注52。 認 .ηはSB8の柱である。断面形は,認は直径12.8cmの

不整形,∂θは直径15,7cmの 円形を呈する。下端を水平に削つており,卸は芯が欠損して中空になって

いる。押は下端が焼けて焦げており,腐食を防いだものと考えられる。放射性炭素年代は認が13世紀

注51 第二分冊 自然科学分析 光谷拓実「X 手洗野赤浦選跡 岩坪岡田島週跡出土木製品の年輪年代」
注52 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器研究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定」

34δ
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末～15世紀初頭,∂
"ヾ

15世紀前半と測定されている。翠θ～ηは S Bllの柱である。材はすべてクリで

ある。翠θ・狙は下端の加工面は斜めになっている。フは中空になっており,下端は焦げている。断面

形は円形で,翠θは直径10.6cm,翠ヱは10.9cm,2は 8.6硼 と,太 さはほぼ揃っている。翠どは S P23の柱で

ある。断面は円形で直径は17.lcmと やや太い。々は S B12の柱である。下端は側面から中央へ向かっ

て削り尖らせる。断面は円形で直径は17.4cmと 太 く,残存長は当遺跡の柱根で最も長く,95.Oc14を 測

る。翠5～を7は S Bloの柱である。45,翠δはともにS P258から出土したが,立った状態で出土したの

はあである。翠5は下方に方形の孔をもつ。孔を穿つた面は,片方は面全体を平坦に, もう一方は孔付

近をやや斜めに削っている。材を組み合わせるための孔と考えられるが,具体的な使用形態は不明で

ある。下端は削って尖らせている。径は22.6cn4と 太く,残存長は66.Ocmである。翠σは断面は円形,下

端はほぼ水平に削る。直径は7.7c14である。翠Яま断面は円形,下端は削って尖らせる。直径は12.2cmで

ある。48は SAlの柱で,断面は不定形,下端はやや斜めに削る。径は25cmと太い。翠9～ν・ヌ～%
は建物 。柵と認められる柱穴以外から出土したものである。材はクリが多い。翠θ・刃は断面は楕円形,

下端は斜めに鋭く削る。翠9は一部が炭化している。Яは断面は方形に近いがやや不整形,下端はやや

斜めに削る。磁は断面は円形,下端は細かく削り丸く仕上げる。影はS E40出上で,断面は円形,下

端を九く削る。
"は
断面やや不整な円形で,径は22.Ocmと 太い。%は両端に加工がある。片方は斜め

に削って尖らせ,も う一方は九く削る。

抗 (第 194図 ,男,図版126)

男はS D216出土で,下端は鋭く削られている。材はアカマツである。

呪符木簡 (第 195図 ,5盈 図版127)

5角ま呪符木簡である。S E158の 掘形から出土した。上端は欠損しており,残存長は16.3cm,幅 2.8

cm,厚さ0.6cmである。下端は尖らせており,突 き刺して使用したものであろうか。片面に墨書がみ

られ,上部は欠損のため不明であるが,判読不能の梵字の下に左側に「AJ,右側に「ミヵ」,を配
し,梵字 3文字で「鬼」をとり囲み押さえる意図が見受けられる。以下は「門」,十文字,「急々如律

令」で,十文字内の四方に配された文字は「日」とみられる濁。ウルシ科の材を加工している。

用途不明品 (第 195図 ,努～δ盈 図版127・ 128)

努～能は板状の加工木で,用途は不明である。男・刃・αはSD6から出土した。露は台形に切り
抜いた板の底辺側を弧状に狭り,さ らに中央に切り込みを入れたものである。切り込みに沿つて圧痕

があり,何か別の部材と組み合わせて使用したものとみられる。材はヒノキである。刃は円形版を転

用したもので,一方は円形版の縁を残し,左右に羽子板状の決りを入れて切り抜いている。材はヒノ

キである。ω・αは直方体の一部を削り取ったもので,何かの部材であろうか。σθ・クはSD4か ら
出土した。σθはヒノキ属である。2は 2箇所に孔があり,一方の面は炭化しており線状痕が多くみら

れる。材はヒノキである。αはS E40か ら出土した。円形を呈し,孔が 2箇所穿たれる。部分的に焼

け焦げがある。材はサワラである。自はS E 183か ら出土した板で,井戸枠の一部に使用されていた

ものであろうか。材はスギである。δ5は断面が0.6cm× 0.4cmの長方形を呈する細い棒状の加工木で,

2箇所に孔がみられる。材はスギである。σδは 1対の孔があり,折敷の一部とも考えられる。材はヒ

ノキである。

δ劉よS E 183か ら出土した。樹度を残した棒状の加工木で,一方にほぞ状の突起部を削り出してい

る。部材として使用されたものであろうか。材はサクラ属である。放射性炭素年代は14世紀末～15世

紀前半の確率が高くなっている牌。

注53 釈文は水野正好氏にご教示頂いた。
注54 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪田田島遺跡出上遺物の放射性炭素年代測定」

(越前慎子)
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第186図 手洗野赤浦遺跡 遺物実測図 木製品 (ど～∂ 1/4, Z～3 1/8)
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第191図 手洗野赤浦遺跡
SBll SP21(491

遺物実測図 木製品 (1/6)
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3 遺物

第194図 手洗野赤浦遺跡 遺物実測図 木製品 (1/6)
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(3)石 製品
五輪塔 (第 197図 , ヱ,図版129)

=は
火輪である。SD6か ら出土した。凝灰岩で,台座部分の窪みにはノミの加工痕が残る。下面

は13.7cm× 13.7cm,高 さは8.5cmで ある。

石鉢 (第 197図 , 2,図版129)

〃は底部片である。包含層から出上した。砂岩製で,成形加工の際の削り痕が残る。

砥石 (第 197図 , ∂～ 7,図版129)

∂～ 5は S D18か ら出上した。 3は凝灰岩製で,中砥に使用されたものである。砥面が平滑で置き

砥の断片と考えられる。 4は鳴滝産の頁岩製で,両側辺に生産地での鋸引きによる加工痕がある。仕

上げ砥に使用されたもので,完形である。 5は凝灰岩製で,手持ち砥石に転用されている。完形で ,

仕上げ砥として使用されたものか。 δは S E41か ら出土した。砂岩製で,手持ち砥石に転用されてい

る。中砥用として使用されたもので,完形である。 7は SD6か ら出土した。砂岩製で,荒砥に使用

されたものか。下端部の小口面に加工痕があるが,生産地のものか消費地のものか不明である。表裏

に砥面があるが,砥面は波打っている。

(4)金 属製品

銭貨 (第 198図 , ヱ～ 8,図版130)

S D18か ら出土したδ以外は,包含層から出上した。
=は
景徳元賓である。北未銭で,初鋳は1004

年 (景徳元)である。 2は祥符元賓である。北朱銭で,初鋳は1009年であるが,本邦でも中世に模鋳

される。∂は天繕通賓である。北宋銭で,初鋳は1017年 (天薩元)である。 4は天聖元賓である。北

宋銭で,初鋳は1023年 (天聖元)である。字体は真書である。 5。 σは熙寧元賓である。北未銭で ,

初鋳は1068年 (熙寧元)である。字体は 5は察書, δは真書である。 7は下の銭文が欠けているが ,

政和通賓と考えられる。北朱銭で,初鋳は1111年 (政和元)であり,本邦でも中世に模鋳される。 7

は円孔であるため模鋳銭と考えられる。字体は象書である。 8は皇宋通賓である。北宋銭で,初鋳は

1038年 (賓元元)であるが,本邦でも1340年 頃模鋳される。字体は象書である。

煙管 (第 198図 , 9,図版130)

9は吸口である。表土から出土した。長さ8.6cm,直径0.9cmで ある。羅宇部の竹が残存している。

棒状製品 (第 198図 ,=θ,図版130)

ヱ例よ棒状の鉄製品で用途は不明。包含層から出

上した。 S字状に屈曲し,断面は長方形を呈する。

(5)骨 角製品 (第 196図 ,=,図 版1301

=は
骨角製の第である。 S K12か ら出上 した。

先端を欠損しているが,残存長は14.5cm,幅 1.3cm,

厚さ0.2cmで ある。薄板状にした鹿骨を削 り出し,

全面を研磨 している。片面に溝状の窪みをもち,

端部を削り出して耳掻を作り出している。

第196回 手洗野赤浦遺跡 遺物実測図 (1/3)骨角製品
SK12(′ )

,露

(越前慎子 )
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3 遺物

第26表 手洗野赤浦遺跡 土器・陶磁器・土製品一覧 (1)
真

版

写

図
遺構 出土地点 種類 器種

法登 (cm)

時  期 胎土色調 胎上の特徴 釉色調 釉薬 備 考
口径 器高

勁
鯛

中ILitF器 にぶい黄t スス付着 土希成分分析血7

ク X34Υ 40 碗 13世紀前半 灰白色 黒色li 灰オリーブ色 青磁釉 龍柔窯系大字府Ⅱb類 題弁文 F「刻

♂ SD4 中国製言磁 碗 14～15世紀 灰白色 25GYν 2 灰資色 青磁釉 龍泉窯系上田Bコ ～Ⅳ頬 印刻

福鉢 卸目1lcm6条

SD4 橋鉢 V～ Ⅵ期 白色粒 骨

'1石美 月ヽ礫

中世土師器 灰黄褐色 赤色泣 白色Xi

骨針 雲lJ

SD5 聾 日色地

′ X47Y37②層 灰色 白也社■針オヽ際 卸目20cm8条

′ 中世土師器 にバい資橙色

ν SD6 中世土師器 皿 にぶい責橙色 赤色池 灯志油痕土器成分分析iNd5

碗 14世紀後半～15世紀前半 灰白色 2SGV7/1 明オリーブ灰笞 言磁Il 龍泉窯系上国BⅡ 類 蓮弁文

SD6 碗 141熙後半～16世紀前半 灰自色 25GY7/1 明オリーブ灰色 青磁釉 能泉窯系上回B]oIB皿 類il弁文F]刻

中国製青磁 碗 14L紀初頭～151L記前半 灰自色 明オリーブ灰色 青磁れ, 龍泉窯系大学府IV績～上回B題類

互,a脱 延弁文 F,刻

14世紀後半～15世紀 25GY8/1 灰自色 灰白色 白磁釉 漆糾ぎ森田D辞

14LFIE後半～15世紀 灰白色 灰白色 白磁釉 漆継ざ日戻あり療阿D群 ,重ね焼

θOθ



第26表 手洗野赤浦遺跡 土器・陶磁器・土製品一覧 (2)
遺物
真

版

写

図
遺猫 出土地点 種類 器種

法量 (cm)

時  期 胎土色調 釉色 vH 釉 薬 備  考
日ぞ 底径

古瀬戸 天目茶碗 後期様式 n期 灰自色 赤黒色 鉄釉

ノπ SD6 腰斬皿 後期様式Ⅳ期新段階 灰白色 浅黄色 灰釉

〃 SD6 灰色 口縁端面に櫛日波状文卸日14cm7粂

〃 SD6 構鉢 黄灰色 漆継ぎ!

効 ①層 艶 灰色 骨針

タ 勢 V期 黄灰色

須恵器 杯A 75Y6/1 灰色

"
中世土師器 10YRν 2 灰黄褐色 骨針

〃 SDl10 X30Y34 斑 Ⅳ期 灰色

疹 SD216 整 Ⅳ期 灰色

〃

SE40

合子 中期株式 I～ Ⅱ翔 75Yν l 灰色 灰オリーブ色 灰釉 印花文

鍼40 縁釉小4L 後翔様式Ⅳ期古段階 黄灰色 ケ5GY4/1 暗オリープ灰色 灰釉

振鉢 V期 仄自色 波状文

〃 悟鉢 Nν0 灰色 骨針

認 擢鉢 灰色 骨針

フ S(27 中世土師器 浅責澄色 灯志油根

″ 中世±1市器 稜皿 にパい橙色 白色地骨針雲母 ヘラ記号

"
碗 14世紀前半～15世紀前半 灰色 自色粒 オリーブ灰色 青磁釉 龍泉窯系太宰府Vイ預～上田DorEⅡ 類

ν SKl13 VL 灰色 17r継 ぎ

″ 中lu上 1市器 灰責褐色

″ 灰色

″ 中世上師器 赤色粒 骨針 土器成分分析Nel

″ 中世土師器 澄色 赤色壮 骨針

那 中世■1市器 赤色粒 骨釧

土器集中 中世土師器 澄色 赤色荘 骨針

土器集中 中世土師器 赤色hi

土器集中

“

世土師器 赤色粒 骨針

土器楽や 中世土師器 橙色 赤色粒 骨針 土器成分分析雨2

土器集中 橙色 赤色粒 骨針

疹 中世■師器 橙色 赤色粒 召針

π 中世土師器 橙色 赤色粒 骨針

Z/‐ 土器集中 IL 赤色粒 骨針

″ 中世■師器 橙色 赤色I‐ 骨針

″ 土器集中 赤色粒 合針 土器成分分析嶋

認 中世土師器 皿 橙色 赤色疵 骨針

中世土師器 橙色 赤色粒 骨針

ν 土器集中 中世■1市器 橙色 赤色粒 骨針

土器集中 中世上師器 皿 橙色 赤色粒 骨針

土器集中 中世上師器 橙色 赤色粒 ξ針

土器笑中 中世±1市器 75YR″ 6 橙色 赤色荘 骨針

″ 中世土師器 橙色 赤色粒 骨針

橙色 赤色Xi骨針

″ 土器集中 中世土師器 橙色 赤色粒 骨針 土器成分分析M

9‐9 土器集中 にぷい黄橙色 赤色粒 骨針

土器災中 中世土師器 橙色 赤色粒 骨針

″ 土器集中 中世土師器 皿 橙色 赤色粒召針

中世上師器 皿 橙色 赤色粒 骨針

″ 中世土師器 橙色 赤色粒 骨

'十

土器集中 中世土師器 橙色 赤色泣

第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡
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3 遺物

第26表 手洗野赤浦遺跡 土器。陶磁器・土製品一覧 (3)

挿図 遺物
真

版

写

図
遺構 出土地点 種 類 器種

法量 (ca)

時  期 胎土色調 釉色調 釉薬 備 考
日径 器高 底径

″ 土器集中 10YR6/6 明責褐色 赤色粒

π 土器集中 中世土師器 橙色 赤色粒 骨針

土器集中 明黄褐色 赤色粒 骨針

″ 土器案中 皿 澄色 赤色粒 骨針

″ 土器集中 中世土師器 皿 橙色 赤色IIA骨針

″ 瓦質と器 蓋 中世末～近世 灰黄色 石英

X23Y34②層 須恵器 杯B蓋 8～9世紀 灰白色

″ SD18 X42Y"①層
X35Y25②層

高杯 (脚 ) 75YR‐お 橙色 赤色 hT

″ X23Y27①層 中世■師器 浅責色 赤色粒 骨封

X32Y27②層 中世上師器 減黄橙色 赤色It 上器成分分所�6

X22Y33①層 中世土師器 にぶい橙色 赤色粒 灯芯油反

X34Yユ 7②層 中世土師器 にぷい橙色 灯芯1山兵

SD18 XttV"①層 中世上師器 にぶい橙色 赤色It 灯芯油痕

SD18 X32Y閉 ②層 皿 10YRy3 浅黄橙色 赤色紅

X38Y25②屈 橙色 赤色粒 脅針

〃 X38Y25①層 橋鉢 灰白色 骨針

″ X34Y28②層 珠洲 播鉢 75YR7れ におい橙色 赤色粒 骨針

″ X48Y29②層
X50Y27①帰

珠洲 橘鉢 灰色 卸目3 0cm■ 条

孵 X23Y27①層 中国製言磁 碗 14世紀前半～15世紀前半 灰白色 オリーブ灰色 青帥 龍泉窯系太宰府Ⅳ類～上回DE類

″ X32Y17②層 土製品 土錘 (28) にぶい橙色 赤色粒 重量ユ3■ g

″ X24Y]3コ 層 須恵器 杯B 8世紀 灰自色 白色粒 砂粒

″ X25Y29X層 須恵器 杯B蓋 8世紀 10YRfD] 褐灰色

″ X38Y301層 須志器 Ю世紀 灰色

筋 X18Y20巨 層 橙色 赤色粒砂地

″ X27Y14H層 橙色 赤色粒 砂粒

X19Y201層 橙色

中世土師器 灰養色 灯芯油痕

k25Y30■ 帰 灰黄色 灯芯油戻

X41Y42Ⅱ 居 中世土師器 にぷい黄橙t 白色粒骨針隻月

ν X50Y43Ⅱ 層 中世土師器 におい責避色

π X■ Y27巨 層 中世土師器 ■5YR3/4 浅黄橙色 赤色荘

″ X44Y31H層 灰黄t 白色粒 石央 紆志油戻

ν XあY3つ コ層 中世土師器 灰自色 内外面に黒斑

露 X26Y171層 中世土師器 灰黄色 自ζ蔵石笑雲母 スス付着

″ XOY28 1層 中世土師器 にパい黄橙色 灯芯油戻

ノω X40Y30コ 層 責灰色 赤色粒骨針

′′′ X41Y18H層 中世土師駕 浅黄橙色 自色粒

′ν X49Y45コ 層 憶鉢 灰色 白色粒 骨針 樹目波状文

ア″ Xψ  ttV21 2,I層 信鉢 灰色 骨針 卸日17cm7条

X41Y24Ⅱ 層 情鉢 灰自色 自色粒砂社骨針

X55Y32Ⅱ 層 悩鉢 V朗 NVO 灰色 白色粒骨針 卸目40cn14条

′% X52Y35Ⅱ 層 矯鉢 灰色 能「目211cm6条 漆継ぎ

ノ,π X53Y35Ⅱ 層 播鉢 黄灰色 卸目3 2cm12条

ノ
''

X50Y35H層 橋鉢 黄灰色 骨針 板状庄戻

ノクワ X45Y43肛 層 Nν0 灰色

ノ′, XVY31 Ⅱ層 灰色

X48Y33H層 灰 色 白色泄 婁母

ツツタ 珠洲 灰 色

X39V36Ⅱ 層 珠洲 黄灰色 骨針 漆継ぎか

∂δ2



第26表 手洗野赤浦遺跡 土器・陶磁器・土製品一覧 (4)

挿図 選物
貞

版
遺穂 出土地点 種類 器種

法量 (m)
時  期 胎土色調 胎上の特徴 釉色訓 釉薬 備 考

口径 器高 底径

X41Y35H層 Ⅳ～V期 灰色 白色疵景色粒

X50Y35H層 Ⅳ～V期 灰色 白色粒骨針

XOY36 Д層 Ⅳ～V期 灰色 白色粒 石英

X■ Y441層 IV～ V期 灰色

X45Y34n層 IV～ V期 灰色 白色粒 骨引

X58Y32E層 W～ V期 N5/0 灰色 自色粒 骨針 重ね焼

X45Y48H層 V～ V期 灰色 白色粒 骨針

X48Y301層 珠洲 75Yν ] 灰色 骨針

X58Y31H層 珠洲 驚 Nν 0 灰色 自色粒 骨針

KωY33 1層 甕 16世紀前半 灰自色 白色粒黒色激 暗褐色 鉄釉

K42Y41Ⅱ 層 仄自色 白t粒 黒t社 長石 灰赤色 自然釉

X39Yψ E屈 瓦質土器 火鉢 淡赤橙色 白色ll骨 針ヨ母 雷文

プ% X43Y461層 中国製言磁 碗 13世紀前半 灰白色 5G7/1 明緑灰色 青磁釉 龍泉窯系太宰府Ⅱb類 銅蓮弁文

X41Y461層 碗 14世祀後半～15世紀前半 灰白色 オリーブ灰色 青磁釉 龍泉窯系上田Bユ 類 蓮弁文

X50Y35Π 層 碗 11世記後半～15世紀前半 灰白色 自色狂 黒色泣 25GY6/ユ オリーブ灰色 言磁釉 龍泉窯系上日B肛 類 蓮弁文

X52Y34コ 層 中国製言蔽 碗 14世紀前半～15世紀前半 灰白色 オリーブ灰色 言磁釉 記泉窯系大宰府V類～上田BI類 延弁文

XttY43 Ц層 中国製青磁 碗 14tF紀前半～16世紀前半 灰自色 自色辻 累色粒 オリーブ灰色 奇確釉 鷺泉窯系大宰府IVイ頚 (上限)'「刻

X35Y251層 中国製青磁 14世紀前半～16世紀 灰白色 10Yν2 オリーブ灰色 青磁釉 龍泉窯系太宰府V類 (上限)FP〉 1

X46Y30コ 層 中国製白磁 14世 紀後半～15世紀 灰自色 灰自色 自磁釉 森日つ群

X34Y32Ⅱ 層 中国製白磁 14世 紀後半～15世紀 灰自色 仄自色 自磁釉 森団D辞 ,墨書

X43Y461層 中国製白磁 杯 14世 紀後半～15世紀 灰自色 IOYν l 灰自色 白磁釉 森田D群

X38Y351層 中国製楽付 16世紀後半～? 10Y8/1 灰白色 透明釉 染仕75B99言灰色景徳鎮筆系業付

X46Y331層 瀬戸美濃 天日茶擁 大窯Ⅳ期前半 25Yy2 灰自色 にぷい赤褐色 鉄釉

X42V30Ц 層 縁釉小皿 移期様式IV期古段階 灰白色 赤景色 鉄釉

k46Y35コ 層 瀬戸美渡 皿 夫窯 I～ コ期 灰自色 5Yν 4 オリーブ色 灰釉 輸ドテ痕

X51Y43Ⅱ 層 越中滋戸 塊 16世紀末～17世紀 にぶい黄橙色 暗褐色 鉄釉

X45Y46H層 16世紀末～17世紀 にぷい責橙色 自色粒 石英 軍褐色 鰤

X51Y骸 二月巨 1611紀末～17世紀 淡黄色 25YVl 灰白色 灰釉 印花?

X14Y251層 16世紀末～17世紀 Z5Yツ 4 にがい薦 色 白色粒 灰白色 灰釉 EPTL

X30Y861層 16世紀末～ユ7世紀 浅黄橙色 白色粒 N10YR3/2 浅費色 灰釉

X24Y101層 16世紀末～17世紀 10YRy4 浅黄橙色 5YRV3 にぶい赤褐色 鉄釉

X50Ytt I層 向付皿 17世紀 25Yγ 2 灰責色 黒褐色 鉄釉

X45Y21H層 17世紀 灰自色 白色粒 黒色粒 灰オリーブ色 灰釉 重ね焼

K53Y301層 越中瀬戸 香炉 161L紀末～17世紀 灰責色 オリーブ黄色 灰駈

X4‐Y411層 火入れ 16世紀末～17世紀 25GY3/1 灰自色 褐色 鉄釉

K50Y271層 越中減戸 鉢 16世紀末～17世紀 演黄橙色 褐灰色 鉄釉

X331481層 皿 16世紀末～17世紀初頭 にぶい橙色 灰色 灰釉 鉄絵色調 5GY9/1暗 オリーブ灰

色、胎土日

椀 灰白色 オリーブ黒色 鉄釉

X51Y311居 皿 16世紀末～17世紀4u頭 浅黄色 灰オリーブ色 灰釉 胎土目

X46Y37 灰オリーブ色 灰釉

X25Y15Ⅱ 層 17世紀前半 灰白色 白色荘 阜色壮 5Y″2 灰自色 灰釉 砂目

X23Y161層 1肥紀後半～18世紀前半 透明釉 栄付 10BG5/1〒 灰色波佐見窯系

蛇の目釉副ぎ重ね焼

X46Y86Ⅱ 層 褐灰色 自色粒 黒色粒

X48Y201層 上錘 にぶい橙色 自色粒 重fE10 4g

X43Y46コ 層 土錘 (48) 53 灰責色 白色池骨針石茨 Ξ畳482g

X45Y431層 土錘 灰貨編色 白色粒 石英 重二765g

K35Y23コ 層 土錘 に本い黄袴ζ 白色辻骨針石英 重猛6■lg

K46Y211層 根付 近世 反白色 灰黄色 灰釉

第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡
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3 遺物

第27表 手洗野赤浦遺跡 木製品一覧 (1)

挿図 遺物 写真図版 遺 橋 出土地声 種 類
法量 (cm)

材   質 備   考
長  さ 幅 厚  さ

′ SK235 鍬 アカガシ亜属

′ X42Y43Ⅱ 層 下駄 ヒノキ

′ SD6 曲物

イ 曲物 (206) ヒノキ

σ SE 41 曲物 ヒノキ 午輸年代 blo3

ι SE 41 曲物 (410) (105) ヒノキ

SE 41 由物 (390) ヒノキ

∂ SE 41 曲物 (140) ヒノキ

187 ′ SE 158 曲物 405 スギ

SE 158 曲物 390 (190) ヒノキ

SE 183 曲物 スギ

′フ SE 28 上 層 曲物 390 ヒノキ

イ SK 155 曲物 (80) ヒノキ

SD4 X42Y47 円形板 (138) (41) ヒノキ

′σ SD6 底板 167 ヒノキ属

SD 156 円形板 (33) スギ

′′ SE 28 上層 円形板 (29) ヒノキ

Z SE 40 円形板 サワラ 放射性炭素年代 Nol

″ SE 158 漆器椀 グナ 内外面黒色 ,外面赤色絵 漆器分析 hlo7

〃 SD6 漆器椀 (17) (68) ブナ 内外面黒色 ,内 面赤色絵 漆器分析 No2

〃 SE 28 上 層 漆器椀 (13) (54) モクレン属 内外面黒色 ,内 面赤色絵

″ SD l10 X34Y34 漆器椀 (44) ブナ 内外面黒色 ,内 面赤色絵 滲器分析 No6

刀 SD4 X41Y46 捺器椀 (42) (78) プナ 内外面黒色 ,内 面赤色絵・漆器分析 Nol

_97 SK47 漆器椀 トチノキ 内外面黒色 ,内面赤色絵・漆器/mkIFr No5

万 SE 40 漆器椀 (55) (75) ブナ 内外面黒色 ,内面赤色絵・漆器分析 llo3

189 % SD■ 0 X29Y35 漆器杭 (18) (66) ブナ属 内外面黒色 ,内面赤色絵

P/‐ 120 SE 40 漆器皿 ブナ 内外面黒色,内面赤色絵・漆器分析 No4

〃 120 SD 216 漆器皿 ブナ 内外面黒色,内面赤色絵 ,漆器分析 No8

〃 120 SD 216 漆器有段皿 ブナ 外面黒色,内 面赤色 漆器分析 No9

認 SE 183 折敷 166 とノキ 年輪年代 Nol

″ SE 183 ②層 折敷 (115) ヒノキ

ν SE 183 折敷 290 ヒノキ 年輪年代 No2

″ SE 28 上 層 匙 (144) マメ科 (イヌエンジュ,サイカチ等)

190 ν SP 280 柱 サイカチ

あ SP 281 柱

“

SP 253 柱 71 ウメorモモ 放射性炭素年代 No5

′″ SP 225 柱 176 オニグルミ 放射性炭素年代 No3

謬 SP 257 柱 カバノキ属 放射性炭素年代 No6

″ SP 238 柱 142 157 放射性炭素年代 No4

″ SP 21 上層 柱 382

々 SP 上層 性 321

η SP 29 上層 性

墾 SP 23 上層 柱 171

密 SP 20 上層 柱 950 イタヤカエデ

疹 SP 258 柱 660 226

巧 SP 258 /1t ハンノキ

4r/ SP 239 柱 122

密 SP 柱 250 ヌ,レデ

塑 SP 51 柱 140

∂δ坐



挿図 遺物 写真図版 遺  構 出土地点 種  類
法量 (cm)

材  質 備   考
長 さ 幅 厚 さ

″ SP 65 柱 163 リョウブ

タ SP 205 柱 68 61

ν SP 285 柱

″ SD216 抗 71 アカマツ

ν SE 40 柱

″ SP 135 柱 220

″ SK235 柱

フ 127 SE 158 呪符木簡 (163) ウ,レン科 (ヌルデ,ヤマウルシ等) 墨書

″ 127 SD6 X47Y34 加工板 (108) ヒノキ

″ 127 SD6 加工板 08 とノキ

″ 127 SD 4 K41Y48 加工板 (54) とノキ属

″ 127 SD 6 加工板

ν SD 4 加工板 (29) ヒノキ 表面炭化

″ SE 40 加工板 254 サワラ

フ SE 183 加工板 スギ

π SE 183 ②層 加工棒 ヒノキ

π SE 183 折敷 ? (159) ヒノキ

7 SE 183 都材 P サクラ属 放射性炭素年代 No2

第Ⅳ章 手洗野赤浦遺跡

第27表 手洗野赤浦遺跡 木製品一覧 (2)

第28表 手洗野赤浦遺跡 石製品一覧

第29表 手洗野赤浦遺跡 金属製品一覧

挿図 遺物 写真図版 遺 構 出土地点 種   類
法  量 (cn・ g)

材   質 備 考
長  さ 幅 厚 さ 重 さ

′ SD6 五輪塔 2320 凝灰岩

フ X43Y31■ 層 石鉢片 2095 砂岩

′ SD18 X46Y29②層 砥 石 凝灰岩

〃 SD18 X48Y29 砥 石 頁岩

j SD18 X48Y29②層 砥石 凝灰岩

ひ 129 砥 石 682 砂岩

′ 129 SD6 砥 石 1260 砂岩

挿 図 遺物 写真図版 遺 構 出土地点 種   類
法  量 (cm・ g)

長  さ 幅 厚  さ 重 さ

198 ノ X35Y30 銭 (景徳元賢 ) 248

″ X37Y14 後 (祥符元費 ) 231 130 208

′ 130 X40Y20 3t(天薩通費 ) 105 258

ノ 130 X25Y30 銭 (天聖元賓 ) 246 279

う 130 X25Y30 銭 (熙寧元費 ) 266

σ SD 18 X46Y27 銭 (熙寧元費 ) 23 217

7 X38Y16 俊 (政和通費 ?) 233

∂ X25Y30 銭 (皇宋通費 ) 242 322

XttY38 1層 煙管吸日

′θ 130 X26Y29■ 層 俸状鉄製品

第30表 手洗野赤浦遺跡 骨角製品一覧

挿 図 遺物 写真図版 遺 構 出土地点

法  量 (cn g)
材  質 種  類

長  さ 幅 厚 さ 重 さ

196 ′ SK 12 ■3 鹿骨 鉾
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4 地震痕跡

4 地震痕跡 (第 199・ 200図 ,図版98・ 9"

手洗野赤浦遺跡では,重機による表土掘削後直ぐに大きな砂脈を数条確認し,調査当初はあまりに

大きな砂脈のためそれを噴砂と認識できなかったが,断面観察や寒川氏による視察によりそれを確認

するに至った注“。調査を進めると噴砂は,ほ とんどの遺構を切り変形させ,遺物 (中世土師器皿)ま

でも害Jっ ていて, しかもこの噴砂によって地下水を吸い上げ遺構の検出や崩壊に悩まされた。調査時

でこのような状態であったから,実際に地震の起こった時期は甚大な被害であったのであろう。なお,

手洗野赤浦遺跡で検出した地震痕跡は,噴砂のみである。

(1)噴砂

噴砂は,下層中世遺構確認面であるⅢ層の下にあるⅣ層 (砂層)か ら吹き出し,上層の中世～近世

遺物包含層にあたるⅡ層の上面で吹き上がる。噴砂の時期は,近世以降で旧表土より下という土層を

引き裂いていることから飛越地震 (1858年 )と比定される。砂脈の幅は約20cm～ lmで ,砂脈の長さ

は長いもので14m以上ある。砂脈の走る向きは,概ね東西方向と南北方向の2方向に限定され,特に

東西方向に走るものが太い。これらの様相は,土層の堆積と地山の凹凸に対応しているようである。

それは, SD5の部分では南北方向, SD4の部分では東西方向と遺構の状況を反映してその向きを

変えている。また,西側の大部分を占める一段下がつた部分 (S D18)で は東西と南北方向の2方向

のものがあるが,これはまず震源地の跡津川断層がある東方からの揺れにようて南北方向に噴砂が形

成され,つづいて西方にある西山丘陵によるなぎさ現象で東西方向に噴砂が形成されたものと見られ

る。つまり,噴砂の吹き上がりは中世～近世の包含層直上に見られるものの,この形状はその下に作

られた遺構や地形を大きく反映したものなのである。

飛越地震は,富山県と岐阜県の境にある跡津川断層で発生した大地震で,マグニチュードは7.0～

7.1と推定されている。この地震は,富山平野を中心に加賀・飛弾 。越前に甚大な被害をもたらした。

特に県東部では,立山カルデラが崩壊 (大鳶崩れ)し,土石流となって平野部に押し寄せ,民家や田

畑に被害をもたらせ,現在でもその爪痕は残っており,富山の地震と言えばこの飛越地震のことを指

すようなものである。手洗野赤浦遺跡のある県西部の高岡市では,F瑞龍寺文書』などに地面が割れ

て水や砂が吹き出したと記されており,文書に記されていた様子が今回の調査で明らかになったと言

えよう。

(町田賢―)

∂δσ

注55 第三分冊 自然科学分析 寒川 旭 向江 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田鳥遺跡で検出された地震痕跡」
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第V章 近世北陸道遺跡

1 遺跡 の概 要

(1)概 要

今回調査した近世北陸道遺跡は,国道 8号線と市道立野笹川 2号線の交差点東側に位置しており,

この市道を挟んで南北に調査区を設定した。

近世の北陸道は,幕藩体制と参勤交代制の確立によって近世初期に整備されているが,越中国内に

おいてはその後も改変が行われた。当時の北陸道は倶利伽羅峠を越えて,砺波平野北部を東西につき

きるルートであったが,慶長14(1609)年に前田利長が高岡に居城するにあたり,城下の繁栄のため,

高岡を通る迂回路「高岡廻り街道」の整備を開始した。整備には時間を要し,正保 4(1647)年 の

『越中道記』には「大道」ではなく,「脇道」として記述されているが,文政13(1830)年の『加能越

三州地理志稿』には「官道Jと記述されており,本街道の扱いがなされている。この街道に前出の市

道が比定されているため,近世北陸道遺跡として調査を行ったものである。

調査では溝 5条・不明遺構 1基を検出した。溝は北調査区に2条,南調査区に3条で,市道にほぼ

沿う形で伸びている。なかでもSDlと SD2は両調査区の東端から西端まで平行して伸びており,
道路の側溝として機能していたと考えられる。この両溝を両側溝と考えられるかどうかだが, SDl
とSD2の心々距離は約10mも ある。寛永17(1640)年の富山藩分封を契機に,高岡廻り街道も含む

「下街道」の整備が開始されたが,この下街道を調査した大島町水上 。本開発遺跡の例 (道路使用部

分 :約2.7m。 新側溝の心々距離 :約 5～ 5.5m)と 比べると,あ まりにも規模が大きすぎる。また,

F越中道記』では当該区間の「道幅弐間」 (約3.8m)と記述しているが,こ の「道幅」を道路使用部

分と捉えても,両側溝の心々距離が10mになることはまずない。どちらの溝も遺物は少量ながら,時

期差はほとんどないように考えられるのだが,市道部分は調査できなかったこともあり,それぞれを

道路の側溝と考えることはできるが,両溝をもって,対 となる側溝と考えることは難しい。

道路面は市道の下にあると考えられるが,調査は行っていない。市道側の調査区端と検出した溝と

の間の狭い空間ではあつたが,路面の手がかりを得ようと精査を行った。溝から市道に向かってやや

傾斜が上がっていくこと,市道に近い部分に小砂利が多く散らばっていること,上の締まり具合が溝

の外側に比べて内側のほうが締まっている感があることがわかった。特に土の締まり具合は,南調査

区の東側において顕著であった。

今回の調査では,道路の構造は市道部分が調査できなかったために詳細不明であり,側溝と考えら

れる溝を検出したのみである。現在の道路は近世北陸道をほぼ踏襲しているため,近世北陸道自体の

調査例が少ない。今後の資料の増加に期待したい。

(2)土 層

現況は南北調査区のいずれにおいても東側は水田,西側は工場跡地となっており,西狽1は砂および

砂礫が約60cm盛土されていた。盛土の下はI層 (耕作土)で暗オリーブ褐色シルトが約20硼堆積し,

Ⅱ層は灰オリーブ色砂質ロームで,遺構検出面である。耕作土直下が遺構検出面となり,耕作土が浅

いことから,遺構検出面が削平されている可能性がある。遺構検出面の標高は11.6～ 11.8mである。
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2 遺構と遺物

2 遺構と遺物

(1)溝
1号溝 (SDl,第 202・ 203図,図版132～ 134)

北調査区を東西に伸びる溝。南側にあるSD3と の切り合いは,ややSDlが切っていると考えら

れる。幅は62cmで,溝の内部は規則性なく連続する土坑状を呈し,深 さは浅い部分で10cm,土坑状の

深い部分で36cmを測る。埋土は深い部分で 2層 に分かれ,浅い部分は単層である。

遺物は産地不明陶器括鉢 (=),伊万里の青磁火入れ (〃 ),金属製の火箸 (=の が出上している。

=は
内外面に鉄釉,体部外面はロクロナデを施す。卸目は 1単位14条以上を数える。19世紀頃のもの。

2号溝 (SD2,第 202・ 203図,図版132～ 134)

南調査区を東西に伸びる溝。東側にあるSD6を切る。幅は0.7～ 1.4mと 均―ではなく,SDlと
同様に,溝の内部は規則性なく連続する土坑状を呈し,深さは浅い部分で12cm,土坑状の深い部分で

30cmを測る。この深い部分は大まかに上下 2層 に分かれ,浅い部分は単層となる。土層断面から,先

に土坑状の深い部分が掘られ,埋没した段階で浅い部分が掘り直されたものと考えられる。

遺物は越中瀬戸 (∂ ～ 5),伊万里 (σ ),瀬戸磁器 (7),曲物底板 (ツ)が出土している。

∂。翠は越中瀬戸の皿。∂は体部内外面に鉄釉を施す内禿皿。望は体部外面と内面見込みまで鉄釉

を施す。底部は糸切り痕を残す。いずれも18世紀のもの。5は火入れか。内外面に鉄釉を施す。δは

伊万里の鉢。蛇の日高台で,見込みに山水文,体部外側には源氏香文を描く。18世紀以降のもの。 7

は溝の浅い部分から完形で出土した瀬戸磁器の小碗で,端反り形,見込みに「米」文,体部外側に桜

花形のスタンプを押し,その上に呉須をかける。明治初期以降のもの。
=翠
は曲物底板で,直径 8 cm,

厚さ0.6cmの スギ材である。表面の縁と裏面に漆を塗布し,側面にはみられない。漆は底板をはめ込

んだ後,底板と側板の接着のため表面 (内底面)の縁に塗ったものと考えられるが,幅が0.5～ 1.5cm

と均―ではなく,粗い仕上がりである注56。

3号滞 (SD3,第 202図 )
北調査区の東側で東西に伸びる溝。SDlよ りも市道側を平行して伸び,西端で切られている。幅
は40cm,深 さは 5 cm程度と浅い。埋土は単層である。遺物は出土しなかった。

5号溝 (SD5,第 202図,図版132)

南調査区の東側で東西に伸びる短い溝。SD2・ 6よ りも市道側を平行して伸び,西端でSD6と

切り合うが不明である。幅は36cm,深さは14cmで ,埋土は単層である。遺物は出土しなかった。

6号溝 (SD6,第 202図 )
南調査区の東側で東西に伸びる溝。SD2よ りも市道側を平行して伸び,SD2に 切られている。
幅は0.4～ 0.8m,深 さは 6 cmと 浅く,埋土は単層である。遺物は出上しなかった。

4号不明遺構 (SX4,第 202・ 203図,図版132～ 134)

北調査区の西端にある。他の遺構とは異なり,南北に伸びているように見えるが,調査区外に広

がっているため,土坑か溝かも不明で,撹乱の可能性もある。長さは2.5m,深さ10cmで ,埋土は単

層である。遺物は出土しなかった。

(2)遺構外出土遺物 (第203図,図版133・ 134)

今回の調査では耕作土直下が遺構検出面であったため,遺物包含層は存在しなかった。ただ,遺構

内出土遺物がごく少量であったため,こ こではI層 とした耕作土および遺構検出面直上で採集した遺
注56 第三分冊 自然科学分析 四柳嘉薫「Ⅷ 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡 近世北陸道遺跡出上漆器の科学分析J
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第V章 近世北陸道遺跡

物を取り扱うことにする。

8は越中瀬戸の皿で,体部内外面に鉄釉を施し,底部は削りだし高台となる。 9は唐津で京焼風の

碗。
=θ

～
=∂
は伊万里でヱθ～

=2は
碗。いずれも18世紀のもの。

=∂
は磁器小杯で,体部外面に文字が書か

れる。
=σ
はキセルの吸口。このほか,越中瀬戸匝鉢,刷毛目唐津,明治以降の磁器摺絵皿などが出土

した。

(新宅 茜)

第31表 近世北陸道遺跡 溝一覧

遺 構 遺権種類

規模 (m)

出土遺物 時 期 挿 図 写真図版 特  記
幅 深 さ

SDl 滞 036 陶器 (プ )・伊万里 (〃 )・火箸 (万 ) 近世・近代 201 202 131・ 132 >SD3

SD2 滞 030 瀬戸(7)・越中瀬戸 (」～め '伊万里 (ι )。曲物底板 (ン ) 近世・近代 201 202 131・ 132 >SD6

浦 040 005 なし 近世・近代 201・ 202 131'132 <SDl

SD5 溝 なし 近世・近代 201 202 131 132

SD6 溝 006 なし 近世・近代 201 202 131 132

SX4 不明 なし 201 202 131 132

第32表 近世北陸道遺跡 土器・陶磁器一覧

挿 図
物

号

遺
呑

真
版
写

図
遺構 出土地点 種  類 器  種

法量 (cm)

時  期 胎土色調 陣鰍
釉色調 釉薬 備 考

日径 器高 底径

フ SDl X21Y22 陶器 播鉢 19世紀 25YRν 4にぶい赤褐色 10YR2ρ 黒褐色 鉄釉

SDl X21Y22 伊万里 (青磁 ) 火入れ 19世紀 10Y8/1灰 自色 10Y7/1灰白色 青磁釉

′ SD2 X17Y23 越中瀬戸 皿 18世紀 10YRy2灰 自色 砂粒 75YR3/2黒 褐色

7 SD2 溝上面 越中瀬戸 皿 18世紀 75YV/3にぶい橙色 75YR4/3褐 色 鉄釉

σ SD2 X14Y5 越中瀬戸 火入れ 10YR7/2に ぶい黄橙色 漆付着 75YR2/3極 暗掲色 鰤

SD2 X15Yll 伊万里 鉢 188 18世紀以降 10BG7/1明 青灰色 2 5PB3/4く すんだ青色 透明釉 染付

/~ SD2 X15Y14 瀬戸 小碗(端反形) 明治初期以降 10Y8/1灰 白色 5PB3/6くすんだ青色 透明釉 染付

X19Y6Ⅱ 層 越中瀬戸 皿 18世紀 10Y暫/3にない黄橙色 10YR3/1黒褐色 鉄釉

Ⅱ層 京焼風唐津 碗 18世紀 25Yy2灰 自色 透明釉

X15Y9Ⅱ 層 伊万里 碗 118 18世紀 10Yン1灰白色 10BGν 2 Hきい灰青色 透明釉 染付

′′
X19Y7Ⅱ 層
X20Y8Ⅱ 層

伊万里 碗 18世紀 N8/0灰 白色 25PB6/4くすんだ青色 透明釉 染付

″ X21Y13Ⅱ 層 伊万里 碗 18世紀 10Yyl灰 白色 5PB4/6くすんだ青色 透明釉 染付

β X15Y14Ⅱ 層 伊万里 小 杯 N8灼 灰自色 5PB3/6くすんだ青色 透明釉 染付

第33表 近世北陸道遺跡 木製品一覧

挿  図 遺物番号 写真図版 遺 構 出土地点 種 類
法量 (cm)

材 質 備  考
長 さ 幅 厚 さ

〃 134 SD2 X15Y12 曲物底板 80 スギ 漆器分析No15

第34表 近世北陸道遺跡 金属製品一覧

挿  図 遺物番号 写真図版 遺 格 出土地点 種 類
法量 (cn g)

長 さ 幅 厚 さ

汚 SD] X16Y23 火箸 2530 060 055

X20Y8Ⅱ 層 煙管 (吸い口 ) 090
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2 遺構と遺物
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第201図 近世北陸道遺跡 遺構全体図  (1
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